
維
新
期
大
坂
の
手
形
市
場

｜
三
井
家
と
廣
海
家
｜

石

井

寛

治

一

問
題
の
所
在

本
稿
の
課
題
は
、
近
世
に
お
い
て
商
人
間
の
取
引
の
ほ
と
ん
ど
が
手
形
で
決
済
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
き
た
大
坂
と
そ
の
周
辺
の
手
形
市
場

が
、
明
治
維
新
期
、
と
く
に
一

六

年
（
明
治
元
）
頃
か
ら
一

七
七
年
（
明
治
一
〇
）
頃
に
か
け
て
の
時
期
に
ど
う
な
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
を
出
来
る
だ
け
実
証
的
に
究
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
大
坂
金
融
市
場
に
つ
い
て
は
、
一

六

年
の
銀
目
廃
止
を
契
機

に
多
数
の
有
力
両
替
商
が
倒
産
し
、「
ま
っ
た
く
の
麻
痺
状
態
に
陥

１
）

っ
た
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
実
態
の
究
明
が
遅
れ
て
い

る
た
め
、
一

七
六
年
の
改
正
国
立
銀
行
条
例
の
制
定
を
契
機
に
多
数
の
銀
行
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
の
明
治
ゼ
ロ
年
代
（＝

明
治
初
年
）
に

は
、「
麻
痺
状
態
」
が
続
い
て
い
た
か
の
よ
う
な
理
解
が
広
が
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ

２
）

れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
の
日
本
経
済
を
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
の
み
で
理
解
し
、
民
間
経
済
全
体
が
「
停
滞

３
）

状
態
」
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
考

え
る
の
は
事
実
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
多
額
の
不
換
政
府
紙
幣
を
抱
え
た
ま
ま
非
生
産
的
な
秩
禄
の
負
担
で
殖
産
資
金
の
捻
出
に

苦
慮
す
る
政
府
部
門
こ
そ
が
危
機
的
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
民
間
部
門
と
り
わ
け
製
糸
業
や
織
物
業
あ
る
い
は
醸
造
業
な
ど
に
お
い
て

は
経
済
活
動
の
自
由
を
与
え
ら
れ
て
混
沌
の
中
か
ら

し
く
発
展
す
る
小
生
産
者
や
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
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り
、
個
々
の
盛
衰
は
あ
り
つ
つ
も
全
体
と
し
て
国
内
商
人
の
活
動
は
活
発
で
あ
っ
た
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
生
産
活
動
や
流
通
活

動
を
資
金
面
で
支
え
る
金
融
部
門
の
活
動
が
「
麻
痺
」
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
は
ず
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
維
新
期
の
大
坂
商
人
は
、
大
坂
が
幕
藩
制
的
市
場
の
頂
点
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
維
新
変
革
の
中
で
大
き
な
挫
折
と
混
乱
を
経

験
し
、
そ
の
盛
衰
は
激
し
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
例
え
ば
一

九
九
年
当
時
の
有
力
織
物
問
屋
の
系
譜
を
見
る
と
、
近
世
以
来
の
有
力
問
屋

が
存
続
し
て
い
る
京
都
や
、
新
興
勢
力
が
急
上
昇
し
つ
つ
も
「
上
位
を
占
め
る
老
舗
の
勢
力
は
、
な
お
牢
固
た
る
も
の
で
あ
っ
た
」
東
京
と

比

し
て
、
大
坂
で
は
幕
末
維
新
期
に
多
く
の
有
力
問
屋
が
没
落
・
廃
業
し
、
新
興
商
人
が
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か

で
あ

４
）

ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
大
坂
商
人
の
頂
点
に
位
置
し
た
多
数
の
両
替
商
が
没
落
し
た
事
実
と
、
一
見
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
全
て
の
大
坂
両
替
商
が
没
落
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
銀
行
設
立
ブ
ー
ム
に
さ
い
し
て
み
ず
か
ら
銀
行

業
者
に
転
身
し
た
両
替
商
も
相
当
多
く
存
在
し
た
こ
と
が
無
視
さ
れ
て
は
な
る
ま
い
。

こ
の
点
を
究
明
す
る
上
で
障
害
と
な
っ
て
き
た
の
が
、
利
用
で
き
る
両
替
商
の
経
営
史
料
が
乏
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
と
く
に
商
人

の
金
融
を
直
接
担
当
し
た
両
替
商
の
活
動
を
知
り
う
る
史
料
が
少
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
大
阪
大
学
な
ど
が
所
蔵
す
る

池
家

関
係
史
料
を
利
用
す
る
余
裕
の
な
い
ま
ま
、
と
り
あ
え
ず
三
井
文
庫
所
蔵
の
三
井
大
坂
両
替
店
の
史
料
と
大
阪
府
下
貝

市
の
米
穀
・
肥
料

問
屋
廣
海
家
の
史
料
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
初
年
の
大
坂
手
形
市
場
の
実
態
に
迫
る
こ
と
に
し
た
い
。

１
）

作
道
洋
太
郎
『
日
本
貨
幣
金
融
史
の
研
究
』（
未
来
社
、
一
九
六
一
年
）
三
〇
一
頁
。

２
）

見
誠
良
『
日
本
信
用
機
構
の
確
立
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
一
年
）
も
、
銀
目
廃
止
に
よ
る
大
阪
両
替
商
組
織
の
「
崩
壊
」
を
強
調
し
て
い

る
。
最
近
の
大
阪
に
関
す
る
研
究
は
、
高
嶋
雅
明
「
大
阪
に
お
け
る
銀
行
業
の
発
展
と
銀
行
経
営
者
」（
作
道
洋
太
郎
編
『
近
代
大
阪
の
企
業

者
活
動
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
）
の
よ
う
に
、
両
替
商
の
な
か
に
は
生
き
残
っ
た
も
の
が
い
て
、
為
替
会
社
を
作
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
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て
い
る
が
、
両
替
商
に
つ
い
て
の
具
体
的
分
析
は
な
く
、
為
替
会
社
に
つ
い
て
も
発
足
後
間
も
な
く
経
営
不
振
に
陥
っ
た
と
す
る
新
保
博
『
日

本
近
代
信
用
制
度
成
立
史
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
六

年
）
以
来
の
通
説
的
把
握
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
為
替
会
社
に
つ
い
て
の
こ
う
し
た
通

説
へ
の
批
判
と
し
て
は
、
石
井
寛
治
「
南
山
城
茶
業
の
展
開
と
茶
業
金
融
」（
石
井
寛
治
・
林
玲
子
編
『
近
世
・
近
代
の
南
山
城

綿
作
か
ら

茶
業
へ
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九

年
）
が
あ
る
が
、
よ
り
詳
細
な
批
判
と
し
て
別
稿
「
維
新
期
東
京
の
国
内
為
替
取
引
｜
両
替
商
と
為

替
会
社
」（『
地
方
金
融
史
研
究
』
三
四
号
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３
）

Ｇ
・
ブ
ス
ケ
著
、
野
田
良
之
・
久
野
桂
一
郎
訳
『
日
本
見
聞
記
』（
原
著
一

七
七
年
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
七
年
）
七

六
頁
。

４
）

石
井
寛
治
「
織
物
集
散
地
と
集
散
地
問
屋
の
概
況
」（
山
口
和
雄
編
著
『
日
本
産
業
金
融
史
研
究

織
物
金
融
篇
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

七
四
年
）
五

〜
六
七
頁
。

二

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
三
井
大
坂
両
替
店

１

三
井
大
坂
両
替
店
の
手
形
差
引
先

ま
ず
、
大
坂
の
三
井
両
替
店
が
手
形
市
場
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
た
か
を
三
井
文
庫
の
所
蔵
史
料
に
よ
っ
て
見
よ
う
。
同

店
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
松
本
四
郎
氏
や
賀
川
隆
行
氏
ら
に
よ
る
研
究
が

１
）

あ
り
、
三
井
両
替
店
が
江
戸
へ
の
為
替
を
引
き
う
け
た
幕
府
御
金

蔵
銀
を
無
利
子
で
利
用
し
た
大
坂
商
人
・
両
替
商
へ
の
延
為
替
貸
付
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
判
明
し
た
と
は
い
え
、
そ
う
し
た

活
動
が
大
坂
手
形
市
場
と
の
ど
の
よ
う
な
関
係
の
も
と
で
可
能
に
な
っ
た
か
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

池
善
右
衛
門
家

が
大
名
貸
に
特
化
し
て
い
く
の
に
対
し
て
、
三
井
家
は
幕
府
と
の
特
権
的
結
合
を
も
と
に
大
坂
の
商
人
・
高
利
貸
へ
の
貸
付
取
引
や
為
替
金

融
を
行
う
と
い
う
特
徴
の
み
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
両
家
と
も
大
坂
手
形
市
場
と
は
無
関
係
な
孤
立
し
た
形
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
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あ
る
。

し
か
し
、
三
井
文
庫
に
は
、
大
坂
両
替
店
の
『
手
形
帳
』
や
『
両
替
手
形
押
切
帳
』
と
い
う
名
の
帳
簿
が
若
干
で
は
あ
る
が
残
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、『
慶
応
元
年
九
月
吉
日

手
形
帳

三

２
）

井
店
』
に
は
、
七
軒
の
両
替
商
と
の
手
形
の
や
り
取
り
の
記
録
が
記
さ
れ
て
お
り
、

一

六
七
年
（
慶
応
二
）
一
二
月
末
（
旧
暦
、
以
下
明
治
五
年
ま
で
同
様
）
に
は
、
そ
れ
ら
を
中
心
に
三
井
両
替
店
は
、
み
ず
か
ら
振
り
出

し
た
手
形
と
の
差
引
き
合
計
で
、
金

四
五
〇
両
一
分
一
朱
、
銀
五
五
一
九
貫
七

二
匁
六
二
、
銭
七
〇
〇
貫
文
の
手
形
を
預
け
て
い
る
計

算
に
な
る
。
同
時
点
の
勘
定
目
録
の
換
算
率
で
あ
る
一
両＝

一
三
四
匁
、
一
貫
文＝

一
五
・
六
匁
で
換
算
す
る
と
、
銀
六
六
六
三
貫
〇
四
五

匁
と
い
う
巨
額
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
っ
と
も
同
年
七
月
一
五
日
現
在
の
預
け
高
合
計
は
、
一
五
七
六
貫
〇
三

匁
に
す
ぎ
な
い
が
、

そ
れ
で
も
絶
対
額
で
相
当
大
き
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

だ
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
慶
応
二
年
末
の
同
店
勘
定
目
録
に
は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
項
目
は
な
い
。「
預
方
」
に
は
京
都
両
替
商
万
甚
（
万

屋
甚
兵
衛
）
の
勘
定
目
録
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
「
手
形
方
」
の
項
目
が
な

３
）

い
し
、
京
両
替
店
や
薩
州
方
、
銅
座
御
掛
屋
方
、
鋳
銭
座
か
ら
の

預
り
は
あ
る
が
、
商
人
か
ら
の
預
り
項
目
は
な
い
。
他
方
、「
貸
方
」（
銀
計
算
で
計
二
万
七

一
七
貫
六
五
七
匁
五
五
二
）
の
中
心
を
な
す

「
延
為
替
」

三
四
九
貫

九
五
匁
の
貸
付
先
リ
ス
ト
に
は
、
手
形
帳
の
両
替
商
は
記
載
さ
れ
て
な
く
、「
当
座
貸
」
に
も
彼
ら
の
名
前
は
登

場
し
な
い
。
そ
し
て
「
有
金
銀
銭
」
は
金
七
万
五
二
七
三
両
一
分
一
朱
、
銀
二
二
六

貫
三
五
四
匁

〇
五
、
銭

三
五
〇
貫
文
で
あ
り
、

銀
換
算
す
る
と
合
計
一
万
二
四

五
貫
二
四
七
匁
と
な
り
、
こ
こ
に
手
形
分
が
算
入
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
と
す
る
と
、
手
形
市

場
と
の
関
わ
り
は
、
勘
定
目
録
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
別
個
の
世
界
の
出
来
事
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

４
）

ろ
う
。
も
っ
と
も
、
別
個

の
世
界
と
言
っ
て
も
、
他
の
両
替
商
と
の
間
の
手
形
の
や
り
と
り
に
お
い
て
、
三
井
大
坂
両
替
店
が
み
ず
か
ら
振
り
出
し
た
手
形
に
つ
い
て

の
責
任
を
負
わ
な
く
て
済
む
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。『
手
形
帳
』
に
は
、
他
の
両
替
商
と
の
手
形
の
や
り
と
り
の
度
毎
に
、
貸
借
残
高
が

ど
れ
だ
け
に
な
っ
た
か
が
記
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
み
ず
か
ら
振
り
出
し
た
手
形
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
な
渡
し
先
か
ら
戻
さ
れ
て
き
た
一
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枚
ず
つ
の
手
形
に
つ
い
て
責
任
が
解
除
さ
れ
た
か
否
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、『
両
替
手
形
押
切
帳
』
に
解
除
を
示
す
「
消
」
印
が
押
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
示
す
三
井
大
坂
両
替
店
宛
の
両
替
商
炭
屋
安
兵
衛
の
一

六
四
年
（
元
治
元
年
）
正
月
の

５
）

書
状
を
紹
介

し
て
お
こ
う
。

御
書
面
辱
拝
見
仕
候
然
者

子
七
月
二
十
七
日
付

一
銀
百
弐
拾
四
貫
目

子
四
拾
三
番

右
手
形
御
振
出
相
成
候
処
未
タ
相
廻
リ
不
申
相
成
御
伺
被
下
委
細
承
知
仕
候

則
相
調
候
処
右
様
御
銀
高
当
春
ニ
而
者
相
廻
リ
候
録
者
無
御
座

尤
旧
冬
中
御
振
出
手
形
者
其
時
々
之
御
差
引
之
節
御
戻
し
申
上
候

定
而
御
引
合
御
承
引
済
ニ
相
成
御
座
候
と
奉
察
候

未
分
之
処
ハ
相
廻
リ

者
無
御
座
候

右
段
宜
敷
御
承
引
可
被
成
下
候

先
者
右
御
報
迄
如
斯
御
座
候

正
月
十
四
日

炭
安
店

三
井
様
御
店

す
な
わ
ち
、
前
年
七
月
に
三
井
店
が
炭
安
宛
に
振
り
出
し
た
積
り
の
大
口
の
銀
手
形
が
、
正
月
に
な
っ
て
も
振
り
出
し
た
三
井
の
と
こ
ろ
に

戻
っ
て
こ
な
い
の
で
、
炭
安
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
炭
安
は
自
分
の
と
こ
ろ
の
記
録
に
な
く
、
も
し
も
廻
っ
て
来
た
な
ら
ば
「
差
引
」

の
上
で
必
ず
三
井
に
戻
し
た
は
ず
な
の
で
、
廻
っ
て
き
て
い
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
や
り
と
り
は
、
手
形
の
振
出
人
は
支
払
い
責
任

を
負
う
の
で
、
手
形
の
最
終
的
な
行
方
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
決
着
は
分
か
ら
な
い
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
半
年
か
か
っ
て
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
の
は
異
常
な
事
態
だ
と
言
え
よ
う
。
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い
ま
前
記
『
手
形
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た

三
井
大
坂
両
替
店
の
一

六
六
年
（
慶
応
二
）

一
月
初
め
か
ら
七
月
一
五
日
（
中
元
）
ま
で
の

手
形
差
引
（
当
時
両
替
商
間
の
取
引
は
「
差

引
」
と
呼
ば
れ
た
）
を
相
手
の
両
替
商
別
に
示

す
と
第
１
表
の
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
両

替
商
の
経
済
力
を
示
す
も
の
と
し
て
、
参
考
ま

で
に
一

六
四
年
（
元
治
元
）
に
幕
府
が
大
坂

町
人
に
課
し
た
御
用
金
の
引
き
受
け
額
リ
ス
ト

と
一

五
七
年
（
安
政
四
）
に
お
け
る
大
坂
両

替
商
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
第
２
表
と
し
て
掲
げ
て

お
い
た
。

三
井
元
之
助
の
御
用
金
は
一
〇
〇
名
中
上
位

二
六
〜
三
〇
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
三
井

と
も
っ
と
も
取
引
額
の
多
い
炭
屋
安
兵
衛
は
、

池
庄
兵
衛
と
と
も
に
、

池
善
右
衛
門
ら
に

次
ぐ
上
位
七
〜
一
一
位
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、

一

五
七
年
（
安
政
四
）
版
の
「
浪
花
両
換
取

貫

貫

出所)『慶応元年九月吉日 手形帳 三井店』(三井文庫所蔵史料 追69)

備考) ⑴１両＝銀90匁、銭１貫文＝銀13匁、銀の匁未満四捨五入。

⑵越善の手形振出額の銀（＊）には銭3,461貫600文（＝銀45貫１匁）、同手形預入額の銀（＊）には

銭17,290貫900文（＝銀224貫782匁）を含む。

1,576.03810146,729.837(464)14,998.475(329)352,570.2.3(135)計

129.658

317.833

1,034.883

24.024

55.803

7.885

5.952

277

45

179

46

79

115

74

22,981.582(83)

11,686.097(257)

6,070.140(34)

1,980.345(43)

1,897.129(24)

1,147.324(10)

967.221(13)

3,374.002(30)
＊

4,885.657(198)

2,792.824(23)

1,014.319(36)

1,897.129(24)

697.324 (9)

337.221 (9)

217,862.0.0(53)

75,560.1.3(59)

36,414.2.2(11)

10,733.2.2 (7)

―

5,000.0.0 (1)

7,000.0.0 (4)

炭安(炭屋安兵衛)

越善(越後屋善太郎)

米伊(米屋伊太郎)

加作(加島屋作治郎)

庄( 池庄兵衛)

重( 池重太郎)

竹彦(竹川彦太郎)

銀(貫・匁)1枚当り計(貫・匁)銀(貫・匁)金(両・分・朱)

期末預け高手 形 預 入 額 (枚数)
手形預入先

100.0100.06845,730.052(672)14,048.863(506)352,013.0.3(166)計

20.4

49.0

6.4

15.3

3.0

3.7

2.2

50.8

24.9

11.1

4.3

4.2

2.6

2.2

170

35

118

19

96

48

66

23,229.008(137)

11,368.877(329)

5,074.304(43)

1,967.923(103)

1,915.539(20)

1,190.429(25)

983.972(15)

3,673.364(68)
＊

4,566.677(253)

1,796.988(33)

1,001.897(96)

1,915.539(20)

740.429(24)

353.972(12)

217,284.3.3(69)

75,580.0.0(76)

36,414.2.2(10)

10,733.2.2 (7)

―

5,000.0.0 (1)

7,000.0.0 (3)

炭安(炭屋安兵衛)

越善(越後屋善太郎)

米伊(米屋伊太郎)

加作(加島屋作治郎)

庄( 池庄兵衛)

重( 池重太郎)

竹彦(竹川彦太郎)

枚数比金額比1枚当り計(貫・匁)銀(貫・匁)金(両・分・朱)

手 形 振 出 額 (枚数)
手 形 宛 先

第１表 三井大坂両替店の手形差引（1866年・慶応２・前期)
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引
手

６
）

柄
鑑
」
で
は
、
炭
安
・

庄
は
両
大
関
と
し
て
ト
ッ
プ
の

座
を
占
め
て
い
た
（
そ
こ
で
は

池
善
右
衛
門
と
三
井
元
之
助

は
、
そ
れ
ぞ
れ
勧
進
元
、
差
添
人
と
し
て
別
格
の
地
位
に
あ
っ

た
）。
と
く
に
炭
屋
安
兵
衛
は
三
井
か
ら
の
手
形
振
出
額
で
も

手
形
預
額
で
も
全
体
の
ち
ょ
う
ど
半
分
程
度
を
占
め
て
お
り
、

手
形
一
枚
の
平
均
金
額
で
も
他
の
両
替
商
の
そ
れ
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
一

六
六
年
当
時
の
三
井
に
と
っ
て

炭
安
は
特
に
重
要
度
の
高
い
両
替
商
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も

っ
と
も
、
そ
の
こ
と
が
直
ち
に
三
井
に
と
っ
て
炭
安
が
親
両
替

や
兄
両
替
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
は
言
え
な
い
。
関
係
が

強
い
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
で
は
相
互
依
存
度
の
深
さ
を
示
す
に

止
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
上
下
関
係
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
米
屋
伊
太
郎
、
加
島
屋
作
次
郎
、

池
重
太
郎

は
第
２
表
に
よ
れ
ば
、
三
井
元
之
助
よ
り
経
済
力
に
お
い
て
若

干
上
廻
る
有
力
両
替
商
で
あ
り
、
竹
川
彦
太
郎
は
第
２
表
の
ラ

ン
ク
は
や
や
下
だ
が
、
安
政
期
の
大
坂
為
替
本
両
替
一

軒
に

属
し
て

７
）

い
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
炭
安
を
含
め
て
、

庄
、
米

伊
、
加
作
、

重
、
竹
彦
は
、
幕
末
に
は
三
井
と
同
格
の
両
替

出所) 脇田修・中川すがね編『幕末維新大阪町人記録』(清文堂出版、1994年）71－75頁。

備考) ⑴1857年ランキングは「浪花両換取引手柄鑑」(黒羽兵治郎編『大阪商業史料集成』第５輯、大阪商

科大学経済研究所、1939年、319－322頁)によった。なお、 池屋庄兵衛＝庄十郎、近江屋猶之助＝

猶治郎、鍵屋忠次郎＝忠三郎とみなしてランキングを付けた。

天王寺屋五兵衛(行司)近江屋半次郎(前頭５)小橋屋彦九郎(前頭10)

池屋篤兵衛(前頭３)

布屋吉郎兵衛池 伊 助(前頭５)

米屋太兵衛(前頭７)

銭屋忠次郎(前頭４)

加嶋屋作五郎(前頭２)

近江屋猶之助(前頭１)

平野屋五兵衛(行司)炭屋彦五郎(関脇)池屋庄兵衛(大関)

布屋甚九郎(前頭８)

竹川彦太郎(前頭６)

銭屋佐一郎(前頭３)

米屋三十郎(前頭８)

三井元之助(差添人)

池屋重太郎(前頭２)

加嶋屋作次郎(関脇)

米屋伊太郎(小 結)

米屋長兵衛(前頭１)

炭屋安兵衛(大 関)

米屋喜兵衛(小 結)

100

49

7

9

5

5

2

2

3

2

5

5

4

計

20～90

100

105～140

150～180

200

250

300

350

400

420～500

800

1000～1100

池善右衛門(勧進元)21200

う ち 両 替 商 (1857年ランキング)計御用金(貫目)

第２表 大坂町人の幕府御用金（1864年・元治元)
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商
だ
っ
た
と
見
て
よ
い
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
や
や
異
質
な
の
が
越
後
屋
善
太
郎
で
、
三
井
と
の
取
引

額
で
は
炭
安
に
次
ぐ
地
位
を
占
め
て
い
る
が
、
比

的
金
額
の
小
さ
い
手
形
を

や
り
取
り
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
越
後
屋
の
屋
号
が
示
す
よ
う
に
三
井

の
別
家
で
あ
り
、
一

一
六
年
（
文
化
一
三
）
に
大
坂
三
井
両
替
店
を
「
首
尾

能
御
暇
」
に
な
っ
た
中
村
善
太
郎
が
角
田
善
太
郎
と
改

８
）

名
し
、
翌
一
七
年
（
文

化
一
四
）
に
越
後
屋
善
太
郎
名
義
で
「
上
人
町
へ
両
替
見
世
為
出
申
候
」
に
つ

き
仲
間
に
加
入
さ
せ
て
ほ
し
い
と
、
三
井
店
か
ら
道
修
町
組
行
司
海
部
屋
新
兵

衛
の
口
添
え
で
「
本
両
替
仲
間
行
司
御
衆
中
」（

池
屋
庄
兵
衛
）
へ
申
し
出

て
許
可
さ
れ
て

９
）

い
る
。
第
２
表
に
は
載
っ
て
い
な
い
が
、
前
述
の
一

五
七
年

版
「
手
柄
鑑
」
に
は
、
前
頭
一
九
枚
目
に
記
載
さ
れ
て
い
る
れ
っ
き
と
し
た
両

替
商
で
あ
る
。
三
井
と
越
善
は
親
両
替
と
子
両
替
の
関
係
だ
っ
た
と
見
て
よ
か

ろ
う
。

そ
れ
ら
の
両
替
商
と
の
関
係
を
歴
史
的
に
探
る
た
め
に
、
残
存
し
て
い
る
他

の
二
冊
の
手
形
帳
に
よ
っ
て
、
一

五
〇
年
（
嘉
永
三
）
と
一

五
五
年
（
安

政
二
）
に
お
け
る
三
井
店
か
ら
の
手
形
預
入
先
の
位
置
付
け
を
、
一

六
六
年

（
慶
応
二
）
の
場
合
と
対
比
し
て
示
す
と
、
第
３
表
の
よ
う
に
な
る
。

備
考
欄
に
注
記
し
た
よ
う
に
一

五
〇
年
代
と
一

六
〇
年
代
と
の
間
に
金

第３表 三井大坂両替店の手形預入額の推移（各年前半期) (単位 貫、％)

手形預入先 1850年(嘉永３) 1855年(安政２) 1866年(慶応２)

庄( 池庄兵衛)

加作(加島屋作次郎)

炭安(炭屋安兵衛)

米伊(米屋伊太郎)

越善(越後屋善太郎)

竹彦(竹川彦太郎)

重( 池重太郎)

3,344.521(40.2)

2,196.051(26.4)

1,639.723(19.7)

816.944 (9.8)

249.382 (3.0)

64.740 (0.8)

―

3,026.869(29.1)

3,814.113(36.6)

1,462.403(14.1)

1,423.859(13.7)

496.480 (4.8)

183.719 (1.8)

―

1,897.129 (4.1)

1,980.345 (4.2)

22,981.582(49.2)

6,070.140(13.0)

11,686.097(25.0)

967.221 (2.1)

1,147.324 (2.5)

計 8,311.361(100.0) 10,407.443(100.0) 46,729.837(100.0)

出所)『嘉永弐年五月 手形帳 三井店』(三井文庫所蔵史料 追68)、『嘉永七年五月 手形帳 三

井店』(同所蔵史料 続846)、および第１表。

備考) ⑴1850年の越善の金手形223両22は１両＝62匁で銀13貫865匁（計の0.2％）に換算した。

⑵1855年の金手形、加作2,500両、越善1,461両33、米伊1,876両、炭安10,265両30、小計16,103

両23は１両＝68匁で銀1,095貫051匁（計の10.5％）に換算した。

⑶1866年の金手形352,570両23（第１表）を１両＝90匁で換算した銀31,731貫362匁は計の

67.9％に相当する。
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表
示
の
手
形
が
急
増
し
た
こ
と
、
表
示
し
た
手
形
預
入
額
か
ら
三
井
の
差
引
先
両
替
商
の
位
置
付
け
に
大
き
な
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一

五
〇
年
代
に
は

池
庄
兵
衛
と
加
島
屋
作
次
郎
の
二
店
の
み
で
全
体
の
ほ
ぼ
三
分
の
二
の
金
額
を
占
め
て
い
た

10
）

の
が
、
六
〇
年
代
に
は
両
店
の
位
置
が
急
落
し
、
代
わ
っ
て
炭
屋
安
兵
衛
と
越
後
屋
善
太
郎
の
二
店
が
突
出
し
た
大
き
な
位
置
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
三
井
に
と
っ
て
の
炭
安
の
特
別
に
大
き
な
位
置
は
一

六
〇
年
代
に
一
時
的
に
出
現
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た

こ
と
が
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
、

池
重
太
郎
が
一

五
〇
年
代
に
は
三
井
と
の
恒
常
的
な
差
引
関
係
に
な
く
、
六
〇
年
代

に
な
っ
て
初
め
て
三
井
と
の
関
係
が
深
ま
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
幕
末
維
新
期
の

重
は
、
次
節
で
廣
海
家
に
つ
い
て
見
る
さ
い
に

明
か
に
す
る
よ
う
に
商
人
と
の
手
形
取
引
を
盛
ん
に
行
っ
て
発
展
し
つ
つ
あ
り
、
文
化
年
間
（
一

〇
四
｜
一
七
年
）
ま
で
の
大
坂
の
両
替

商
リ
ス
ト
に
は
な
く
、
一

二

年
（
文
政
一
一
）
に
な
っ
て
初
め
て
登
場
す
る
と
い
う
比

的
歴
史
の
新
し
い
両
替
商
で
、

池
善
右
衛

門
家
の
別
家
の
一
つ
と
思
わ

11
）

れ
る
。

池
系
統
と
し
て
は
珍
し
く
商
人
為
替
を
多
く
扱
っ
て
お
り
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
有
力
両
替
商
の
別
家

で
あ
る
点
を
含
め
て
、
越
善
と
共
通
す
る
側
面
を
も
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
三
井
大
坂
両
替
店
が
、
恒
常
的
な
手
形
差
引
の
相
手
と
し
た
七
軒
の
両
替
商
は
、
そ
れ
な
り
に
理
由
が
あ
っ

て
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
、
手
形
の
処
理
は
両
替
店
の
上
下
の
系
統
に
沿
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

池
系
統
か
ら
は

庄
、
加
島
系
統
か
ら
は
加
作
、
米
屋
系
統
か
ら
は
米
伊
、
炭
屋
系
統
か
ら
は
炭
安
と
い
う
具
合
に
主
要
系
統
か
ら
一
軒

ず
つ
が
選
ば
れ
、
そ
れ
に
伊
勢
を
本
拠
に
大
坂
・
江
戸
へ
両
替
店
を
出
し
て
い
る
点
で
京
都
を
本
拠
と
す
る
三
井
と
似
て
い
る
竹
川
、
さ
ら

に

池
と
三
井
そ
れ
ぞ
れ
の
別
家
で
あ
る

重
と
越
善
か
ら
な
る
七
軒
の
グ
ル
ー
プ
が
編
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
井
と
彼
ら
と
は
日

常
的
な
両
替
業
務
や
為
替
業
務
に
お
い
て
も
緊
密
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
。
一

六
四
年
（
元
治
一
）
の
『
掛
合
方
書
状

12
）

さ
し
』
に
は
、
例

え
ば
次
の
よ
う
な
三
井
か
ら
竹
川
に
宛
て
た
両
替
の
依
頼
状
と
そ
れ
へ
の
回
答
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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口
上

多
々
御
面
倒
之
儀
奉
存
候
へ
共

有
合
金
弐
三
千
両
入
用
ニ
付

貴
家
様
如
何
程
ニ
而
御
払
可
被
下
候
哉

此
者
へ
御
聞
セ
可
被
下
候
様
奉
願

上
候正

月
二
十
七
日

（

拾
匁

分
三
厘
か
へ
）

（
下
）
竹
川
様

（
上
）
三
井
店
（
様
）

こ
れ
は
、
金
貨
が
必
要
と
な
っ
た
三
井
が
、
竹
川
に
向
か
っ
て
ど
の
よ
う
な
相
場
な
ら
ば
支
払
っ
て
く
れ
る
か
を
問
い
合
わ
せ
、
返
事
を

書
状
の
持
参
者
に
聞
か
せ
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
括
弧
書
き
で
示
し
た
よ
う
な
回
答
が
帰
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
回
答
を
同
じ
用
紙

に
書
き
込
み
、
差
出
人
と
宛
名
を
（
上
）（
下
）
と
い
う
加
筆
で
ひ
っ
く
り
返
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
。
そ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
こ
う
し
た

や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
の
三
井
は
、
両
替
に
つ
い
て
の
連
絡
を
、
越
善
、

庄
、

重
あ
る
い
は
米
喜
（
米
屋
喜

兵
衛
）、
炭
彦
（
炭
屋
彦
五
郎
）
な
ど
と
も
行
っ
た
書
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
為
替
業
務
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
三
井
か
ら
の
江
戸

為
替
取
組
の
出
合
い
を
求
め
る
希
望
を
知
ら
さ
れ
た

重
が
次
の
よ
う
な
返
事
を
し
て
い
る
。

御
状
忝
拝
見
仕
候

然
ハ
江
戸
為
替
金
高
七
千
両
斗
御
座
候
ニ
付
出
合
御
座
候
ハ
ハ
印
紙
御
認
被
下
候
間
可
申
上
候
様
被
仰
下
承
知
仕
候

其

内
程
能
相
手
御
座
候
ハ
ハ
早
速
可
申
上
候

其
砌
御
手
合
可
被
下
候

先
ハ
右
御
受
申
上
度
如
斯
御
座
候
以
上

十
一
月
拾
日

三

御
店
様

重

用
中
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そ
の
直
後
に

重
で
は
三
〇
〇
〇
両
の
江
戸
為
替
を
引
き
受
け
る
と
い
う
連
絡
を
三
井
に
向
か
っ
て
行
う
が
、
そ
の
点
の
紹
介
は
省
略
し
よ

う
。
こ
の
年
の
三
井
は
、

重
だ
け
で
な
く
竹
川
、
米
伊
、
炭
安
あ
る
い
は
加
作
五
（
加
島
屋
作
五
郎
）、
平
善
（
平
野
屋
善
兵
衛
）
な
ど

と
も
互
い
に
為
替
の
出
合
い
を
求
め
る
情
報
交
換
を
行
い
協
力
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
井
大
坂
両
替
店
は
、
両
替
や
為
替
の
た
め
に

取
引
し
て
い
る
仲
間
の
大
坂
両
替
商
の
中
か
ら
、
特
定
の
七
軒
を
選
ん
で
恒
常
的
な
手
形
差
引
の
関
係
を
取
り
結
ん
だ
と
言
え
よ
う
。

１
）

古
く
は
松
本
四
郎
「
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
三
井
家
大
元
方
の
存
在
形
態
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
二
号
、
一
九
六

年
）
に
よ
る
分
析
が

あ
り
、『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
一
巻
（
一
九

〇
年
）、
賀
川
隆
行
『
近
世
三
井
経
営
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

五
年
）
も
検
討

を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
経
営
史
研
究
所
編
『
三
井
両
替
店
』（
三
井
銀
行
、
一
九

三
年
）
も
参
考
に
な
る
。

２
）
『
慶
応
元
年
九
月
吉
日

手
形
帳

三
井
店
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

追
六
九
）。『
安
政
三
年
五
月

帳
面
録
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
三
一
二
）
に
は
、「
十
三

手
形
帳

五
年
物
」
と
し
て
、
安
政
二
、
五
、
六
、
萬
延
元
、
文
化
二
、
元
治
元
、
慶
応
元
、
三
、
四
、
明

治
三
、
六
年
に
一
冊
ず
つ
作
成
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
慶
応
元
年
九
月
か
ら
翌
二
年
一
二
月
ま
で
の
手
形
帳
一
冊
だ
け
で

あ
る
。

３
）

万
甚
に
つ
い
て
は
、
別
稿
「
維
新
期
京
都
の
手
形
市
場
｜
小
堀
家
と
小
林
家
｜
」（『
東
京
経
大
学
会
誌
｜
経
営
学
｜
』
二
三
四
号
、
二
〇
〇

三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

４
）

そ
う
し
た
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
背
後
に
は
、
当
時
の
手
形
の
流
通
が
裏
書
譲
渡
な
し
で
行
わ
れ
、
不
渡
り
の
場
合
の
求
償
先
は
、
両
替
商

宛
振
手
形
の
場
合
は
振
出
人
、
両
替
商
預
り
手
形
の
場
合
は
手
形
所
持
人
と
さ
れ
、
手
形
の
裏
面
に
署
名
し
た
も
の
は
、
そ
の
支
払
責
任
を
免

れ
た
と
い
う
慣
習
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
手
形
を
預
か
っ
た
り
預
け
た
り
す
る
行
為
は
、
不
渡
り
の
場
合
の
求
償
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
両
替
屋
相
互
の
貸
借
を
決
済
す
る
た
め
に
振
り
出
さ
れ
る
振
差
紙
は
振
手
形
の
よ
う
に
流
通
す
る
こ
と
は
な
く
、
振
出
人
の

と
こ
ろ
で
し
か
正
貨
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、

見
誠
良
前
掲
『
日
本
信
用
機
構
の
確
立
』
参
照
。
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５
）
『
慶
応
元
丑
年
正
月
よ
り
七
月
迄

掛
合
方
書
状
差
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
二
〇
六
）。

６
）

黒
羽
兵
治
郎
編
『
大
阪
商
業
史
料
集
成
』
第
五
輯
（
大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究
所
、
一
九
三
九
年
）
三
一
九
〜
三
二
二
頁
。
炭
屋
安
兵
衛
と

池
庄
兵
衛
は
一

三

年
（
天
保
九
）
の
『
浪
花
両
替
手
柄
競
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

参
考
図
書
Ｄ
六
五
四

五
九
）
に
お
い
て
す
で
に

大
関
と
し
て
ト
ッ
プ
の
座
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
炭
安
・

庄
の
両
大
関
を
除
く
と
、
そ
の
後
五
七
年
に
至
る
幕
末
二
〇
年
間
の
大
坂
両

替
商
の
番
付
は
か
な
り
変
化
し
て
い
る
。
一

六
六
年
当
時
の
三
井
の
恒
常
的
差
引
先
に
つ
い
て
見
る
と
、
加
島
屋
作
次
郎
は
関
脇
の
地
位
を

守
り
、
米
屋
伊
太
郎
は
筆
頭
前
頭
か
ら
小
結
へ
と
三
役
入
り
を
果
た
し
、

池
重
太
郎
は
前
頭
五
枚
目
か
ら
二
枚
目
、
竹
川
彦
太
郎
も
前
頭

枚
目
か
ら
六
枚
目
、
越
後
屋
善
太
郎
は
二
六
枚
目
か
ら
一
九
枚
目
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
昇
進
す
る
と
い
う
具
合
で
、
総
じ
て
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
そ
の
他
の
上
位
陣
で
は
、
関
脇
米
屋
喜
兵
衛
が
小
結
炭
屋
彦
五
郎
と
入
れ
替
わ
り
、
小
結
近
江
屋
半
左
衛
門
が
前
頭
六
枚
目
へ

下
が
っ
て
お
り
、
大
坂
最
古
の
天
王
寺
屋
五
兵
衛
と
平
野
屋
五
兵
衛
は
、
一

三

年
当
時
の
番
付
で
も
す
で
に
頭
取
な
い
し
差
添
人
と
し
て

祭
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
大
坂
両
替
商
の
相
対
的
な
経
済
力
の
変
化
は
、
各
時
期
の
御
用
金
の
負
担
額
を
基
準
に
跡
付
け
る
こ
と
も
で
き

る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

７
）

賀
川
隆
行
「
幕
末
・
維
新
期
の
御
為
替
三
井
組
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
一
三
号
、
一
九
七
九
年
）
一
二
頁
。

８
）

大
坂
両
替
店
『
文
化
十
三
年

日
記
録
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
六
六
）
四
月
二
十
一
日
、
お
よ
び
、

大
坂
両
替
店
『
文
化
十
三
年

大
福
帳
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
九
三
九
）
中
村
善
太
郎
の
項
。
従
来
、
三
井
の
大
坂
両
替
店
は
別
家
に
類
似
の
職
業
に
つ
く
こ
と
を
認

め
て
い
な
か
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
た
（
日
本
経
営
史
研
究
所
編
前
掲
『
三
井
両
替
店
』
二
四
一
頁
）
が
、
越
後
屋
善
太
郎
の
事
例
は
そ
う
し

た
理
解
が
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

９
）

大
坂
両
替
店
『
後
鑑
（
元
文
四
年

弘
化
二
年
）』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
三
三

）
文
化
十
四
年
丑
二
月
四
日
。

10
）

三
井
の
大
坂
両
替
店
と

池
庄
兵
衛
お
よ
び
加
島
屋
作
次
郎
と
の
関
係
は
古
い
。
一

一
四
年
（
文
化
一
一
）
の
筑
後
蔵
・
肥
前
蔵
空
米
手

形
事
件
で
、
米
切
手
へ
の
金
融
を
行
っ
て
い
た
両
替
商
へ
の
三
井
か
ら
の
貸
付
が
滞
っ
た
と
き
、
米
屋
伊
太
郎
（
米
伊
）
は
即
時
皆
済
し
、

池
庄
兵
衛
（

庄
）
は
六
五
〇
貫
の
う
ち
四
五
〇
貫
の
み
返
済
し
残
り
は
通
常
の
借
り
の
一
部
と
し
て
処
理
し
た
の
に
対
し
、
加
島
屋
作
次
郎
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（
加
島
作
）
の
三
〇
〇
貫
は
、
天
王
寺
屋
弥
七
（
天
弥
）
の
五
〇
〇
貫
、
島
屋
利
右
衛
門
（
嶋
利
）
の
一
〇
〇
貫
と
同
様
に
年
賦
返
済
の
措
置

を
受
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
嶋
利
が
一

四
二
年
限
り
、
天
弥
が
一

五
五
年
限
り
で
返
済
途
中
で
挫
折
し
た
の
に
対
し
、
加
島

作
の
返
済
は
一

六
九
年
ま
で
と
も
か
く
も
続
い
た
（『
天
弥
・
加
島
作
・
嶋
利
切
手

合
控

文
化
十
二
年
』
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一

四
七
）。

11
）

宮
本
又
次
編
『
大
阪
の
研
究
』
五
（
清
文
堂
、
一
九
七
〇
年
）
五
二
三
頁
。

12
）

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
二
〇
九
、
続
二
二
四

２

三
井
大
坂
両
替
店
か
ら
の
手
形
預
け

そ
れ
ら
の
両
替
商
に
対
し
て
、
三
井
両
替
店
は
、
手
形
を
預
け
た
り
、
手
形
を
振
り
出
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
差
引
が
何
故
必
要

だ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
は
、
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
に
お
け
る
旧
両
替
商
関
係
者
の
回
顧
談
『
大
阪
昔
時
の
信
用

１
）

制
度
』

の
次
ぎ
の
一
文
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
き
た
。

商
人
へ
の
貸
出
を
専
門
と
せ
る
両
替
店
の
手
形
は
能
く
流
通
せ
り
。
例
証
を
設
け
て
其
流
通
の
模
様
を
示
さ
ん
に
、
茲
に
岩
井
文
多
田
等
合
計
百

人
よ
り
、
一
貫
目
づ
つ

正
・
炭
彦
等
三
十
店
の
手
形
を
布
吉
へ
預
る
と
せ
ん
に
、
布
吉
は
右
合
計
百
貫
目
の
手
形
を
一
括
し
て
、
之
を
親
両
替

な
る
炭
安
に
預
け
入
る
。
是
に
於
て
炭
安
は

正
・
炭
彦
等
三
十
店
へ
取
付
に
行
く
時
は
、
是
等
三
十
店
は
各
兄
両
替
の
手
形
を
炭
安
に
渡
す
。

炭
安
は
其
兄
両
替
な
る

善
へ
預
け
入
れ
、
先
の
百
口
の
手
形
茲
に
一
口
と
な
る
姿
な
り
。
然
る
後
炭
安
よ
り
百
貫
目
手
形
一
枚
を

善
宛
に
て

振
出
し
、
之
を
取
付
く
る
時
は

善
は
炭
彦
・
殿
村
等
弟
両
替
宛
三
十
枚
の
手
形
を
渡
す
。
是
に
由
て
炭
安
は
炭
彦
・
殿
村
等
三
十
店
に
対
し
、

直
接
に
貸
勘
定
を
有
す
る
理
と
為
る
。
是
れ
と
同
時
に
岩
井
文
多
田
等
百
人
が
、
一
貫
目
宛
布
吉
宛
手
形
を
振
出
す
時
は
、
布
吉
は
一
貫
目
宛
百

枚
炭
安
宛
の
手
形
を
百
人
に
交
付
す
。
是
に
於
て
岩
井
文
多
田
等
百
人
は
、
布
吉
・
炭
安
を
中
間
に
置
き
、
炭
彦
・
殿
村
等
三
十
店
に
対
し
、
間
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接
に
貸
勘
定
と
為
れ
る
者
に
し
て
、
先
に
布
吉
に
預
け
入
れ
た
る
手
形
は
、
始
め
て
自
己
の
勘
定
に
帰
し
た
り
。
此
の
如
き
事
は
毎
日
双
方
よ
り

盛
に
行
ふ
所
に
し
て
、
相
互
に
貸
勘
定
と
為
り
、
借
勘
定
と
為
り
、
其
貸
借
残
余
り
嵩
む
時
は
、
之
を
金
相
場
に
引
換
へ
て
正
物
を
渡
す

一
見
複
雑
で
分
か
り
に
く
い
が
、

池
善
右
衛
門
（＝

兄
両
替
）
｜
（
弟
両
替＝

）
炭
屋
安
兵
衛
等
（＝

親
両
替
）
｜
（
子
両
替＝

）
布
屋

吉
郎
兵
衛
等
｜
諸
商
人
、
と
い
う
両
替
商
の
重
層
的
秩
序
の
中
を
、
商
人
の
持
ち
こ
ん
だ
手
形
が
形
を
変
え
つ
つ
順
次
上
が
っ
て
行
き
、
次

ぎ
に
上
位
の
両
替
商
の
手
形
が
下
が
っ
て
く
る
こ
と
で
、
相
互
の
貸
借
関
係
が
確
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
商
人
た
ち
は
販
売
先
商
人

か
ら
そ
の
取
引
先
両
替
商
宛
の
振
出
手
形
で
支
払
い
を
受
け
た
時
に
、
印
元＝

振
出
商
人
の
取
引
先
両
替
商
の
と
こ
ろ
へ
そ
の
手
形
を
持
っ

て
行
っ
て
現
金
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
通
常
は
こ
こ
で
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
自
分
の
取
引
先
両
替
商
に
手
形
を
預
け
て
取
立
て

を
依
頼
す
る
。
と
こ
ろ
が
新
興
両
替
商
の
布
屋
山
口
吉
郎
兵
衛
（
布
吉
）
は
、
持
ち
込
ま
れ
た
手
形
の
宛
先
の
両
替
商
と
は
格
が
違
う
た
め

直
接
に
は
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
親
両
替
の
炭
屋
安
兵
衛
（
炭
安
）
に
依
頼
す
る
と
、
炭
安
は
兄
両
替
の

池
善
右
衛
門
（

善
）

と
の
関
係
を
使
っ
て
債
権
を
確
定
す
る
。
そ
の
上
で
、
布
吉
は
炭
安
宛
の
手
形
に
よ
っ
て
商
人
た
ち
の
債
権
を
確
定
す
る
と
い
う
こ
と
で

２
）

あ
る
。
そ
う
し
た
縦
断
的
流
通
と
と
も
に
、
商
人
の
振
り
出
し
た
手
形
を
受
け
取
っ
た
両
替
商
が
、
そ
れ
を
取
り
立
て
る
た
め
に
幾
つ
も
の

同
格
の
両
替
商
に
そ
の
手
形
を
預
け
て
は
書
き
換
え
て
新
し
い
手
形
を
振
り
出
し
て
も
ら
い
、
そ
の
商
人
の
取
引
先
両
替
商
に
辿
り
つ
く
と

い
う
形
で
の
手
形
の
横
断
的
流
通
も
多
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

３
）

い
る
。

以
上
の
一
般
的
説
明
を
念
頭
に
置
い
て
、
三
井
両
替
店
を
巡
る
手
形
の
や
り
と
り
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
炭
安
へ
の
手
形
預
け
の
事
例
①

〜
④
を
記

４
）

す
と
、

①

十
二
月
二
十
九
日

金
壱
万
七
百
弐
拾
五
両

出

外
手
か
た
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内
九
千
両

大
黒
屋
振
、
大
和
屋
出
分

壱
千
七
百
弐
拾
五
両

越
善
振

と
あ
る
の
は
、
江
戸
両
替
商
大
和
屋
兼
三
郎
に
三
井
江
戸
店
が
支
払
っ
た
逆
為
替
代
金
を
大
坂
両
替
商
大
黒
屋
平
次
郎
か
ら
取
り
立
て
る
九

〇
〇
〇
両
の
手
形
と
、
越
後
屋
善
次
郎
に
宛
て
て
三
井
大
坂
店
が
振
り
出
し
た
一
七
二
五
両
の
手
形
（
い
ず
れ
も
「
外
手
形
」
と
記
さ
れ
て

い
る
）
を
、
三
井
が
炭
安
に
預
け
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
通
常
江
戸
の
大
和
屋
が
大
坂
の
大
黒
屋
宛
て
に
取
り
立

て
の
逆
為
替
を
三
井
江
戸
店
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
時
の
『
大
福
帳
』
の
記
載
に
も
「
十
二
月
二
十
九
日

金
九
千
両

大
和
屋
兼
三

郎
登

大
黒
屋
平
次
郎
出
分
」
と

５
）

あ
る
。『
手
形
帳
』
の
こ
こ
で
の
記
載
は
、
大
黒
屋
が
大
和
屋
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
逆
為
替
の
手
形
と

読
む
の
で
な
く
、
三
井
江
戸
店
が
大
和
屋
に
対
し
て
既
に
渡
し
た
「
出
分
」
を
大
坂
で
請
求
す
る
、
大
黒
屋
宛
て
に
「
振
」
出
さ
れ
た
手
形

で
あ
る
と
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
井
大
坂
店
は
江
戸
店
が
大
和
屋
に
渡
し
た
九
〇
〇
〇
両
を
大
坂
で
大
黒
屋
か
ら
取
り
立
て
る
権
利

を
入
手
し
た
が
、
そ
の
権
利
を
炭
安
へ
預
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
井
の
大
坂
店
が
手
形
を
入
手
し
た
の
は
、
江
戸
店

と
の
為
替
取
引
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
越
善
と
の
差
引
記
録
の
正
月
六
日
の
欄
に
「
入
金
壱
千
七
百
弐

拾
五
両

炭
安
渡
」
と
あ
る
の
と
何
ら
か
の
対
応
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
差
引
記
録
に
「
入
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
越
善
に
宛
て
て

支
払
い
を
要
求
す
る
手
形
を
三
井
が
「
振
」
出
し
た
こ
と
は
、
越
善
か
ら
の
三
井
へ
の
「
入
」
金
だ
と
観
念
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
何

の
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
手
形
を
三
井
が
振
り
出
し
て
炭
安
に
預
け
た
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
正
月
七
日
に
三
井
が
炭
安
の
求
め
に
応

じ
て
炭
安
宛
に
一
万
二
〇
〇
〇
両
の
手
形
を
振
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
う
し
た
巨
額
の
手
形
を
振
り
出
す
に
は
先
の
為
替

取
引
に
よ
っ
て
九
〇
〇
〇
両
を
預
け
た
だ
け
で
は
足
り
な
く
て
行
っ
た
操
作
だ
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
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②

正
月
二
十
四
日

金
三
千

百
両

出

外
手
形

内
壱
千
参
百
両

炭
勘
、
同
孫

弐
千
五
百
両

大
平
、
布
吉

と
あ
る
の
は
、
炭
屋
勘
兵
衛
（
炭
勘
）
の
炭
屋
孫
兵
衛
（
炭
孫
）
宛
て
手
形
と
、
京
都
の
綿
糸
商
大
文
字
屋
岩
田
平
兵
衛
（
大
平
）
が
大
坂

両
替
商
布
屋
山
口
吉
郎
兵
衛
（
布
吉
）
宛
て
に
振
り
出
し
た
手
形
を
、
三
井
が
炭
安
に
預
け
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
回

顧
談
で
は
、「
布
吉
」
は
「
炭
安
」
を
親
両
替
と
し
て
、
商
人
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
小
口
の
手
形
を
直
接
「
炭
安
」
に
預
け
入
れ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
布
吉
」
と
「
炭
安
」
の
間
に
三
井
が
介
在
し
て
、
大
口
の
「
布
吉
」
宛
手
形
を
取
り
次
い
で
い
る
の

で
あ
る
。
な
お
、
三
井
で
は
、
②
と
同
様
に
「
炭
安
」
に
預
け
ら
れ
た
「
大
平

布
吉
」
手
形
は
、
少
な
く
と
も
さ
ら
に
九
回
あ
り
、
半
年

間
の
合
計
金
額
は
少
な
く
と
も
三
万
一
〇
〇
〇
両
に
の
ぼ
る
。
京
都
の
大
文
字
屋
岩
田
平
兵
衛
は
、
京
浜
の
綿
糸
商
か
ら
輸
入
綿
糸
を
大
量

に
購
入
し
て
お
り
、
そ
の
代
金
を
大
坂
の
新
興
両
替
商
山
口
吉
郎
兵
衛
を
利
用
し
て
送
付
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
初
年
に
な
る
と
、

京
浜
の
綿
糸
商
中
村
惣
兵
衛
や
薩
摩
治
兵
衛
あ
る
い
は
中
村
吉
兵
衛
ら
が
、
丁
子
屋
小
林
吟
右
衛
門
の
東
京
店
に
お
い
て
岩
田
平
兵
衛
宛
て

に
盛
ん
に
逆
為
替
を
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
が
、
幕
末
で
は
そ
う
し
た
動
き
は
ま
だ
少
な
い
よ
う
で

６
）

あ
る
。
さ
ら
に
、

③

二
月
四
日

金
千
四
百
両

出

外
手
形

店

竹
川

の
場
合
は
、
三
井
店
が
竹
川
彦
太
郎
に
宛
て
て
振
り
出
し
た
手
形
を
、
炭
安
に
預
け
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
竹
川
と
の
同
日
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の
差
引
記
録
に
、「
二
月
四
日

入
金
千
四
百
両

炭
安
渡
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
さ
い
、
竹
川
と
の
前
日
の
差

引
記
録
に
、「
二
月
三
日

金
千
四
百
両

出

外
手
形
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
の
差
引
は
、
も
と
も
と
炭
安
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た

一
四
〇
〇
両
分
の
手
形
を
、
三
井
は
竹
川
に
預
け
た
代
り
に
、
翌
日
に
な
っ
て
同
額
の
竹
川
宛
て
手
形
を
振
り
出
し
て
炭
安
に
渡
し
た
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
最
後
に
、

④

四
月
二
十
五
日

金
七
千
両

出

外
手
形

は
、
三
井
が
七
〇
〇
〇
両
の
手
形
を
炭
安
に
預
け
た
記
録
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
手
形
で
あ
る
か
の
記
載
は
な
い
。
し
か
し
、
同
年
四
月

二
十
二
日
付
け
の
三
井
大
坂
両
替
店
支
配
人
か
ら
江
戸
店
支
配
人
に
宛
て
た

７
）

書
状
に
、「
京
店
御
仕
向
金
炭
安
出
分
為
替
弐
口
ニ
て
七
千
五

百
両
之
内
、
五
百
両
丈
ケ
京
店
へ
相
渡
、
七
千
両
者
本
店
登
セ
金
之
廉
江
引
取
備
置
可
申
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
手
形
は
三
井
江

戸
店
か
ら
の
送
金
で
炭
安
か
ら
三
井
に
支
払
わ
れ
る
手
形
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
①
の
前
者
の
ケ
ー
ス
と
同
様
に
江
戸
と
の
為
替
取
引
が

三
井
大
坂
店
に
手
形
を
入
手
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

炭
安
に
つ
い
で
大
口
の
手
形
差
引
が
多
い
米
屋
伊
太
郎
（
米
伊
）
の
場
合

８
）

に
は
、
三
井
か
ら
、
炭
安
の
事
例
②
に
示
し
た
も
の
と
同
じ

「
大
平
」
振
出
し
「
布
吉
」
宛
手
形
三
〇
〇
〇
両
（
二
月
二
三
日
）
や
、「

小
」（

池
小
三
郎
？
）
振
り
「

宗
」（

池
宗
四
郎
）
出
の

手
形
三
〇
〇
貫
（
三
月
一
〇
日
）、「
為
替
分
四
口
」
一
万
一
〇
〇
〇
両
（
五
月
九
日
）、「
河
又
」（＝

両
替
商
河
内
屋
又
右
衛
門
）
振
り

「
泉
吉
」（
泉
屋
吉
次
郎
）
渡
り
手
形
四
〇
〇
貫
（
七
月
一
日
）、「
越
善
」
振
り
「
布
吉
」
渡
り
手
形
一
〇
〇
貫
（
同
日
）
と
い
っ
た
両
替
商

間
の
手
形
を
預
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
三
井
が
「
外
手
形
」
を
入
手
し
た
経
緯
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
の
は
、
五
月
九
日
の
「
為
替
分

四
口
」
で
、『
大
福
帳
』
の
「
江
戸
店
」
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
江
戸
の
銭
屋
祐
助
が
三
井
江
戸
店
に
お
い
て
大
坂
の

池
屋
与
三
吉
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と
堺
屋
次
郎
兵
衛
宛
て
に
取
組
ん
だ
逆
為
替
合
計
一
万
一
〇
〇
〇
両
が
そ
れ
に
該
当
し
、
三
井
大
坂
店
は
そ
れ
ら
の
手
形
を
米
伊
に
預
け
た

上
で
、
米
伊
宛
て
の
三
〇
〇
〇
両
の
手
形
を
米
伊
に
、
同
一
五
〇
〇
両
の
手
形
を

池
与
三
吉
に
、
同
四
〇
〇
〇
両
の
手
形
を
竹
川
彦
太
郎

に
、
同
二
五
〇
〇
両
の
手
形
を

池
重
太
郎
に
そ
れ
ぞ
れ
渡
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
初
に
掲
げ
た
二
月
二
三
日
の
「
布
吉
」
宛
三
〇
〇
〇
両

手
形
は
、
二
日
後
の
二
五
日
に
三
井
が
米
伊
宛
て
に
同
額
の
三
〇
〇
〇
両
の
手
形
を
振
り
出
し
て
「
炭
安
」
に
渡
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、

「
布
吉
」
の
親
両
替
で
あ
る
「
炭
安
」
か
ら
廻
っ
て
き
た
可
能
性
が
強
い
。
さ
ら
に
、
三
月
一
〇
日
の
「

宗
」
宛
三
〇
〇
貫
手
形
も
、
二

日
後
の
一
二
日
に
三
井
が
米
伊
宛
て
に
同
額
の
三
〇
〇
貫
の
手
形
を
振
り
出
し
て
「
山
下
」
に
渡
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、「
山
下
」
な

る
相
手
か
ら
廻
っ
て
き
た
と
み
な
し
て
良
か
ろ
う
。

米
伊
と
の
差
引
で
は
、
三
井
が
「
加
作
」
宛
振
り
出
し
た
手
形
五
〇
貫
（
二
月
一
二
日
）、「
竹
川
」
宛
手
形
四
〇
貫
（
同
日
）、「
越
善
」

宛
手
形
四
〇
〇
貫
（
六
月
一

日
）、「
炭
安
」
宛
手
形
七
七
一
四
両
二
分
二
朱
（
六
月
二
九
日
）
を
い
ず
れ
も
米
伊
へ
預
け
て
い
る
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
最
初
の
二
月
一
二
日
に
合
計
九
〇
貫
の
手
形
を
振
り
出
し
た
上
で
米
伊
に
預
け
る
操
作
を
行
っ
た
の
は
、
同

じ
一
二
日
に
三
井
が
米
伊
宛
て
の
一
五
〇
貫
手
形
を
「
唐
津
」、

〇
貫
手
形
を
「
小
昌
」
な
る
相
手
に
そ
れ
ぞ
れ
渡
す
必
要
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
米
伊
へ
の
預
け
残
高
が
一
六
二
貫
余
し
か
な
く
、
そ
の
ま
ま
で
は
米
伊
宛
て
の
手
形
振
出
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
対

策
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
様
な
こ
と
は
、
六
月
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
り
、
米
伊
と
の
差
引
で
は
し
ば
し

ば
預
け
高
不
足
が
生
じ
、
そ
れ
を
他
の
差
引
先
か
ら
の
資
金
廻
送
に
よ
っ
て
補
塡
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
こ
と
は
、
逆
に
見
れ
ば
、

米
伊
宛
て
の
手
形
を
三
井
か
ら
振
り
出
し
て
ほ
し
く
て
手
形
が
持
ち
込
ま
れ
た
場
合
、
持
ち
込
ま
れ
た
手
形
を
三
井
は
内
容
に
よ
っ
て
選
別

し
て
一
部
は
米
伊
に
預
け
る
け
れ
ど
も
全
て
を
米
伊
に
預
け
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
米
伊
の
場
合
は
と
く
に
持
ち
込
ま
れ
た
手
形
を
他
へ

廻
す
場
合
が
多
く
、
預
け
高
に
不
足
を
来
す
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
越
後
屋
善
太
郎
（
越
善
）
の
場

９
）

合
は
、
商
人
そ
の
他
が
中
小
両
替
商
宛
に
振
り
出
し
た
手
形
を
三
井
が
入
手
し
て
越
善
に
廻
し
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て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
例
え
ば
、
正
月
一
四
日
に
は
次
ぎ
の
七
口
の
「
外
手
形
」（
計
四
五
二
匁
七
五
）
を
預
け
て
い
る
。

九
十
六
匁

池
九

越
善

五
十
二
匁
五
分

日
徳
五

米
喜

四
十
五
匁

日
作
介

米
長

六
十
匁
二
分
五
厘

荷
定

米
分

九
十
六
匁

布
儀
介

銭
宗

五
十
二
匁

日
久
助

米
長

五
十
一
匁

和
泉
治

米
長
兵
衛

こ
こ
に
出
て
く
る
下
段
の
人
々
は
、
越
後
屋
善
太
郎
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
米
屋
喜

、
米
屋
長
兵
衛
、
米
屋
分
兵
衛
、
銭
屋
宗
兵
衛
は

い
ず
れ
も
両
替
商
な
の
で
、
上
段
の
商
人
が
取
引
先
の
両
替
商
宛
に
振
り
出
し
た
手
形
が
、
三
井
の
と
こ
ろ
に
持
ち
込
ま
れ
、
三
井
は
そ
れ

を
越
善
に
廻
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
手
形
は
い
ず
れ
も
小
額
で
あ
る
が
、
次
に
示
す
五
月
九
日
の
「
外
手
形
」
四
口
は
、

計
二
一
貫
四
〇
匁
と
や
や
大
き
い
金
額
で
あ
り
、
し
か
も
両
替
商
と
思
わ
れ
る
も
の
同
士
で
振
り
出
さ
れ
た
手
形
で
あ
る
。

五
貫
二
六
〇
匁

伊
賀
店
振

炭
安
宛

二
貫
六
三
〇
匁

紙
忠
振

加
作
宛

七
貫

九
〇
匁

平
惣
振

平
久
宛

五
貫
二
六
〇
匁

高
弥
振

米
伊
宛
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こ
れ
ら
の
手
形
が
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
経
て
三
井
に
持
ち
込
ま
れ
た
か
は
直
接
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
後
に
検
討
す
る
よ
う
に
三
井
が

越
善
宛
て
に
振
り
出
し
た
手
形
の
渡
し
先
は
、
金
額
で
見
る
と

〇
％
台
が
表
１
に
掲
げ
た
七
軒
の
両
替
商
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
そ
れ

ら
の
有
力
両
替
商
か
ら
三
井
を
経
て
越
善
に
廻
さ
れ
た
手
形
が
多
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
渡
し
先
の
上
位
に
は

「
泉
吉
」（＝
泉
屋
吉
次
郎
）、「
加
久
」（＝

加
嶋
屋
久
右
衛
門
）、「
近
半
」（＝

近
江
屋
半
治
郎
）、「
銭
忠
」（＝

銭
屋
忠
兵
衛
）、「

与
三
」

（＝

池
与
三
吉
）、「
近
猶
」（＝

近
江
屋
猶
治
郎
）
な
ど
も
名
を
連
ね
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
両
替
商
等
も
ま
た
三
井
へ
手
形
を
持
ち
こ
ん
で

越
善
宛
て
の
手
形
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
三
井
か
ら
越
善
に
預
け
た
「
外
手
形
」
の
記
載
の
中
に
は
、「
越
善
預
」
と
記
さ
れ
た

も
の
が
二
〇
件
ほ
ど
あ
り
、
銀
換
算
で
合
計
二
四
〇
四
貫
弱
に
な
る
。
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
を
示
す
史
料
は
な
い
が
、
他
の
「
外
手

形
」
が
三
井
を
介
し
て
越
善
に
廻
さ
れ
た
の
に
対
し
、
も
と
も
と
越
善
が
預
か
っ
た
手
形
を
三
井
と
の
差
引
に
廻
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
を
加
え
た
預
け
額
の
枠
内
で
三
井
は
越
善
宛
の
手
形
を
振
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
越
後
屋
善
太
郎
は
三
井
大
坂
両

替
店
に
勤
め
て
い
た
中
村＝

角
田
善
太
郎
が
独
立
後
開
設
し
た
両
替
店
で
あ
り
、
三
井
と
異
な
り
商
人
と
の
直
接
取
引
も
行
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
た
ま
た
ま
残
さ
れ
て
い
た
『
文
政
十
二
年

手
形
控

越
善
』
と
い
う

10
）

史
料
に
よ
る
と
、
一

三
〇
年
（
文
政
一
三
）
前
半
期

に
越
後
屋
善
太
郎
が
日
々
扱
っ
た
小
口
の
手
形
は
合
計
す
る
と
一
七
五
四
貫
六
〇
七
匁
の
巨
額
に
の
ぼ
り
、
第
３
表
に
記
し
た
一

五
〇
年

代
に
三
井
か
ら
越
善
に
預
け
入
れ
た
手
形
金
額
に
比
べ
て
桁
違
い
に
多
い
。
三
井
と
の
差
引
は
越
善
の
手
形
差
引
・
取
引
の
一
部
分
だ
っ
た

と
見
て
よ
か
ろ
う
。
越
善
は
、
三
井
両
替
店
の
子
両
替
と
し
て
、
そ
れ
ら
商
人
関
係
の
手
形
の
決
済
に
当
た
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
井
が
取
引
先
の
両
替
商
に
預
け
た
「
外
手
形
」
に
つ
い
て
は
、
一

六
六
年
の
手
形
帳
に
は
そ
の
個
々
の
内
容
が
必
ず
し
も
全
て
記
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
統
計
的
に
手
形
の
種
類
を
確
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
得
る
も
の
か
ら
見
る
限
り
、
三
井

は
両
替
商
が
相
互
に
振
り
出
し
た
か
な
り
大
口
の
手
形
を
預
か
り
、
そ
れ
ら
を
取
引
先
の
炭
屋
安
兵
衛
を
始
め
と
す
る
有
力
両
替
商
に
預
け

る
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
商
人
が
中
小
両
替
商
に
宛
て
た
小
口
の
手
形
を
受
け
取
っ
て
取
引
先
の
越
後
屋
善
太
郎
そ
の
他
の
両
替
商
に
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預
け
て
い
た
こ
と
が
窺

11
）

え
る
。
一
般
商
人
が
三
井
大
坂
両
替
店
に
対
し
て
手
形
を
振
り
出
し
、
そ
れ
が
三
井
両
替
店
に
廻
っ
て
く
る
ケ
ー
ス

は
見
ら
れ
ず
、
三
井
両
替
店
は
そ
の
意
味
で
は
、
越
後
屋
善
太
郎
が
大
坂
の
商
人
に
対
し
て
行
っ
た
手
形
サ
ー
ビ
ス
や
後
述
す
る

池
重
太

郎
が
貝

の
廣
海
家
そ
の
他
に
対
し
て
行
っ
た
よ
う
な
商
人
相
手
の
固
有
の
手
形
サ
ー
ビ
ス
を
実
行
し
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

１
）

黒
羽
兵
治
郎
編
『
大
阪
商
業
史
料
集
成
』
第
四
輯
（
大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究
所
、
一
九
三

年
）
二
四
頁
。

２
）

松
好
貞
夫
『
日
本
両
替
金
融
史
論
』（
一
九
三
二
年
、
復
刻
版
、
柏
書
房
、
一
九
六
五
年
）
一
四
六
〜
一
四
七
頁
に
も
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ

て
い
る
が
説
明
は
な
い
。
こ
の
一
文
の
理
解
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
鹿
野
嘉
昭
「
江
戸
期
大
坂
に
お
け
る
両
替
商
の
金
融
機
能
を
め
ぐ
っ
て
」

（
同
志
社
大
学
『
経
済
学
論
叢
』
五
二
巻
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
二
〜
三
七
頁
の
説
明
が
参
考
に
な
る
。
た
だ
、
そ
こ
で
の
説
明
の
特
徴
は
、

池
善
右
衛
門
（

善
）
が
単
独
で
炭
安
・
炭
彦
・

正
・
殿
村
ら
の
兄
両
替
で
あ
り
両
替
商
仲
間
の
中
央
機
関
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
と
す

る
引
用
文
を
修
正
し
て
、
他
の
「
十
人
両
替
も
し
く
は
そ
れ
と
同
格
の
大
手
本
両
替
」
が

善
と
同
様
な
頂
点
的
役
割
を
演
じ
て
い
る
と
し
た

点
に
あ
る
が
、「
十
人
両
替
」
に
属
し
た
こ
と
が
あ
り
、
一

五
七
年
当
時
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
「
大
関
」
と
し
て
最
上
位
に
並
ぶ
炭
屋
安
兵
衛

や

池
庄
兵
衛
、
あ
る
い
は
「
関
脇
」
の
炭
屋
彦
太
郎
な
ど
よ
り
も
上
位
に
位
置
す
る
頂
点
の
「
大
手
本
両
替
」
た
ち
と
は
誰
と
誰
を
指
す
の

で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
幕
末
の
実
態
と
し
て
は
、
本
節
で
見
る
よ
う
に
三
井
や
炭
安
レ
ベ
ル
の
両
替
商
間
の
横
断
的
市
場
で
の
差
引
に
よ

っ
て
債
権
が
確
定
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
点
を
具
体
的
に
究
明
す
る
た
め
に
は
、

池
善
右
衛
門
店
を
含
め
た
手

形
市
場
の
階
層
構
造
の
頂
点
部
分
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
残
念
な
が
ら
そ
の
余
裕
が
な
い
。

３
）

飯
淵
敬
太
郎
『
日
本
信
用
体
系
前
史
』（
学
生
書
房
、
一
九
四

年
）
は
、
こ
の
回
顧
談
に
よ
り
つ
つ
、
大
小
両
替
の
依
存
関
係
に
よ
る

「
若
干
の
大
両
替
を
頭
部
と
す
る
集
中
的
な
縦
の
関
係
」
と
「
同
格
の
両
替
相
互
間
の
取
引
関
係
」
に
よ
る
「
横
に
交
錯
せ
ら
れ
」
た
関
係
と

の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
（
七
二
頁
）。
本
両
替
の
間
で
の
具
体
的
な
振
手
形
の
流
通
に
関
す
る
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、
中
川
す
が
ね
「
大

坂
本
両
替
仲
間
の
組
織
と
機
能
」（
久
留
島
浩
・
吉
田
伸
之
『
近
世
の
社
会
的
権
力
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
が
あ
る
。

４
）
『
慶
応
元
年
九
月
吉
日

手
形
帳

三
井
店
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

追
六
九
）。
金
額
は
符
牒
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
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で
は
数
字
に
直
し
て
引
用
し
て
あ
る
。

５
）
『
慶
応
元
年
丑
七
月

大
福
帳

三
井
元
之
助
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
一
〇
四
三
）。

６
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
が
、
と
り
あ
え
ず
、
石
井
寛
治
『
近
代
日
本
金
融
史
序
説
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九

九
年
）
一
七
四

一
九
〇
頁
を
参
照
。

７
）
『
慶
応
弐
年
正
月

京
江
戸
別
通
之
控

三
井
元
之
助
』（

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
三
七
三
）。

８
）
『
慶
応
元
年
九
月
吉
日

手
形
帳

三
井
店
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

追
六
九
）。

９
）

同
右
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

追
六
九
）。

10
）

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続

一
一

11
）
『
嘉
永
七
年
五
月

手
形
帳

三
井
店
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続

四
六
）
に
は
、
三
井
店
へ
廻
っ
て
き
た
「
外
手
形
」
の
宛
先
の
両
替

商
名
が
き
ち
ん
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一

五
五
年
（
安
政
二
）
前
半
期
の
「
外
手
形
」
四
五

枚
の
宛
先
両
替
商
一
一
五
店
に
つ
い
て
見
る
と
、

三
井
か
ら
越
善
へ
預
け
た
手
形
の
宛
先
は

一
店
、
加
作
へ
の
分
は
四
五
店
、

庄
・
米
伊
分
は
各
二
四
店
、
竹
川
分
は
二
一
店
、
炭
安
分
は

一
一
店
と
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
が
、
宛
先
両
替
商
と
三
井
か
ら
の
預
け
先
の
関
係
は
必
ず
し
も
固
定
的
で
は
な
く
、
銭
屋
忠
兵
衛
宛
の
手
形
の

よ
う
に
三
井
か
ら
前
記
両
替
商
六
店
全
て
に
そ
れ
ぞ
れ
預
け
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
し
か
し
、「
米
長
」、「
米
嘉
」、「
米
分
」、「
米
与
」、「
米

小
」
宛
の
手
形
の
多
く
が
米
屋
伊
太
郎
に
預
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
緩
い
固
定
的
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
宛
先
両
替
商

九
店

に
つ
い
て
は
、
そ
の
手
形
の
預
け
先
は
一
｜
二
店
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
点
は
、
半
年
間
よ
り
も
も
う
少
し
対
象
期
間
を
長
く
取
っ
て
分
析

す
る
必
要
が
あ
り
、
六
〇
年
代
と
の
違
い
も
あ
る
の
で
参
考
と
し
て
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

３

三
井
大
坂
両
替
店
に
よ
る
振
出
手
形

他
方
、
こ
れ
ら
の
両
替
商
に
対
し
て
三
井
大
坂
両
替
店
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
盛
ん
に
手
形
を
振
り
出
し
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
三
井
に

よ
る
前
記
七
軒
の
両
替
商
宛
の
手
形
振
出
を
求
め
る
要
求
が
先
に
あ
っ
て
、
前
述
の
よ
う
に
「
外
手
形
」
が
三
井
へ
預
け
入
れ
ら
れ
る
場
合
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が
多
か
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一

六
七
年
（
慶
応
三
）
の
も
の
と
思
わ
れ
る

池
屋
庄
兵
衛
宛
に
三
井
が
振
り
出
し
た
手
形
を
例

示
す
る
と
次
ぎ
の
通
り
で

１
）

あ
る
。

卯
四
番

覚

一
銀
拾
弐
貫
三
百
七
拾
四
匁
七
分
四
厘

右
慥
請
取
申
候

此
手
形
ヲ
以
差
引
可
申
候
以
上

卯
二
月
九
日

三
井
元
之
助
代

清
水
覚
次
郎

印

吹
田
四
郎
兵
衛
印

池
屋
庄
兵
衛
殿

両
替
商
の
間
の
や
り
と
り
に
固
有
の
「
差
引
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
一

六
六
年
前
半
期
に
三
井
が
炭
安
宛
に
振
り
出
し
た
一

三
七
枚
の
手
形
は
、
六
四
箇
所
へ
と
渡
さ
れ
て
お
り
、
多
い
の
は
越
後
屋
善
太
郎
へ
の
二
二
枚
、
炭
屋
安
兵
衛
二
〇
枚
、
銭
屋
忠
三
郎
六
枚
、

相
庭
所
四
枚
、
銅
座
三
枚
、
竹
川
彦
太
郎
三
枚
、
米
屋
伊
太
郎
三
枚
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
り
、
両
替
商
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
幕
府
御

用
の
た
め
に
も
手
形
が
振
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

２
）

す
る
。
炭
安
宛
に
振
り
出
し
た
手
形
の
中
に
は
一
枚
だ
け
で
あ
る
が
、

二
月
七
日

入

三
百
貫
目

善
渡

と
、
大
坂
最
大
の
両
替
商

池
善
右
衛
門
に
渡
し
た
三
〇
〇
貫
と
い
う
大
口
の
手
形
も
あ
る
。

善
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ひ
と
つ
『
手
形
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帳
』
に
、
一

六
六
年
（
慶
応
二
）「
正
月
十

日

入
金
三
千
六
百

拾
九
両
壱
朱

炭
安
渡
」
と
あ
る
も
の
が
、
同
年
の
『
両
替
手
形

押
切
帳
』
に
は
「
寅
正
月
十

日

一
金
三
千
六
百

拾
九
両
壱
朱

寅
六

善
渡
」
と
記
さ
れ
た
上
で
、
消
印
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の
が

あ
り
、
三
井
が
炭
安
宛
て
に
振
り
出
し
た
寅
年
第
六
号
の
大
口
手
形
が
、
炭
安
を
経
て
そ
の
日
の
う
ち
に

善
ま
で
廻
っ
て
行
き
、
用
済
み

と
な
っ
て
三
井
の
と
こ
ろ
へ
戻
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
も
っ
と
も
、
そ
う
し
た
例
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
一

六
六
年

（
慶
応
二
）
に
作
成
さ
れ
た
二
冊
の
『
両
替
手
形
押

３
）

切
帳
』
の
内
、
残
存
す
る
一
冊
に
は
炭
安
宛
て
と
越
善
宛
て
の
振
出
手
形
の
記
載
し
か

な
い
が
、
手
形
が

善
ま
で
廻
っ
て
行
っ
た
ケ
ー
ス
は
こ
の
一
件
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
引
用
し
た
『
大
阪
昔
時
の
信
用
制

度
』
に
描
か
れ
て
い
る

池
善
右
衛
門
の
中
央
銀
行
を
思
わ
せ
る
単
独
で
の
頂
点
的
位
置
付
け
が
少
な
く
と
も
幕
末
時
点
で
は
当
て
は
ま
ら

な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
三
井
大
坂
両
替
店
が
前
記
七
軒
の
両
替
商
に
宛
て
て
振
り
出
し
た
手
形
の
渡
し
先
を
第
４
表
に
よ

っ
て
検
討
し
よ
う
。

こ
の
表
は
宛
先
毎
に
渡
し
先
を
分
類
し
て
集
計
し
た
も
の
で
、
合
計
六
七
二
枚
の
手
形
の
内
、
一
五

枚
が
七
軒
に
渡
さ
れ
て
い
る
。
枚

数
で
見
る
と
七
軒
の
比
重
は
二
四
％
弱
に
過
ぎ
な
い
が
、
金
額
で
見
る
と
、
合
計
四
万
五
七
三
〇
貫
の
内
、
七
軒
に
渡
さ
れ
た
手
形
の
分
は

三
万
一
〇
一
三
貫
と
六

％
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
七
軒
宛
に
振
り
出
さ
れ
た
手
形
の
内
、
そ
れ
ら
七
軒
に
渡
さ
れ
る
分
は
、
そ

の
他
の
両
替
商
等
に
渡
さ
れ
る
も
の
よ
り
も
は
る
か
に
大
口
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
事
実
、
平
均
す
る
と
七
軒
へ
渡
さ
れ
た
手
形

は
一
九
六
貫
（＝

二
一
七

両
）
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
へ
渡
さ
れ
た
手
形
の
平
均
値
二
九
貫
（＝

三
二
二
両
）
の
七
倍
近
い
。
三
井
を
結
節

点
と
す
る
手
形
差
引
の
中
心
内
容
は
、
第
１
表
で
見
た
よ
う
な
七
軒
が
そ
れ
ぞ
れ
入
手
し
た
平
均
一
〇
一
貫
（＝

一
一
二
二
両
）
の
手
形
を

三
井
の
と
こ
ろ
に
持
ち
込
み
、
三
井
の
手
で
七
軒
の
ど
こ
か
然
る
べ
き
と
こ
ろ
に
預
け
て
も
ら
う
代
り
に
、
七
軒
の
う
ち
の
何
れ
か
必
要
と

す
る
と
こ
ろ
に
宛
て
た
平
均
一
九
六
貫
と
い
う
大
口
手
形
を
三
井
か
ら
振
り
出
し
て
渡
し
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
七
軒
以
外
の
も
の
へ
渡
さ
れ
た
手
形
の
中
に
は
、
前
述
し
た

池
善
右
衛
門
に
渡
さ
れ
た
三
〇
〇
貫
の
よ
う
な
大
口
手
形
も
混
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じ
っ
て
い
た
。
三
井
や
前
記
七
軒
の
両
替
商
と
ほ
ぼ
同
格
の

有
力
両
替
商
で
は
、
炭
屋
彦
五
郎
が
炭
安
宛
二
〇
〇
〇
両
手

形
を
、
近
江
屋
猶
之
助
が
炭
安
宛
五
〇
〇
〇
両
手
形
を
、
銭

屋
忠
三
郎
が
い
ず
れ
も
炭
安
宛
の
一
万
両
・
三
三
〇
〇
両
・

四

〇
〇
両
の
手
形
を
、
近
江
屋
半
次
郎
が
炭
安
宛
四
〇
〇

〇
両
手
形
と
越
善
宛
二
〇
〇
〇
両
手
形
を
、
そ
れ
ぞ
れ
三
井

か
ら
振
り
出
し
て
も
ら
い
受
け
取
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
彼
等
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
形
を
三
井
に
預
け
、
三
井
は
そ

の
内
容
に
よ
っ
て
七
軒
の
う
ち
の
然
る
べ
き
と
こ
ろ
へ
預
け

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
大
口
手
形
の
対
極
に
は
、

無
数
の
中
小
規
模
の
手
形
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
三
井
が
住

友
と
と
も
に
御
用
を
勤
め
る
銅
座
へ
の
支
払
い
や
、
相
庭
所

へ
の
支
払
い
、
あ
る
い
は
豊
嶋
町
を
初
め
と
す
る
町
々
へ
の

支
払
い
、
さ
ら
に
は
賄
方
関
係
の
支
払
い
な
ど
を
三
井
が
行

う
た
め
に
振
り
出
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
両
替
商
同
士
の
手
形
の
や
り
取
り
の
背
後
に
ど

の
よ
う
な
商
取
引
が
あ
り
、
そ
の
決
済
に
さ
い
し
て
振
り
出

さ
れ
る
手
形
に
関
連
し
て
両
替
商
同
士
で
ど
の
よ
う
に
手
形

炭 安
渡し先

宛先

第４表 三井大坂両替店の振出手形渡し先（1866年・慶応２・前期)

出所)『慶応元年九月吉日 手形帳 三井店』(三井文庫所蔵史料 追69)。

備考) 上段 >は手形枚数、下段は銀換算した金額。貫未満は四捨五入。
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が
振
り
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
何
故
三
井
両
替
店
の
手
に
廻
っ
て
く
る
の
か
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
決
済
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
三
井
の
果

た
す
役
割
が
何
で
あ
る
か
は
、
以
上
の
検
討
で
は
ま
だ
十
分
に
は
分
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
三
井
大
坂
両
替
店
は
、

一
方
で
は
江
戸
や
京
と
の
間
の
為
替
取
引
や
幕
府
・
諸
藩
の
御
用
あ
る
い
は
金
銀
両
替
業
務
な
ど
の
た
め
に
手
形
市
場
を
利
用
し
な
が
ら
、

他
方
で
は
炭
安
・
米
伊
・
加
作
・

庄
・

重
・
竹
彦
・
越
善
と
そ
の
他
の
両
替
商
を
相
互
に
結
び
つ
け
、
商
人
の
振
り
出
し
た
中
小
両
替

商
宛
手
形
を
と
く
に
越
善
に
廻
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
坂
に
お
け
る
手
形
決
済
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
の
重
要
な
結
節
点
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

１
）
「
振
手
形

五
枚

元
治
元
年
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
四
六
七

一
一
）。
越
後
屋
善
太
郎
宛
の
子
年
の
四
枚
は
元
治
元
子
年
の
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
引
用
し
た

池
屋
庄
兵
衛
宛
の
卯
年
の
一
枚
は
慶
応
三
卯
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

２
）
『
慶
応
元
年
九
月

手
形
帳
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

追
六
九
）。
な
お
、『
慶
応
二
年

両
替
手
形
押
切
帳
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

追

七
四
）
も
参
照
。

３
）
『
安
政
三
年
五
月

帳
面
録
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
三
一
二
）。
同
史
料
の
「
五
十
四

両
替
手
形
押
切
帳
口
々
」
に
は
、「
相
記
候

節
、

庄
、
加
作
、
越
善
、
竹
川
、
米
伊
、
炭
安
、
夫
々
名
前
相
記
シ
可
申
事
」
と
あ
り
、「
慶
応
二
年
寅
正
月

二
冊
」「
慶
応
三
丁
卯
年

壱
冊
」「
慶
応
四
戊
辰
年

一
冊
」「
明
治
三
庚
午
年

壱
冊
」「
明
治
三
庚
午
年

省
府
司
局
」「
明
治
四
未
六
月
」
の
合
計
七
冊
が
作
成
さ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
残
存
し
て
い
る
の
は
最
初
と
最
後
の
二
冊
だ
け
で
あ
る
。

４

両
替
商
の
破
綻
と
三
井
大
坂
両
替
店

以
上
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
三
井
大
坂
両
替
店
の
活
動
が
大
坂
の
手
形
市
場
に
立
脚
す
る
両
替
商
の
階
層
的
・
横
断
的
構
成
と
の
繫
が
り
な

し
に
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
一

六

年
（
明
治
元
）
一
月
三

四
日
の
鳥
羽
・
伏
見
の
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戦
い
か
ら
五
月
九
日
の
銀
目
廃
止
令
発
布
に
か
け
て
の
過
程
で
、
最
有
力
の
両
替
商
の
一
つ
で
三
井
の
最
大
の
差
引
相
手
で
あ
る
炭
安
（
炭

屋
安
兵
衛
）
が
破
綻
し
た
こ
と
は
、
三
井
の
活
動
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
の
余
波
が
収
ま
っ
て
大

坂
の
三
井
両
替
店
が
「
大
戸
開
キ
常
体
取
引
」
を
再
開
し
た
の
が
一
月
一
七
日
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
炭
安
は
逆
に
一
月
二
六
日
か
ら
「
休

業
」
に
追
い
込
ま
れ
た
。
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
が
も
た
ら
し
た
政
治
的
激
動
の
な
か
で
の
両
替
商
の
「
休
店
」
は
、
炭
安
だ
け
で
な
く
従
来

想
定
さ
れ
て
い
た
よ
り
も
は
る
か
に
多
か
っ
た
。
同
年
一
月
二

日
付
け
の
大
坂
三
井
両
替
店
支
配
人
が
京
・
江
戸
支
配
人
に
宛
て
た
書
状

は
次
の
よ
う
に
記
し
て

１
）

い
る
。

一
筆
致
啓
上
候

然
者
当
地
両
替
向
昨
今
追
々
俄
ニ
休
店
相
成
候
方

長
田
作
次
郎
様
╱
炭
屋
安
兵
衛
様
╱
炭
屋
彦
五
郎
╱
炭
屋
与
三
郎
╱
国
分
屋
弥
兵
衛
╱
小
橋
屋
彦
九
郎
╱
大
文
字
屋
弥
兵
衛
╱
丹
波
屋
忠
兵

衛
╱
炭
屋
万
兵
衛
╱
紀
国
屋
正
三
郎

右
之
外
小
両
替
追
々
致
休
店
扨
々
険
敷
次
第
罷
在
候

店
表
取
引
先
も
御
座
候
得
共
先
以
程
克
取
入
掛
合
致
居
候
儀
ニ
御
座
候

此
段
為
御
尋

申
入
候

先
ハ
右
之
段
得
御
意
度
如
此
御
座
候
已
上

正
月
二
十

日

大
坂
支
配
人

京
江
戸
支
配
人
宛

猶
以
休
店
左
ニ

松
屋
伊
兵
衛
╱
近
江
屋
半
次
郎
╱
近
江
屋
専
助
╱
加
賀
屋
林
兵
衛
╱
淡
路
屋
権
四
郎
╱
播
磨
屋
忠
兵
衛
╱
銭
屋
佐
一
郎
╱
谷
屋
清
兵
衛
╱
竹

川
彦
太
郎
╱
和
泉
屋
三
郎
兵
衛
╱
毛
馬
屋
茂
兵
衛
╱
伊
賀
屋
庄
三
郎
╱
近
江
屋
権
兵
衛
╱
綿
屋
儀
兵
衛
╱
大
坂
屋
弥
三
郎

ま
た
、
右
に
引
用
し
た
書
状
か
ら
間
も
な
い
時
点
で
記
さ
れ
た
平
野
屋
武
兵
衛
「
慶
応
四
辰
年

２
）

日
記
」
の
二
月
九
日
の
欄
に
は
、「
両
替
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取
引
為
替
無
差
支
可
致
御
触
出
ル

此
節
表
〆
候
両
替
屋
の
名
前
左
之
通
ひ
か
へ
置
」
と
し
て
、「
十
人
方
ニ
て
、
炭
安
・
炭
彦
・
松
伊
〆

三
軒
」
と
記
し
た
後
に
、
次
の
「
〆
弐
拾
二
軒
」
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
三
井
店
の
書
状
の
名
前
と
重
複
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
括

弧
で
名
前
ま
た
は
店
舗
所
在
地
を
示
し
て
お
く
。

竹
彦

加
嶋
作
次

伊
丹
久
（
呉
ふ
く
丁
）

節
庄
（
節
屋
庄
右
衛
門
）

炭
与
三

近
半

灰
平
（
灰
屋
平
右
衛
門
）

炭
万

毛
馬
茂

坂
伊
（
七
郎
右
衛
門
丁
）

池
甚
（
木

町
）

近
卯
（
近
江
屋
卯

）

近
仙
（
専
？
）

米
武
（
米
屋
武
右
衛
門
）
大
和
伊
（
南
瓦
屋
丁

ノ
一
丁
目
）

加
賀
林

国
弥

小
彦

天
利
（
天
王
寺
屋
利
助
）
銭
万
（
銭
屋
万
兵
衛
？
）

伊
賀
庄

丹
忠

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
炭
屋
安
兵
衛
の
よ
う
に
後
日
一
時
的
な
が
ら
営
業
を
再
開
し
た
も
の
も
あ
る
し
、
銭
屋
佐
一
郎
に
至
っ
て
は
後
述
す

る
よ
う
に
再
開
後
両
替
商
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
て
み
ず
か
ら
銀
行
を
設
立
し
て
い
る
が
、
多
く
の
両
替
商
は
数
ヵ
月
後
の
銀
目
廃
止
令
を

待
つ
こ
と
な
く
閉
店
に
追
い
込
ま
れ
、
銀
目
廃
止
令
に
よ
っ
て
最
終
的
な
止
め
を
刺
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
三
井
大
坂
両
替
店
の
五
月
十
日

の

３
）

日
記
に
は
、
前
日
に
出
さ
れ
た
銀
目
廃
止
令
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

此
度
丁
銀
豆
板
銀
共
通
用
停
止
被
仰
出
昨
夜
御
触
在
之

右
ニ
付
今
日
相
庭
相
立
不
申

両
替
屋
一
同
昨
夜
よ
り
今
日
引
続
種
々
評
議
在
之

銀
手
形
是
迄
取
引
之
仕
舞
相
付
不
申

人
気
大
惑
乱

諸
商
人
も
皆
々
今
日
評
議
在
之
い
つ
連
も
休
業
之
由

相
庭
立
会
不
申
故
正
金
買
入
出

来
不
申

店
表
迚
も
大
意
ニ
差
支
当
惑
罷
在
候
事

停
止
令
に
よ
る
両
替
商
の
当
惑
振
り
と
対
策
を
巡
る
協
議
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
両
替
商
へ
の
取
り
付
け
騒
ぎ
の
様
子
は
何
故
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か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
取
り
付
け
が
あ
っ
た
と
し
て
も
長
期
に
わ
た
る
散
漫
な
形
で
の
も
の
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て

の
従
来
の
研
究
は
、
吉
岡
源
七
『
両
替
商
沿
革
史
』（
大
阪
両
替
商
組
合
、
一
九
〇
三
年
）
が
、「
空
手
形
の
通
用
盛
な
り
し
が
、
明
治
元
年

五
月
丁
銀
廃
止
の
時
に
至
り
て
、
其
振
出
し
置
た
る
手
形
を
払
ふ
能
は
ず
し
て
閉
店
を
為
し
た
る
も
の
三
四
十
軒
も
あ
り
た
り
」
と
述
べ
、

主
な
閉
店
事
例
と
し
て
近
江
屋
猶
之
助
、
近
江
屋
半
次
郎
、
炭
屋
安
兵
衛
、
炭
屋
彦
五
郎
、
松
屋
伊
兵
衛
を
挙
げ
た

４
）

叙
述
に
依
拠
し
て
い
た

が
、
銀
目
廃
止
令
は
両
替
商
倒
産
の
「

５
）

最
初
」
の
契
機
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
最
後
」
の

６
）

契
機
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

大
坂
両
替
商
の
破
綻
は
、
よ
り
広
い
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
井
の
書
状
で
「
店
表
取
引
先
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ト
ッ
プ
に
「
様
」
付
け
で
別
格
扱
い
さ
れ
て
い
る
（
加
島
屋
）
長
田
作
次
郎
と

炭
屋
安
兵
衛
、
お
よ
び
、
追
記
に
あ
る
竹
川
彦
太
郎
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
三
井
両
替
店
が
「
程
克
取
入
掛
合
致
居
候
」
と
記
し
て
い
る
こ
と

か
ら
見
て
、
先
に
見
た
手
形
差
引
の
さ
い
に
発
生
し
た
貸
借
関
係
の
決
済
の
た
め
に
交
渉
し
た
結
果
、
最
大
手
の
差
引
先
で
あ
る
炭
屋
安
兵

衛
に
対
し
て
三
井
は
資
金
援
助
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
四
月
一
三
日
に
漸
く
営
業
を
再
開
し
た
炭

７
）

安
は
、
そ
の
前
日
に
三
井
か

ら
銀
一
〇
〇
〇
貫
を
、
月
一
・
四
％
利
、
新
田
・
家
質
証
文
引
当
で
、
辰

月
ま
で
借
り
出
し
て
お
り
、
炭
安
は
五
月
九
日
の
銀
目
廃
止
令

の
前
に
す
で
に
資
金
難
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
し
て
三
井
の
援
助
の
甲
斐
も
な
く
、
炭
安
は
銀
目
廃
止
令
の
結
果
最
終
的
な
閉
店
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
三
井
に
対
し
て
炭
安
は
同
年
一
〇
月
七
日
に
三
一
七
貫
五
〇
〇
匁
を
返
済
し
た
が
、
残
り
の
六

二
貫
五
〇
〇
匁
（＝

三
五
〇
〇
両
）
の
返
済
は
滞
り
、
七
三
年
（
明
治
六
）
ま
で
は
利
息
払
い
の
記
録
は
あ
る
が
、
そ
の
後
元
本
が
戻
っ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で

き

８
）

な
い
。
ま
た
、
加
島
屋
長
田
作
次
郎
に
つ
い
て
は
、
二
月
晦
日
の
日
記
録
に
「
加
嶋
作
次
郎
方
今
日
よ
り
開
店
被
致
候
事
」
と
記
さ
れ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
当
主
の
作
次
郎
は
同
年
一
月
に
死
去
し
て
お
り
、
三
井
へ
の
長
期
に
わ
た
る
年
賦
返
済
が
翌
一

六
九
年
（
明
治
二
）
限

り
で
停
止
し
て
い
る
こ
と
、
六
九
年
（
明
治
二
）
二
月
か
ら
加
島
屋
さ
く
名
義
で
家
屋
敷
と
家
質
証
文
引
当
に
よ
り
三
井
か
ら
借
り
受
け
た

五
〇
〇
〇
両
に
つ
い
て
の
返
済
記
録
が
同
年
七
月
で
途
絶
え
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
い
っ
た
ん
再
開
し
た
も
の
の
翌
年
に
は
破
綻
し
た
よ
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う
で

９
）

あ
る
。
さ
ら
に
、
竹
川
彦
太
郎
の
場
合
は
、
六

年
に
休
業
し
て
か
ら
の
負
債
返
済
訴
訟
の
一
環
と
し
て
両
替
商
小
橋
屋
彦
九
郎
へ
差

し
出
し
た
金
三
四
〇
〇
両
と
銀
四
六
一
貫
一
六
〇
匁
（
二
一
〇
〇
両
）
の
六
九
年
（
明
治
二
）

月
付
け
の
借
用
証
文
な
ど
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
営
業
の
再
開
は
出
来
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ

10
）

れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
引
用
し
た
書
状
に
お
い
て
休
店
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い

る
両
替
商
の
中
に
、
後
述
す
る
貝

方
面
の
商
人
・
両
替
商
と
の
取
引
が
多
い
小
橋
屋
彦
九
郎

播
磨
屋
忠
兵
衛
・
近
江
屋
半
次
郎
ら
が
名

前
を
連
ね
て
い
る
こ
と
を
予
め
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

炭
屋
安
兵
衛
ら
の
差
引
先
を
失
っ
た
三
井
大
坂
両
替
店
は
、
し
か
し
、
新
た
な
手
形
差
引
先
を
見
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
明
治
期
の
手

形
帳
は
残
存
し
て
い
な
い
が
、『
明
治
四
年
辛
未
六
月
吉
日

両
替
手
形
押

11
）

切
控
』
と
い
う
史
料
が
残
っ
て
お
り
、
ま
た
、
若
干
の
手
形
の

実
物
も
残
存
し
て

12
）

い
て
、
一

七
三
年
（
明
治
六
）
に
か
け
て
三
井
が
振
り
出
し
た
手
形
の
実
態
が
判
明
す
る
。
こ
こ
に
は
、
第
５
表
と
し

て
、「
油
善
」（
油
屋
高
木
善
兵
衛
）
と
「
米
屋
」（
米
屋
復
平
）
に
宛
て
て
三
井
が
一

七
二
〜
七
三
年
に
振
り
出
し
た
手
形
の
枚
数
と
金

額
を
月
ご
と
に
示
し
た
。

幕
末
ま
で
三
井
と
手
形
の
差
引
を
恒
常
的
に
行
っ
て
き
た
七
軒
の
両
替
商
の
う
ち
、
炭
屋
白
山
安
兵
衛
（
炭
安
）・
加
島
屋
長
田
作
次
郎

（
加
作
）・
竹
川
彦
太
郎
（
竹
彦
）
の
三
軒
が
前
述
の
よ
う
に
一

六

年
（
明
治
一
）
中
に
相
前
後
し
て
破
綻
へ
の
道
を
辿
っ
た
の
に
対
し

て
、

池
屋
中
原
庄
兵
衛
（

庄
）
と
米
屋
殿
村
伊
太
郎
（
米
伊
）
は
そ
の
後
も
存
続
し
て
、
九
二
年
（
明
治
二
五
）
当
時
の
大
阪
長
者
番

付
で
も
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

13
）

る
が
、
今
問
題
と
し
て
い
る
七
一
年
（
明
治
四
）
に
は
も
は
や
三
井
と
恒
常
的
に
手
形
差
引
を
行
う
相
手

で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、

池
屋
井
上
重
太
郎
（

重
）
は
後
述
す
る
よ
う
に
七
六
年
（
明
治
九
）
ま
で
両
替
商
と
し
て
活
動
し
て

お
り
、
七
二
年
段
階
で
東
京
へ
の
為
替
取
引
に
つ
い
て
の
三
井
両
替
店
の
最
大
の
利
用
者
で
あ

14
）

る
が
、
幕
末
の
よ
う
な
三
井
と
の
恒
常
的
な

手
形
差
引
関
係
は
解
消
し
て
い
る
。
幕
末
の
三
井
取
引
先
の
両
替
商
の
う
ち
で
は
、
越
後
屋
善
太
郎
（
越
善
）
の
跡
を
継
ぐ
越
後
屋
重
太
郎

（
越
重
）
が
『
両
替
手
形
押
切
控
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
は

15
）

い
え
、
越
重
と
の
差
引
は
七
一
年
（
明
治
四
）
九
月
か
ら
翌
年
正
月
に
か
け
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て
、
次
ぎ
に
示
す
事

16
）

例
①
を
最
後
と
す
る
三
回
の
み
で
あ
る
。
越
後
屋
角
田
善
太
郎
に
つ
い
て
は
、
六
九
年
（
明
治
二
）
正
月
に
三
井
か
ら

一
万
三
四
〇
〇
両
を
月
利
一
・
五
％
で
緊
急
融
資
し
て
経
営
危
機
に
対
処
し
た
が
返
済
が
滞
り
、
七
〇
年
（
明
治
三
）
七
月
に
差
引
一
万
七

九
〇
〇
両
の
清
算
を
し
て
い

17
）

る
が
、
七
一
年
（
明
治
四
）
中
に
、
紀
州
藩
・
唐
津
藩
へ
の
融
資
分
を
含
め
て
親
両
替
三
井
の
手
で
不
良
債
権

第５表 三井大坂両替店の手形振出

1872. １

年 月 油屋善兵衛宛 米屋復平宛 計

51,089円(20) 103,098貫文(29) 108,143円(24) 167,479円

(明治５)２ 24,277 (8) 1,375 (13) 32,921 (8) 57,308

３ 37,753 (8) 2,858 (39) 51,922 (16) 89,904

４ 3,735 (3) 119 (3) ― 3,745

５ 10,800 (6) 1,107 (28) 12,710 (7) 23,599

６ 3,500 (2) 75 (3) ― 3,506

７ 200 (1) 392 (9) 250 (1) 481

８ 8,100 (4) 112 (3) 24,500 (3) 32,609

９ 592 (2) 269 (13) 9,835 (3) 10,449

10 7,180 (7) 226 (10) 19,000 (3) 26,198

11 6,275 (17) 34 (4) 52,875 (18) 59,153

12 750 (4) 95 (4) 9,000 (4) 9,758

1873. １ 21,100 (22) 143 (4) 13,465 (7) 34,576

(明治６)２ 77,950 (20) 197 (10) 500 (2) 78,466

３ 42,680 (13) 102 (5) 26,000 (4) 68,688

４ 16,175 (7) 128 (8) ― 16,185

５ 9,786 (13) 78 (2) ― 9,792

６ 16,155 (11) 28 (3) ― 16,157

７ 52,049 (18) ― ― 52,049

８ 25 (2) ― ― 25

９ ― ― ― ―

出所)『明治四年六月吉日 両替手形押切帳 三井店』(三井文庫所蔵史料 追75)。

備考) ⑴銭10貫文＝銅貨80銭とあり、計はそれによるもの。

⑵( )は振出枚数。
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の
処
理
が
行
わ
れ
て

18
）

い
る
。
越
後
屋
重
太
郎
名
義
で
再
起
を
図
ろ
う
と
し
た
が
挫
折
し
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

①

三
番

覚

一
正
金

千
三
百
三
拾

両
三
分
也

右
慥
請
取
申
候

此
手
形
を
以
差
引
可
申
候

以
上

申
正
月
六
日

三
井
元
之
助
代

清
水
覚
次
郎
印

西
村
寅
次
郎
印

越
後
屋
重
太
郎
殿

そ
れ
故
、
三
井
で
は
必
要
に
応
じ
て
新
た
に
手
形
を
振
り
出
す
こ
と
の
で
き
る
相
手
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
両

替
商
同
士
が
手
形
の
差
引
を
行
う
必
要
性
は
、
幕
末
ま
で
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
銀
目
廃
止
が
両
替
商
に
与
え
た
打
撃
は
通
説
の
指

摘
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
金
銀
両
替
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
存
続
で
き
た
両
替
商
に
と
っ
て
の
重
要
業
務
の
一
つ
が

消
滅
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
限
り
で
は
互
い
の
手
形
差
引
の
必
要
性
を
減
じ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
商
人
の
振
り
出
す
手
形

の
決
済
や
為
替
業
務
の
円
滑
な
遂
行
の
た
め
に
は
、
両
替
商
間
で
の
手
形
の
差
引
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
三
井
が
見
出
し
た
新
た
な
差
引
先

の
一
人
で
あ
る
米
屋
復
平
は
、
米
屋
一
族
の
米
屋
殿
村
伊
太
郎
と
ど
こ
か
で
繫
が
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
し
い
関
係
は
今
の
と

こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
米
屋
復
平
宛
て
の
手
形
の
振
出
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
両
替
手
形
押
切
控
』
に
は
、
一

七
一
年
（
明
治
四
）
七
月
一

七
日
付
け
で
三
井
が
油
善
宛
に
振
り
出
し
て
「
沼
田
」
へ
渡
し
た
三
三
〇
両
の
手
形
（
未
一
五
三
番
）
が
初
出
で
あ
る
。
同
年
内
に
三
二
七
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番
ま
で
の
手
形
が
振
り
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
遅
く
と
も
同
年
一
月
か
ら
は
手
形
振
出
が
行
わ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
。
こ
こ
で
は
、
事
例

②
と
し
て
同
年
一
〇
月
二
九
日
の
も
の
を
示
そ
う
。

②

弐
百
六
十

覚

一
金

四
千
両
也

但
正
金

右
慥
請
取
申
候

此
手
形
を
以
差
引
可
申
候

以
上

未
十
月
二
十
九
日

三
井
元
之
助
代

清
水
覚
次
郎
印

西
村
寅
次
郎
印

米
屋
復
平
殿

「
此
手
形
を
以
差
引
可
申
候
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、
裏
面
に
「
十
一
月
二
日

山
口
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
渡
し
先
の
布
屋
山
口
吉
郎
兵

衛
か
ら
数
日
後
に
米
屋
に
向
け
て
決
済
に
来
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
米
屋
復
平
と
の
差
引
は
七
二
年
中
も
金
額
的
に
は
油
屋
善
兵
衛
と
の

差
引
よ
り
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
七
一
年
に
比
べ
る
と
振
出
枚
数
が
大
幅
に
減
少
し
、
何
故
か
七
三
年
（
明
治
六
）
三
月
限
り
で
終
わ
っ
て

い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
油
屋
高
木
善
兵
衛
（
油
善
）
宛
て
の
振
出
は
、
一

七
三
年
（
明
治
六
）
七
月
ま
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
油
善
は
歴
史

の
古
い
両
替
商
で
、
一

三

年
（
天
保
九
）
の
番
付
で
は
天
王
寺
屋
五
兵
衛
・
三
井
元
之
助
と
並
ぶ
「
頭
取
」
と
し
て
別
格
の
扱
い
を
受

け
て
い
る
。
三
井
と
油
善
と
の
恒
常
的
な
差
引
関
係
の
開
始
時
点
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
前
掲
『
両
替
手
形
押
切
控
』
に
は
、
一

七
一
年

89

維新期大坂の手形市場（石井）



（
明
治
四
）
七
月
一
七
日
付
け
で
三
井
が
油
善
宛
に
振
り
出
し
て
「
小
蒸
丸
清
次
郎
」
へ
渡
し
た
九
〇
貫
の
手
形
（
未
五
一
九
番
）
が
初
出

で
、
同
年
内
に
一
四
〇
三
番
ま
で
の
手
形
が
振
り
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
同
年
前
半
に
手
形
振
出
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
一

七
〇
年
（
明
治
三
）
一
二
月
二

日
付
け
で
三
井
が
振
り
出
し
た
油
善
宛
て
手
形
の

19
）

現
物
が
あ
り
、「
午
六
百
拾
壱
」
番
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
七
〇
年
中
の
ど
こ
か
で
差
引
が
開
始
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
三
井
大
坂
両
替
店
の
「
当

座
口
」
の
記
録
に
は
、
七
〇
年
（
明
治
三
）
一
〇
月
二
日
に
油
善
が
道
修
町
五
丁
目
の

券
状
一
通
を
引
当
と
し
て
預
け
た
と
記
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
三
井
と
の
関
係
が
そ
の
時
点
で
密
接
な
も
の
だ
っ
た
事
も
明
ら
か
で

20
）

あ
る
。
し
か
し
、
油
善
と
の
差
引
関
係
も
七
三
年

月
五
日

に
事
例
③
の
手
形
を
振
り
出
し
た
の
を
最
後
に
突
然
終
了
す
る
。

③

弐
百
三
十
五

覚

一
金

弐
拾
円
五
拾
六
銭
三
厘
也

但
銅
貨

右
通
帳
之
内
ヲ
以

御
渡
可
被
成
候
也

明
治
六
年

月
五
日

三

定
次
郎

新
三
郎

高
木
善
兵
衛
殿

こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
三
井
の
油
善
宛
て
手
形
の
振
出
額
が
、
七
三
年
（
明
治
六
）
六
月
に
は
前
月
よ
り
も
多
く
、
七
月

に
は
さ
ら
に
増
加
し
て
お
り
、
七
三
年
六
月
の
印
紙
税
施
行
と
い
う
新
規
課
税
に
よ
る
影
響
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
京
都
に
お
い
て
、
こ
の
時
の
印
紙
税
の
賦
課
が
契
機
と
な
っ
て
手
形
の
流
通
が
無
く
な
っ
て
い
っ
た

21
）

こ
と
と
明
確
な
コ
ン
ト
ラ
ス

90



ト
を
な
し
て
い
る
。
残
さ
れ
て
い
る
油
善
宛
て
の
手
形
の
実
物
を
見
て
い
く
と
、
七
三
年
六
月
以
降
の
も
の
に
は
印
紙
が
貼
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
で

22
）

あ
る
。
三
井
文
庫
に
は
『
明
治
六
年
第
九
月

振
出
シ
手
形
枚

23
）

数
記
』
と
い
う
帳
簿
が
残
さ
れ
て
お
り
、
九
月
一
日
に
「
出
納
当

手
形
一
〇
〇
枚
、
無
当
手
形
一
〇
〇
枚
、
油
善
手
形
五
〇
枚
」
が
入
手
さ
れ
、
七
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
九
七
枚
、
九

枚
、
三
枚
使
っ
た
と

記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
三
井
両
替
店
と
し
て
は
七
三
年

月
以
降
も
油
善
と
の
手
形
差
引
を
継
続
す
る
意
向
が
あ
っ
た
こ
と

に
な
ろ
う
。
油
屋
高
木
善
兵
衛
の
両
替
店
と
し
て
の
活
動
も
そ
の
後
長
く
継
続
し
て

24
）

お
り
、
三
井
と
油
善
と
の
取
引
が
突
然
な
く
な
っ
た
の

は
、
一

七
二
年
（
明
治
五
）
一
一
月
の
東
京
両
替
店
、
七
三
年
四
月
の
京
都
両
替
店
に
続
い
て
、
七
三
年
（
明
治
六
）

月
に
大
坂
両
替

店
そ
の
も
の
が
三
井
組
の
御
用
所
組
織
に
吸
収
さ
れ
消
滅
し
た
結
果
に
他
な
ら

25
）

な
い
。

最
終
段
階
の
三
井
大
坂
両
替
店
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一

七
〇
年
（
明
治
三
）
七
月
の
「
両
替
店
規
則
」
制
定
か
ら

は
、
従
来
の
「
延
為
替
」
名
義
に
よ
る
貸
付
や
「
家
質
貸
」
を
廃
止
し
て
、「
並
合
貸
」（＝

商
品
担
保
金
融
）
と
い
う
新
し
い
融
資
を
新
興

商
人
に
向
か
っ
て
行
い
始
め
て

26
）

お
り
、
そ
の
動
き
は
三
井
組
御
用
所
へ
と
引
き
継
が
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
こ
こ
で
は
検

討
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
、
両
替
商
に
よ
る
預
り
手
形
の
発
行
が
一

七
二
年
（
明
治
五
）
一
一
月
公
布
の
国
立
銀
行
条
例
第
二
二
条
に
よ

っ
て
禁
止
さ
れ
た

27
）

問
題
や
、
三
井
組
の
御
用
所
組
織
の
活
動
内
容
の

28
）

問
題
な
ど
を
含
め
て
、
さ
ら
に
実
証
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
）
『
慶
応
四
年

京
江
戸
別
通
控

三
井
元
之
助
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
三

三
）。
な
お
、
追
記
の
部
分
に

池
屋
重
太
郎
の
名
前
が

あ
る
が
、
線
で
消
し
て
あ
る
の
で
引
用
し
な
か
っ
た
。
三
井
大
坂
両
替
店
の
報
告
が
決
し
て
大
袈
裟
な
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
近

江
商
人
丁
子
屋
小
林
吟
右
衛
門
の
京
店
が
江
戸
店
に
送
っ
た
書
状
（
慶
応
四
年
二
月
一
一
日
着
）
も
ま
た
、「
大
坂
両
替
方
竹
川
初
炭
彦
炭
安

近
半
二
十

軒
斗
閉
店
被
成
候
付

小
両
か
へ
共
六
十
軒
斗
甚
不
融
通
ニ
御
座
候

御
地
も
色
々
噂
御
心
配
御
座
候
趣
承
知
仕
候
」（
小
林
家

文
書
二
六
〇
二
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
。
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２
）

脇
田
修
・
中
川
す
が
ね
編
『
幕
末
維
新
大
阪
町
人
記
録
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
四
年
）
一

九
頁
。

３
）
『
慶
応
四
年
正
月

日
記
録

三
井
店
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
〇
七
）。

４
）

こ
こ
で
は
、
黒
羽
兵
治
郎
編
『
大
阪
商
業
史
料
集
成
』
第
三
輯
（
大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究
所
、
一
九
三
七
年
）
一
一
九
頁
か
ら
引
用
。

５
）

作
道
洋
太
郎
前
掲
『
日
本
貨
幣
金
融
史
の
研
究
』
三
〇
一
頁
。

６
）

廃
藩
置
県
に
伴
う
大
阪
へ
の
年
貢
米
廻
送
の
廃
止
と
大
名
貸
回
収
の
困
難
化
、
さ
ら
に
、
国
立
銀
行
条
例
の
発
布
や
印
紙
税
の
賦
課
に
伴
う

両
替
商
活
動
へ
の
規
制
な
ど
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
歴
史
的
に
は
、
か
つ
て
新
保
博
氏
が
鋭
く
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
一

九
世
紀
初
頭
以
降
明
確
化
し
た
「
独
占
的
・
特
権
的
な
大
坂
問
屋
を
中
心
と
す
る
商
品
流
通
機
構
・
信
用
関
係
の
解
体
」
こ
そ
が
、「
両
替
商

衰
退
の
最
大
の
理
由
」
な
の
で
あ
っ
て
、
銀
目
廃
止
の
影
響
も
そ
う
し
た
動
き
と
結
び
つ
け
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
新
保
博
「
徳
川
時
代

の
信
用
制
度
に
つ
い
て
の
一
試
論
｜
両
替
商
金
融
を
中
心
と
し
て
｜
」（『
神
戸
大
学
経
済
学
研
究
』
第
三
号
、
一
九
五
六
年
）。

７
）
『
慶
応
四
年
正
月

日
記
録

三
井
店
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
〇
七
）。

８
）
『
慶
応
三
年
正
月

究
帳

三
井
店
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
七

六
）、『
慶
応
三
年
九
月

加
入
附
込
帳
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続

一
三
）。
た
だ
し
、
炭
安
の
よ
う
な
有
力
両
替
は
す
ぐ
に
消
滅
す
る
こ
と
は
な
く
、
再
開
後
一
年
あ
ま
り
は
ど
う
に
か
為
替
業
務
を
行
っ

て
い
る
。
江
戸
本
両
替
の
播
磨
屋
中
井
新
右
門
家
の
『
明
治
二
年
日
記
』（
国
立
史
料
館
所
蔵

中
井
家
文
書
二
六
Ｕ

五

）
に
よ
れ
ば
、
炭

安
は
六
九
年
（
明
治
二
）
一
月
六
日
に
御
三
家
の
ひ
と
つ
の
田
安
家
に
納
め
る
為
替
金
を
大
坂
か
ら
江
戸
の
中
井
両
替
店
宛
て
に
送
っ
た
が
、

期
日
に
な
っ
て
も
「
御
為
替
代
り
金
」（
江
戸
で
中
井
家
が
取
り
立
て
る
こ
と
の
で
き
る
逆
為
替
取
組
）
が
な
い
た
め
、
中
井
で
は
田
安
家
に

暫
く
納
金
を
猶
予
し
て
も
ら
い
炭
安
へ
問
い
合
わ
せ
て
対
応
を
求
め
た
結
果
、
漸
く
一
月
一

日
に
田
安
家
に
為
替
金
を
納
入
で
き
た
。
再
開

し
た
と
は
い
え
ス
ム
ー
ズ
に
為
替
決
済
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
ろ
う
。
同
年
一
〇
月
に
は
、

月
末
に
中
井
店
か
ら
炭
安
宛
に
送
っ
た

灘
酒
造
家
た
ち
へ
の
送
金
の
過
半
に
当
た
る
三
〇
〇
〇
両
が
炭
安
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
な
い
事
実
が
判
明
し
、
江
戸
の
両
替
商
の
寄
合
は
大
騒

ぎ
に
な
っ
た
。
こ
の
時
は
老
舗
炭
安
の
名
前
を
汚
さ
ぬ
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
、
中
井
家
の
辣
腕
の
手
代
が
横
浜
か
ら
蒸
気
船
で
大
坂
へ
駆
け

付
け
、
炭
安
に
代
わ
っ
て
金
札
を
配
り
事
無
き
を
得
た
。
炭
安
手
代
に
よ
る
弁
明
は
、
増
加
し
た
大
名
貸
が
返
っ
て
来
な
い
上
、
新
政
府
か
ら
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の
融
通
金
が
急
遽
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
の
資
金
シ
ョ
ー
ト
だ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
た
中
井
手
代
の
行
動
に
対
し

て
は
「
案
外
の
様
子
」
で
、
当
主
安
兵
衛
も
な
か
な
か
「
対
面
」
し
な
か
っ
た
緊
張
感
の
欠
如
こ
そ
が
炭
安
の
末
期
症
状
を
示
し
て
い
る
。
金

銀
両
替
か
ら
の
収
益
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
健
全
経
営
で
の
再
建
に
炭
安
は
失
敗
し
た
と
い
え
よ
う
。

９
）
『
慶
応
四
年
正
月

日
記
録

三
井
店
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
〇
七
）。
そ
の
前
日
の
二
十
九
日
の
欄
に
は
、「
加
嶋
屋
作
次
郎
方
先

頃
よ
り
休
店
之
処
明
日
よ
り
開
店
可
致
間
是
迄
之
通
取
引
頼
ニ
参
リ
候
事
」
と
、
加
島
屋
側
か
ら
三
井
に
対
し
て
従
来
通
り
の
緊
密
な
取
引
関

係
の
再
開
を
希
望
し
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
加
島
屋
系
統
で
は
、
同
年
一
月
二
四
日
に
本
家
作
兵
衛
家
の
隠
居
作
右
衛
門
が
没
し
、

続
い
て
一
月
二
六
日
に
は
分
家
作
次
郎
家
で
前
年
襲
名
し
た
ば
か
り
の
若
旦
那
作
次
郎
（
益
三
郎
）
が
死
去
す
る
と
い
う
不
幸
に
襲
わ
れ
た
。

作
次
郎
の
本
葬
は
、
二
月
晦
日
の
再
開
店
後
の
三
月
一
二
日
に
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
作
次
郎
家
の
経
営
再
建
は
出
来
な
か
っ
た
。
長
田
作

兵
衛
家
と
長
田
作
五
郎
家
も
同
様
に
三
井
の
支
援
を
受
け
て
お
り
（『
慶
応
三
年
正
月

究
帳

三
井
店
』
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
七

六
）、
長
田
作
五
郎
は
七
一
年
前
期
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
（『
明
治
四
年

大
福
帳
』
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
一
〇
三
一
）、

長
田
作
兵
衛
は
陸
軍
省
や
府
県
為
替
方
に
進
出
し
、
商
社
活
動
も
試
み
る
な
ど
新
た
な
活
路
を
模
索
す
る
が
、
結
局
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
一

七
五
年
六
月
末
の
三
井
大
阪
御
用
所
の
貸
付
金
調
査
で
は
、
長
田
作
兵
衛
と
長
田
作
五
郎
へ
の
貸
付
は
回
収
困
難
な
「
無
利
貸
」
に
分
類
さ

れ
て
い
る
（
石
井
寛
治
『
近
代
日
本
金
融
史
序
説
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
、
一
三
七
頁
）。
か
つ
て
は
三
井
・

池
と
並
ぶ
巨
商

と
さ
れ
た
長
田
作
兵
衛
（
本
家
）
と
同
作
五
郎
・
作
次
郎
の
二
分
家
の
明
治
初
年
に
お
け
る
没
落
過
程
に
つ
い
て
は
、
千
田
稔
「
藩
債
処
分
と

商
人
資
本

長
田
家
の
場
合
」（『
経
営
史
学
』
一
五
巻
一
号
、
一
九

〇
年
）
が
国
立
史
料
館
所
蔵
の
長
田
家
文
書
に
よ
り
つ
つ
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
た
だ
、
分
家
作
之
助
（
作
次
郎
の
幼
名
）
が
休
業
に
追
い
込
ま
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
両
替
商
沿
革
史
』
に
よ
っ
て
「
銀
目
廃

止
の
影
響
」
と
す
る
の
み
で
、「
取
付
け
に
直
面
し
た
の
か
」
は
不
明
と
し
て
お
り
、
銀
目
廃
止
以
前
に
休
業
し
、
当
主
が
死
去
し
、
再
開
後

破
綻
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
加
作
か
ら
三
井
へ
の
長
期
に
わ
た
る
年
賦
返
済
に
つ
い
て
は
、
本
節
第
一
項
の
注
（
10
）
参
照
。

10
）
『
旧
大
阪
本
両
替
仲
間
竹
川
彦
太
郎
廃
店
整
理
ニ
ツ
キ
差
入
証
文

小
橋
彦
九
郎
宛
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

参
考
図
書
Ｄ
六
五
四

三

〇
）。
証
文
の
中
に
、「
勢
州
本
家
倶
ニ
連
判
可
仕
之
所
勢
州
之
儀
も
大
借
ニ
而
当
時
仕
法
中
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
伊
勢
の
本
家
に
も
支
援
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能
力
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
両
替
商
中
井
家
の
『
慶
応
四
年

日
記
』（
国
立
史
料
館
所
蔵

中
井
家
文
書
二
六
Ｕ

五

七
）
の
一
月
一

日
の
項
に
は
、「
竹
川
彦
太
郎
義
去
十
六
日
休
業
仕
候
旨
申
出
候
」
と
あ
り
、
江
戸
店
も
休
業
に
追
い
込
ま
れ
た
。
な
お
、

証
文
の
差
出
先
の
小
橋
屋
彦
九
郎
自
身
も
結
局
破
綻
す
る
こ
と
に
な
っ
た
模
様
で
あ
る
。

11
）

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

追
七
五

12
）

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
六

九

13
）

大
阪
市
編
『
明
治
大
正
大
阪
市
史
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
四
年
）

頁
。

14
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
別
稿
「
維
新
期
東
京
の
国
内
為
替
取
引
｜
両
替
商
と
為
替
会
社
｜
」
参
照
。

15
）

越
後
屋
善
太
郎
と
の
差
引
で
最
後
に
確
認
で
き
る
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
一

七
〇
年
（
明
治
三
）
九
月
七
日
付
け
の
三
井
か
ら
の
銭
二
四
貫

文
の
振
差
紙
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
四
六

｜
一
一
）
の
実
物
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
し
て
越
後
屋
重
太
郎
と
の
差
引
が
確
認
さ
れ
る
の

は
、
翌
七
一
年
（
明
治
四
）
九
月
二
九
日
付
け
の
三
井
か
ら
油
善
に
一
五
〇
〇
両
を
渡
す
た
め
の
越
重
宛
て
振
出
手
形
の
記
載
（『
明
治
四
年

六
月

両
替
手
形
押
切
控
』
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

追
七
五
）
が
最
初
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
時
点
の
間
の
ど
こ
か
で
名
義
変
更
が
あ
っ

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

16
）

事
例
①
、
②
、
③
は
い
ず
れ
も
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
（
続
六

九
）
に
よ
る
。

17
）
『
明
治
三
午
年
七
月

取
替
金
利
足
請
取
帳

角
田
善
太
郎
殿
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
六
〇
〇

一
九
）。

18
）
『
慶
応
三
年
九
月

加
入
附
込
帳
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続

一
三
）
に
は
、
炭
安
へ
の
債
権
な
ど
を
初
め
三
井
の
不
良
債
権
処
理
が
記

入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
角
田
善
太
郎
」
と
し
て
、
紀
州
藩
・
唐
津
藩
へ
の
債
権
約
九
一
貫
、
一
一
月
二
五
日
付
け
で
の
「
本
帳
よ
り

預
り
」
約
四
九
貫
、「
積
銀
方
」「
利
足
内
積
」
三
九
一
四
両
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
処
理
の
仕
方
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
そ
れ
ら
を
使

っ
て
親
両
替
と
し
て
越
善
の
貸
借
の
整
理
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

19
）

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
六
四
一

二
。
手
形
の
内
容
は
、
銭
弐
拾
壱
貫
三
百
文
を
「
右
御
渡
可
被
成
候
」
と
い
う
も
の
で
、「
五
日
限
」
と

い
う
印
と
「
消
」
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
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20
）
『
明
治
三
年
午
四
月
吉
日

押
切
帳

三
井
店
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
九
四
七
）。

21
）

石
井
寛
治
前
掲
「「
維
新
期
京
都
の
手
形
市
場
｜
小
堀
家
と
小
林
家
｜
」
参
照
。

22
）

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
四
〇
一

一
〇

23
）

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
一
六
九

三

24
）

な
お
、
油
善＝

油
屋
高
木
善
兵
衛
は
、
一

九
二
年
当
時
も
大
阪
高
麗
橋
三
丁
目
に
お
い
て
両
替
商
を
営
ん
で
い
る
（
白
崎
五
郎
七
・
敬
之

助
編
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
一

九
二
年
）。

25
）
『
明
治
六
歳
第

月
一
日

日
記
録

大
阪
三
井
組
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
一
三
）
に
は
、

月
一
日
の
項
に
、「
今
般
当
店
普
請

出
来
候
ニ
付

御
用
所
両
替
店
合
併
今
日
引
移
リ
無
滞
為
相
済
夕
飯
家
内
一
統
内
祝
い
た
し
候
事
」
と
あ
る
。

26
）

松
本
四
郎
前
掲
「
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
三
井
家
大
元
方
の
存
在
形
態
」
参
照
。

27
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
松
好
貞
夫
『
明
治
維
新
後
に
お
け
る
両
替
商
金
融
』（
財
団
法
人
金
融
研
究
会
、
一
九
三
七
年
）
第
五
章
、
お
よ
び
、

見
誠
良
「
近
代
の
貨
幣
・
信
用
」（
桜
井
英
治
・
中
西
聡
編
『
新
体
系
日
本
史
12

流
通
経
済
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
の
指
摘

を
参
照
せ
よ
。

28
）

日
本
経
営
史
研
究
所
編
前
掲
『
三
井
両
替
店
』
や
石
井
寛
治
前
掲
『
近
代
日
本
金
融
史
序
説
』
な
ど
で
三
井
御
用
所
の
貸
付
に
つ
い
て
は
詳

し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
手
形
取
引
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

三

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
廣
海
家
の
手
形
取
引

１

廣
海
家
の
振
り
手
形
と
そ
の
流
通
範
囲

そ
こ
で
、
次
に
、
大
坂
手
形
市
場
の
周
辺
部
分
に
位
置
す
る
府
下
貝

町
に
あ
っ
て
、
北
前
船
そ
の
他
が
貝

な
ど
大
坂
湾
諸
港
に
持
ち
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込
む
米
穀
・
魚
肥
を
購
入
し
て
湾
岸
諸
地
域
に
販
売
し
、
そ
の
代
金
決
済
の
た
め
に
貝

や
大
坂
・
堺
の
両
替
商
と
取
引
し
て
い
た
米
穀
肥

料
問
屋
廣
海
惣
太

１
）

郎
家
の
手
形
取
引
の
推
移
を
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
の
検
討
は
、
両
替
商
サ
イ
ド
か
ら
見
た
前
節
の
分
析
を
、
商
人
サ
イ

ド
か
ら
改
め
て
裏
付
け
る
と
と
も
に
、
大
坂
手
形
市
場
が
ど
の
よ
う
な
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
史
に
お
け
る
論

争
点
に
つ
い
て
実
証
的
吟
味
を
加
え
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
大
坂
の
両
替
商
に
宛
て
て
振
り
出
さ
れ
た
手
形
が
ど
の
範
囲
で
流
通

し
た
か
に
つ
い
て
は
、
吉
岡
源
七
『
両
替
商
沿
革
史
』（
一
九
〇
三
年
）
の
次
の
叙
述
が
引
用
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、
松
好
貞
夫
『
日
本

両
替
金
融
史
論
』（
一
九
三
二
年
）
の
「
手
形
取
引
の
範
囲
」
に
つ
い
て
の
叙
述
な
ど
は
、
こ
の
文
章
と
ほ
と
ん
ど
同
一
で

２
）

あ
る
。

近
国
の
商
人
は
言
ふ
に
及
ば
ず
、
中
農
以
上
の
も
の
は
大
抵
大
阪
両
替
の
取
引
を
せ
ざ
る
も
の
な
き
勢
ひ
な
り
し
が
、
就
中
其
盛
ん
に
行
は
れ

し
地
方
は
、
兵
庫
・
西
ノ
宮
・
今
津
・
鳴
尾
・
灘
目
・
伊
丹
・
池
田
・
尼
ケ
崎
・
堺
・
岸
和
田
・
貝

・
茨
木
・
高
槻
等
を
以
て
最
と
す
。
斯

れ
ば
該
地
方
の
人
々
互
に
諸
払
ひ
を
為
す
に
当
て
も
、
大
阪
へ
振
出
し
の
手
形
を
以
て
些
の
故
障
な
く
受
渡
を
為
し
た
る
程
な
り
。

こ
う
し
た
戦
前
以
来
の
「
通
説
」
に
対
し
て
、
作
道
洋
太
郎
氏
は
、『
日
本
貨
幣
金
融
史
の
研
究
』（
一
九
六
一
年
）
に
お
い
て
、
そ
れ
は

手
形
と
私
札
を
混
同
し
た
議
論
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
差
し
挟
み
、
大
阪
両
替
商
丸
屋
伊
兵
衛
や
米
屋
三
十
郎
宛
の
手
形
が
、
大
坂
は
じ
め

堺
・
和
泉
大
津
・
京
都
・
姫
路
・
西
宮
な
ど
で
流
通
し
て
い
た
事
例
を
提
示
し
な
が
ら
も
、「
大
阪
に
近
接
の
地
方
に
お
い
て
大
阪
両
替
商

宛
の
振
手
形
が
な
ん
の
支
障
も
な
く
授
受
さ
れ
た
」
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
批
判
さ

３
）

れ
た
。
作
道
説
は
そ
の
後
立
ち
入
っ
た
吟
味
が
加
え
ら

れ
な
い
ま
ま
、
今
日
で
は
新
し
い
「
通
説
」
と
し
て
の
位
置
を
占
め
た
か
の
よ
う
で

４
）

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
今
か
ら
丁
度
一
〇
〇
年
前
に
『
両

替
商
沿
革
史
』
の
著
者
が
指
摘
し
た
大
坂
手
形
市
場
の
最
も
周
辺
に
位
置
す
る
貝

の
事
例
を
提
示
し
、
兵
庫
に
つ
い
て
も
論
及
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
大
坂
手
形
市
場
の
広
が
り
と
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
変
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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第
６
表
は
、
廣
海
家
の
米
穀
・
肥
料
仕
入
の
代
金
決
済
に
お
け
る
手
形
決
済
の
比
重
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
幕
末
の
三
カ
年
の

間
で
違
い
が
あ
る
が
、
単
純
平
均
す
る
と
四
四
％
と
な
り
、
貝

で
は
こ
の
程
度
の
支
払
が
手
形
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
明
治
初

年
に
は
手
形
の
比
率
は
一
時
二
〇
％
台
ま
で
落
込
む
が
、
そ
の
後
盛
り
返
し
て
幕
末
を
や
や
上
回
る
六
〇
％
前
後
の
水
準
に
ま
で
回
復
す
る

維新期大坂の手形市場（石井）
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出
所
)
『
手
形
帳
（
嘉
永
３
－
文
久
２
)』
(廣

海
家
文
書
A
100)、『

金
銀
入
払
帳
（
安
政
２
)』
(A
119)、『

穀
物
仕
切
帳
（
安
政
６
)』
(Y
014)、『

干
鰯
仕
切
帳

（
安
政
６
)』

(Y
001) 、『

穀
物
仕
切
帳
（
文
久
２
)』

( Y
01 6) 、『

干
鰯
仕
切
帳
（
文
久
２
) 』

(Y
004)、『

萬
覚
帳
（
明
治
２
)』

(A
139)、『

金
銀
入
払

帳
（
明
治
２
)』

(A
120)、『

萬
覚
帳
（
明
治
５
)』

(A
170)、『

金
銀
入
払
帳
（
明
治
５
)』

(A
113)、『

萬
覚
帳
（
明
治
８
)』

(A
143)、『

入
払
帳
（
明

治
８
)』

(A
146)。

備
考
)

⑴
1855年

の
手
形
銀
表
示
分
１
貫
161匁

と
ほ
ぼ
全
て
銀
表
示
の
仕
入
額
1,831貫

262匁
は
１
両
＝
69匁

で
金
換
算
し
、
59年

の
手
形
銀
表
示
分
２
貫
は

仕
切
帳
で
使
わ
れ
て
い
る
換
算
率
平
均
の
１
両
＝
73匁

で
金
換
算
し
、
62年

の
手
形
銀
表
示
分
353貫

585匁
も
仕
切
帳
で
使
わ
れ
て
い
る
換
算
率
平
均

の
１
両
＝
74匁

で
金
換
算
し
た
。
な
お
、
手
形
の
う
ち
預
り
銀
返
済
な
ど
仕
入
に
直
接
関
係
の
な
い
分
は
除
外
し
た
。

⑵
1859年

の
仕
入
額
の
30％

に
当
る
13,007両

は
魚
肥
、
62年

の
仕
入
額
の
37％

に
当
る
13,539両

は
魚
肥
、
残
り
は
米
穀
・
大
豆
・
小
豆
で
あ
る
。
な

お
、
両
年
次
の
『
仕
切
帳
』
と
と
も
に
廣
海
家
が
仲
買
と
し
て
購
入
し
た
分
を
記
録
し
た
『
萬
買
帳
』
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
仕
切
帳
』
記
載
の
廣
海

家
が
問
屋
と
し
て
手
数
料
を
と
る
仕
入
の
一
部
を
購
入
し
た
分
と
、『

仕
切
帳
』
中
の
「
蔵
入
座
」
な
い
し
「
直
買
座
」
か
ら
の
購
入
分
で
あ
り
、『

仕

入
帳
』
記
載
の
数
値
に
含
ま
れ
て
い
る
。

⑶
1869、

72、
75年

の
手
形
仕
入
は
『
萬
覚
帳
』
か
ら
集
計
し
、『

入
払
帳
』
か
ら
集
計
し
た
100円

以
上
の
現
金
仕
入
と
合
計
し
て
全
仕
入
額
を
算
出
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
手
形
比
率
が
現
実
よ
り
若
干
高
目
に
表
示
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

第
６
表

廣
海
家
の
穀
物
・
魚
肥
仕
入
と
手
形
振
出

(両
＝
円
、
％
)

75年
(明

治
８
)

72年
(明

治
５
)

69年
(明

治
２
)

62年
(文

久
２
)

59年
(安

政
６
)

1855年
(安

政
２
)

年
次

53,195

28,026

20,182

4,157

6,354

11,886

池
重
太
郎
(大

坂
)

― ― ―

13,379

6,341 3

米
屋
三
十
郎
(大

坂
)

― ― ―

2,192

2,163

648

具
足
屋
半
兵
衛
(堺

)

53,195(53)

28,026(44)

20,182(17)

19,728(74)

14,858(86)

11,537(77)

計
(回

数
)

87,766

49,399

71,356

36,966

43,994

26,540

仕
入
額

60.6

56.7

28.3

53.4

33.8

43.4

手
形
率



こ
と
が
分
か
ろ
う
。
廣
海
家
の
振
出
手
形
の
宛
先
は
、
幕
末
に
は
大
坂
と
堺
の
両
替
商
で
あ
り
、
明
治
に
入
る
と
堺
の
両
替
商
が
欠
落
す
る
。

本
表
で
見
る
か
ぎ
り
、
大
坂
の
両
替
商
で
は

池
重
太
郎
が
一
貫
し
て
廣
海
家
の
取
引
先
で
あ
る
が
、
幕
末
に
は
米
屋
三
十
郎
の
比
重
が
急

上
昇
し
、
一

六
二
年
（
文
久
二
）
に
は
手
形
の
三
分
の
二
が
米
屋
三
十
郎
宛
て
で
あ
っ
た
。
先
に
引
用
し
た
一

六
四
年
（
元
治
元
）
当

時
の
経
済
力
で
は
、

池
重
太
郎
は
三
井
よ
り
や
や
高
く
、
米
屋
三
十
郎
は
三
井
よ
り
や
や
下
で
あ
る
が
、
共
に
有
力
な
両
替
商
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
両
替
商
宛
て
に
振
り
出
し
た
手
形
を
、
廣
海
家
は
米
穀
や
肥
料
の
仕
入
先
に
渡
し
た
。『
手

５
）

形
帳
』
の
例
え
ば
一

六
二
年
（
文

久
二
）
五
月
前
半
の
欄
に
は
次
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

五
月

日

一
金

五
十
両

銭
者
殿

十
殿
へ

十
二
日

一
金

四
百
両

同
人
船

米
三
殿
へ

手
形
百
両
ツ
ツ
四
枚

十
七
日

一
金

千
五
百
両

河
栄
船
へ

米
三
殿
へ

五
百
両
ツ
ツ
三
枚

同
日一

同

四
百
両

河
栄
船
へ

十
殿
へ

百
両
弐
枚
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五
十
両
四
枚

同
日一

同

五
百
両

同
人
船
へ

具
半
殿
へ

最
初
の
項
は
、
五
月

日
に
銭
者
（＝

銭

＝

銭
屋
与

郎
）
の
船
か
ら
廣
海
が
仕
入
れ
た
（
大
豆
・
干
鰯
の
）
代
金
の
う
ち
五
〇
両
を

大
坂
の
両
替
商
「

十
」（＝

池
重
太
郎
）
宛
て
の
振
出
手
形
で
支
払
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
一
二
日
に
は
同
人
の
船
か
ら
の
仕
入

代
金
四
〇
〇
両
を
大
坂
の
両
替
商
「
米
三
」（＝

米
屋
三
十
郎
）
宛
て
の
振
出
手
形
四
枚
で
支
払
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一

七
日
に
は
、
河
栄
（＝

河
内
屋
栄
蔵
）
の
船
の
積
荷
（
津
軽
米
）
の
代
金
二
四
〇
〇
両
を
、
大
坂
の
前
記
二
両
替
商
と
堺
の
両
替
商
「
具

半
」（＝

具
足
屋
半
兵
衛
）
へ
の
合
計
一
〇
枚
の
振
出
手
形
に
よ
っ
て
支
払
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

６
）

い
る
。
同
一
の
相
手
に
対
し
て
、

複
数
の
手
形
を
渡
し
て
い
る
こ
と
は
、
受
取
人
が
そ
れ
ら
の
手
形
を
他
の
商
人
へ
の
支
払
い
に
充
て
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
こ
の

点
具
体
的
に
は
後
述
す
る
。
一

六
二
年
（
文
久
二
）
に
お
け
る
廣
海
家
か
ら
の
手
形
の
渡
し
先
を
ま
と
め
て
示
す
と
第
７
表
の
よ
う
に
な

る
。
全
部
で
三
一
件
の
相
手
に
支
払
っ
て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
右
に
示
し
た
河
栄
船
の
よ
う
な
北
前
船
で
あ
り
、
米
穀
・
大
豆
・
魚
肥

な
ど
の
仕
入
代
金
で
あ
る
こ
と
が
分
か
ろ
う
。

手
形
を
振
り
出
す
と
、
廣
海
家
は
飛
脚
便
に
よ
っ
て
宛
先
の
両
替
商
へ
そ
の
旨
通
知
し
た
。
珍
し
く
残
さ
れ
て
い
た
一

七
三
年
（
明
治

六
）
の
井
上
（＝

池
）
重
太
郎
宛

７
）

書
状
を
引
用
し
よ
う
。

益
御
安
康
可
被
遊
御
座
珍
重
之
御
義
ニ
奉
賀
上
候

然
者
今
便
振
出
し
左
ニ

維新期大坂の手形市場（石井）
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一
金

三
千
弐
百
両
也

十
一
月
三
十
日
渡

栄
丸
船
江

右
之
通
手
形
振
出
し
申
候
相
廻
申
候
得
ハ
御
渡
し
方
可
被
成
下
候

此
段
御
案
内
申
上
置
候
先
ハ
右
申
上
度
如
是
ニ
御
座
候

巳
上

酉
十
一
月
二
十
九
日

廣
海
惣
太
郎

井
上
重
太
郎
様

御
店
中
様

出所)『手形帳 (嘉永３－文久２)』(A100)。

備考) ⑴備考欄は『仕切帳』等による。

⑵指吸長左衛門、斗々屋甚助は堺在住である。

⑶銀表示のものは１両＝74匁で金換算した。

1108明瀬長左衛門明 長

2120沼島屋助次郎 魚肥沼 助

1200加登屋九左衛門 秋田米加登屋

2220渡辺伝四郎 藤谷米野 傳

3400伊藤清蔵 高田米伊藤船

5462伊達治兵衛伊達治

1500黒丸善兵衛 矢島米黒 丸

2658河内屋仁兵衛 (堺)河仁船

3760中屋久蔵 長岡蔵米中屋船

3946佐野屋権四郎 米穀佐野権

61,053銭屋与 郎 大豆・魚肥銭与船

31,199斗々屋甚助 伊予米斗々甚

11,214河内屋惣七 南部粕河惣船

21,230渡辺磯七 加州米渡磯船

21,340嘉七郎 魚肥神力丸

71,474伊三郎 大豆・魚肥天神丸

51,486指吸長左衛門 伊予米指 長

31,600半七 南部大豆・津軽米正宝丸

41,734庄兵衛 南部大豆・粕神通丸

32,400河内屋栄蔵 津軽米・魚肥

7419,728

15605

回数金額(両)備 考

合 計

その他 11件

河栄船

渡し先

第７表 廣海家の手形渡し先（1862年・文久２)
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三
二
〇
〇
両
の
手
形
を

栄
丸
（
の
船
頭
た
ち
）
に
渡
し
た
の
で
、
そ
の
手
形
が
提
示
さ
れ
た
ら
（「
相
廻
申
候
得
ハ
」）
現
金
を
渡
し
て

ほ
し
い
と
依
頼
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
萬
覚
帳

明
治

８
）

六
年
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
手
形
は
一
一
月
一
一
日
に
振
り
出
さ
れ
た
も
の
で
、
期

日
の
前
日
に
貝

の
廣
海
店
か
ら
大
坂
の
井
上
重
太
郎
両
替
店
へ
そ
の
旨
の
連
絡
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
の
手
形
は
キ

ャ
ン
セ
ル
と
な
り
（
だ
か
ら
廣
海
の
書
状
が
廣
海
家
文
書
に
残
っ
た
）、
改
め
て
一
二
月
三
日
に
一

〇
〇
両
の
手
形
が
振
り
出
さ
れ
て

栄
丸
に
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
示
す
の
は
、
一
一
月
二
九
日
付
け
で
当
主
廣
海
惣
太
郎
が
親
戚
の
辰
馬
家
（
西
宮
町
）
か
ら
貝

廣
海
店
に
宛
て
て
送
っ
た
次
ぎ
の

９
）

書
状
で
あ
る
。

昨
日
午
十
二
字
頃
富
栄
丸
船
頭
衆
ニ
御
面
会
申
上
候
処

千
六
百
両
三
月
十
五
日
限
与
申
上
候
得
共

其
後
亦
々
入
用
出
来
候
ニ
付

千
四
百

両
丈
ケ
三
月
十
五
日
印
ニ
テ
か
し
付
呉
候
様
申
居
候

引
残
手
形
ニ
テ
御
遣
し
被
下
度
頼
上
居
候
間

新
七
殿
ニ
テ
も
手
形
御
認
さ
せ
御
遣
し

被
下
度
候
（
下
略
）

十
一
月
二
十
九
日

惣
太
郎

廣
海
店
中

お
そ
ら
く
廣
海
当
主
と
し
て
は
富
栄
丸
船
頭
衆
に
代
金
三
二
〇
〇
両
の
半
額
一
六
〇
〇
両
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
交
渉
を
試
み
、
一
四
〇

〇
両
に
つ
い
て
成
功
し
た
の
で
、
一
旦
先
に
振
り
出
し
た
手
形
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、
改
め
て
残
り
の
一

〇
〇
両
の
手
形
を
振
り
出
す
よ
う

指
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
振
出
通
知
を
受
け
る
や
、
両
替
商
は
直
ち
に
了
解
の
返
事
を
送
っ
た
。
一

七
二
年
（
明
治
五
）
に
井
上
重
太
郎
か
ら
送
ら
れ

た

10
）

書
状
を
引
用
し
よ
う
。
こ
れ
は
近
江
屋
市
兵
衛
に
対
し
て
、
〆
粕
代
金
と
し
て
廣
海
が
九
月
一
日
に
振
り
出
し
た
七
四
両
三
分
三
朱
の
井

維新期大坂の手形市場（石井）
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上
宛

11
）

手
形
に
つ
い
て
、
翌
日
井
上
か
ら
了
解
し
た
こ
と
を
伝
え
て
き
た
書
状
で
あ
る
。

御
紙
面
被
下
忝
拝
見
仕
候

然
者
今
便
御
振
出
し
手
形
金
七
拾
四
両
三
分
三
朱
也

御
印
紙
相
廻
り
次
第
無
相
違
御
渡
可
申
候
間
此
段
申
上
候

先
者
右
之
段
如
此
御
座
候

草
々

以
上九

月
二
日

井
上
重
太
郎

廣
海
惣
太
郎
様

こ
の
よ
う
に
、
手
形
を
振
り
出
す
廣
海
と
大
坂
両
替
商
と
は
頻
繁
に
飛
脚
便
を
取
り
交
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
緊
密
な
連
絡
を
保
ち
、
ス
ム

ー
ズ
な
信
用
取
引
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
廣
海
の
振
出
手
形
を
商
人
・
船
頭
か
ら
提
示
さ
れ
た
大
坂
両
替
商
は
、
そ
の
商
人
・
船
頭
と

恒
常
的
な
取
引
が
あ
れ
ば
口
座
に
入
金
し
て
預
り
手
形
や
現
金
を
渡
し
、
取
引
が
な
い
時
は
現
金
を
渡
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
と
く
に
商

人
・
船
頭
が
産
地
へ
戻
ろ
う
と
す
る
さ
い
に
は
必
ず
現
金
を
渡
し
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一

七
六
年
（
明
治
九
）
一
二
月
二
五
日
夜

に
大
坂
か
ら
船
で
帰
国
す
る
予
定
で
あ
っ
た
牧
口
藤
七
な
る
米
穀
商
人
は
、
そ
の
前
日
に
廣
海
に
対
し
て
、
過
日
貝

で
受
け
取
っ
た
五
拾

銭
札
や
拾
銭
札
は
嵩
む
の
で
今
回
は
五
円
札
と
拾
円
札
で
の
支
払
い
を
期
待
し
て
い
る
と
の

12
）

書
状
を
出
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
廣
海

が
大
坂
両
替
商
逸
身
佐
一
郎
宛
の

五
二
円

厘
の
手
形
を
送
っ
て
き
た
こ
と
に
抗
議
し
て
、
二
五
日
午
後
三
時
半
に
次
の
よ
う
な

13
）

書
状
を

送
っ
て
い
る
。

一
筆
啓
上
仕
候

然
者
唯
今
飛
脚
至
来

定
而
五
円
拾
円
之
札
参
持
被
下
候
与
存
居
候
処
思
ひ
外
両
替
手
形
送
リ
被
下
誠
ニ
当
惑
之
至
リ
ニ
御
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座
候

唯
今
彼
是
与
申
居
候
而
も
飛
脚
ハ
不
存
候
間

無
是
非
右
手
形
正
ニ
請
取
申
候

是
よ
り
取
付
ニ
参
リ
金
子
請
取
積
リ
ニ
御
座
候

若

其
節
拾
円
札
五
円
札
不
渡
時
ハ
無
拠
切
賃
相
立
替
て
拾
円
五
円
請
取
候
間
右
切
賃
ハ
下
拙
方
ニ
而
相
渡
シ
不
申
貴
家
様
ニ
而
御
払
可
被
成
下
候

（
下
略
）

廣
海
家
の
『
萬

14
）

覚
帳
』
の
「
逸
身
佐
一
郎
」
の
欄
に
は
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
切
賃
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
牧
口
は
逸
身
両
替
店

で
望
み
ど
お
り
の
紙
幣
を
入
手
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
幕
末
の
大
坂
と
そ
の
周
辺
の
米
穀
・
肥
料
取
引
の
決
済
に
さ
い
し
て
は
、
手
形

と
と
も
に
正
金
・
銭
貨
や
銀
札
が
用
い

15
）

ら
れ
、
明
治
初
年
に
は
か
な
り
小
額
の
紙
幣
か
ら
高
額
の
紙
幣
ま
で
各
種
の
紙
幣
（
両
分
朱
表
示
と

円
銭
表
示
）
が
併
用
さ
れ
た
。
一

七
五
年
（
明
治

）
一
〇
月
二
二
日
に
廣
海
か
ら
大
坂
両
替
商
井
上
重
太
郎
へ
二
一
〇
〇
円
を
送
っ
た

と
こ
ろ
、
そ
こ
に
混
ざ
っ
て
い
た
「
金
弐
朱
悪
札
」
が
返
却
さ
れ
、
井
上
の
帳
簿
に
は
「
弐
千
九
十
九
円

十
七
銭
五
厘
」
だ
け
入
金
と
記

帳
さ
れ
た
。
一
両＝

一
円
と
し
て
、
二
朱
は
そ
の

分
の
一
の
一
二
銭
五
厘
に
相
当
す
る
か
ら
、
井
上
は
二
一
〇
〇
円
か
ら
そ
れ
を
差
し
引

い
た
分
だ
け
を
記
帳
し
た
の
で

16
）

あ
る
。

廣
海
か
ら
手
形
を
受
け
取
っ
た
商
人
・
船
頭
は
、
そ
の
手
形
を
使
っ
て
大
坂
と
そ
の
周
辺
で
帰
り
荷
を
購
入
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一

七
一
年
（
明
治
四
）
六
月
晦
日
に
廣
海
が
大
坂
両
替
商

池
重
太
郎
に
宛
て
て
振
り
出
し
た
手
形
に
つ
い
て
の
次
の

17
）

書
状
は
、
そ
う
し
た
手

形
の
流
通
の
一
端
を
示
す
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

（
前
略
）
然
者
今
便
貴
家
様
よ
り
御
振
手
相
廻
リ
夫
々
渡
方
仕
候
処
、
壱
枚
落
印
手
形
御
座
候
左
ニ

六
月
晦
日
付

一
金

弐
百
両

札

維新期大坂の手形市場（石井）
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妻
書

松
尾
丸
船

右
御
手
形
片
長
印
無
之
候
得
共

貴
家
様
之
仕
事
ゆ
へ
相
違
無
御
座
候
故

慥
ニ
渡
方
仕
候
間
此
段
申
上
候

左
様
御
承
引
可
被
下
候

且
又

右
手
形
請
取
人
堺
山
九
殿
相
渡
申
候
間
是
又
左
様
申
上
候

先
者
右
申
上
度
如
斯
御
座
候

七
月
二
日

池
重
太
郎

廣
海
惣
太
郎
様

こ
の
書
状
は
、
手
形
に
は
必
要
な
印
が
な
か
っ
た
が
、
廣
海
を
信
用
し
て
処
理
し
た
と
こ
と
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
注
目
し
た
い
点
は

手
形
の
妻
書
に
廣
海
か
ら
の
渡
し
先
が
「
松
尾
丸
船
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、
手
形
を

重
に
持
ち
こ
ん
だ
の
は
「
堺
山
九
」
だ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
松
尾
丸
の
船
頭
が
そ
の
手
形
を
堺
の
「
山
九
」
に
対
し
て
帰
り
荷
の
代
金
か
何
か
を
支
払
う
た
め
に
利
用
し
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一

七
二
年
（
明
治
五
）
正
月
の
神
力
丸
船
頭
の
次
の

18
）

書
状
は
、
帰
り
荷
の
酒
の
仕
入
れ
を
廣
海
が
手
伝
っ
て
い
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
前
略
）
先
達
御
願
申
上
候
酒
五
拾
樽
ニ
而
御
座
候

先
以
右
之
樽
積
入
被
下
之
義
者

当
月
二
十

日
よ
り
朔
日
迄
ニ
船
玉
兵
庫
江
廻
ニ
相
成

御
座
候
処

当
月
朔
日
よ
り
三
日
迄
ニ
御
廻
し
可
被
下
奉
御
願
上
候

若
又
船
玉
兵
庫
ニ
而
直
リ
不
申
御
座
候
得
者

兵
庫
東
出
町
大
松
屋
殿

江
御
願
置
被
下
偏
奉
願
上
候

正
月
二
十

日

神
力
丸
利
三
郎

廣
海

亦
七
様

神
力
丸
が
兵
庫
に
廻
る
の
で
、
先
達
て
よ
り
依
頼
し
て
い
た
酒
五
拾
樽
を
そ
こ
へ
届
け
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
で
あ
る
。
廣
海
は
親
戚
の
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辰
馬
半
右
衛
門
（
西
宮
町
）
を
は
じ
め
酒
造
家
と
の
取
引
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
関
係
で
酒
仕
入
れ
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

正
月
二
九
日
に
は
、
廣
海
は
神
力
丸
吉
五
郎
に
「
仕
切
預
り
分
」
三
七
九
六
両
を
支
払
う
さ
い
に
、
二
五
六
七
両
三
分
一
朱
を

重
宛
て
手

形
で
支
払
っ
て
お
り
、
残
り
の
一
二
二

両
一
朱
は
現
金
で
支
払
っ
た
計
算
に
な
る
。
そ
の
代
金
回
収
分
の
中
か
ら
酒
代
金
が
支
払
わ
れ
た

は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
帰
り
荷
の
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
で
あ

19
）

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
北
前
船
の
船
頭
が
売
上
金
の
一
部
を
使
っ
て
帰
り

荷
を
仕
入
れ
、
残
り
を
現
金
で
持
ち
帰
る
以
上
、
彼
等
は
廣
海
か
ら
大
坂
両
替
商
宛
て
の
手
形
を
貰
え
ば
済
む
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
前
掲

第
６
表
に
お
い
て
、
幕
末
に
お
い
て
も
手
形
支
払
い
比
率
が
五
〇
％
台
止
ま
り
な
の
は
、
必
要
に
応
じ
て
廣
海
に
現
金
支
払
い
を
求
め
る
荷

主
側
の
事
情
も
作
用
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
貝

の
米
穀
・
肥
料
問
屋
廣
海
惣
太
郎
家
の
手
形
取
引
は
、
著
名
な
兵
庫
の
米
穀
・
肥
料
問
屋
北
風
荘
右
衛
門
家
の
手
形

取
引
よ
り
は
規
模
が
や
や
小
さ
い
と
は
い
え
、
大
坂
両
替
商
の
活
動
を
利
用
す
る
点
で
は
共
通
し
て
お
り
、
両
者
の
対
比
は
興
味
深
い
。
兵

庫
最
大
の
米
穀
・
肥
料
問
屋
北
風
家
は
、
北
前
船
主
か
ら
の
購
入
代
金
を
大
坂
の
有
力
両
替
商
米
屋
石
崎
喜
兵
衛
（
米
喜
）
お
よ
び
炭
屋
白

山
彦
五
郎
（
炭
彦
）
へ
の
振
出
手
形
に
よ
っ
て
支
払
い
、
船
主
た
ち
は
そ
の
手
形
を
大
坂
の
両
替
商
の
と
こ
ろ
で
換
金
し
て
国
元
へ
持
ち
帰

る
諸
物
品
を
購
入
し
た
た
め
、「
北
国
米
の
入
込
中
は
、
右
両
替
商
よ
り
北
風
へ
月
々
四
五
萬
両
の
貸
金
と
為

20
）

れ
り
」
と
回
顧
さ
れ
て
い
る
。

ピ
ー
ク
時
で
も
月
一
万
両
台
の
取
引
が
や
っ
と
と
い
う
廣
海
家
の
数
倍
の
規
模
で
あ
る
が
、
手
形
の
振
出
し
と
換
金
の
シ
ス
テ
ム
は
同
じ
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
の
直
後
に
大
坂
両
替
商
の
炭
彦
が
閉
店
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
米
喜
の
方
は
そ
の
後
も
富

豪
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
て
い
る

21
）

か
ら
、
兵
庫
・
大
坂
間
の
手
形
流
通
の
シ
ス
テ
ム
は
存
続
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
一

三
年

（
明
治
一
六
）
こ
ろ
兵
庫
の
浜
庫
の
過
半
を
握
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
北
風
家
は
、
委
託
品
を
手
代
が
勝
手
に
倉
出
し
し
た
事
件
が
契
機
と
な

っ
て

五
年
（
明
治
一

）
に
は
破
産
し
た
と

22
）

い
う
。

貝

の
廣
海
家
は
兵
庫
の
北
風
家
と
互
い
に
年
賀
の
挨
拶
を
交
わ
す
間
柄
で
あ

23
）

っ
た
。
廣
海
が
ど
の
程
度
の
取
引
を
北
風
と
行
っ
た
こ
と
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が
あ
る
か
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
廣
海
の
商
取
引
が
仕
入
・
販
売
の
両
面
に
お
い
て
、
貝

周
辺
と
堺
・
大
坂
だ
け
で
な
く
西
宮
か
ら
兵
庫

に
至
る
大
坂
湾
北
岸
一
帯
と
も
密
接
な
取
引
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
の
取
引
の
決
済
に
さ
い
し
て
は
、
大

坂
の
両
替
商
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
文
久
・
慶
応
期
に
つ
い
て
は
後
に
や
や
具
体
的
に
検
討
す
る
が
、
そ
の
前
の
安
政
期
（
一

五
四

五
九
）
に
お
け
る
廣
海
か
ら
の
手
形
の
渡
し
先
に
は
、
親
戚
筋
の
西
宮
町
の
酒
造
家
「
辰
半
」（
辰
半
右
衛
門
）
や
同
「
辰
与
」

（
辰
与
左
衛
門
）、
あ
る
い
は
兵
庫
の
肥
料
商
「
い
づ
弥
」（
和
泉
屋
弥
兵
衛
）
や
米
穀
商
「
い
づ
伊
」（
和
泉
屋
伊
左
）
の
名
前
が
毎
年
の
よ

う
に
含
ま
れ
て
お
り
、
廣
海
は

池
重
太
郎
・
米
屋
三
十
郎
・
播
磨
屋
忠
兵
衛
ら
大
坂
の
両
替
商
や
堺
の
両
替
商
具
足
屋
半
兵
衛
に
宛
て
た

手
形
に
よ
っ
て
支
払

24
）

っ
た
。
大
坂
湾
北
岸
の
商
人
も
ま
た
大
坂
の
両
替
商
と
取
引
し
て
い
た
か
ら
、
手
形
に
よ
る
決
済
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
決
済
だ
け
で
な
く
、
廣
海
が
例
え
ば
、
辰
半
か
ら
一

六
六
年
（
慶
応
二
）
二
月
三
日
に
銀
一
〇
〇
貫
目
を
借
り
入
れ

た
と
き
は
、
辰
半
か
ら
の
書
状
に
「
両
替
方
江
頼
入
申
上
御
融
通
申

25
）

上
候
」
と
し
て
米
屋
三
十
郎
店
の
廣
海
口
座
に
振
り
込
む
と
あ
り
、
一

七
一
年
（
明
治
四
）
六
月
に
今
度
は
辰
与
か
ら
五
〇
〇
〇
両
を
借
り
入
れ
た
さ
い
は
、
一
二
月
中
の
残
金
二
五
〇
〇
両
の
返
済
に
関
す
る

次
の

26
）

書
状
に
明
ら
か
な
よ
う
に

池
重
太
郎
店
の
辰
与
口
座
が
利
用
さ
れ
た
。

（
前
略
）
御
返
金
延
引
之
段
御
頼
被
成
候
義
御
文
面
不
残
承
知
仕
候

志
可
し
此
度
者
拙
家
ニ
も
無
拠
入
用
在
之
（
中
略
）
半
金
丈
者
ど
う
な
り

と
も
辛
抱
い
た
し
御
猶
予
可
仕
候
も
残
之
半
金
と
利
足
と
者
不
残
速
ニ
御
返
金
可
被
下
候

則
別
紙
勘
定
書
壱
通
乍
恐
差
出
し
可
申
も
宜
舗
御

承
引
可
被
成
下
候

相
違
等
無
之
候
得
者
此
手
形
御
着
次
第

池
重
太
郎
へ
御
ふ
り
込
可
被
下
候
（
下
略
）

仲
冬
五
日
夕

辰
馬
与
平

廣
海
惣
太
郎
様
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こ
の
場
合
に
は
、
も
と
も
と
五
〇
〇
〇
両
の
融
資
自
体
が
、

重
の
廣
海
口
座
へ
同
じ

重
に
口
座
を
も
つ
「
辰
与
よ
り

27
）

付
替
」
と
い
う
形

で
行
わ
れ
て
お
り
、
一
二
月
中
に
残
金
二
五
〇
〇
円
を
半
分
ず
つ
二
回
に
分
け
て
返
済
す
る
場
合
も
、
書
状
に
記
さ
れ
た
よ
う
に

重
へ
の

「
ふ
り
込
」
に
よ
る
両
口
座
間
の
「
付
替
」
と
い
う
操
作
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
大
坂
両
替
商
に
よ
る

手
形
市
場
の
広
が
り
の
基
礎
に
は
、
貝

な
い
し
泉
佐
野
か
ら
堺
・
大
坂
を
経
て
西
宮
・
兵
庫
に
至
る
大
坂
湾
岸
の
交
易
圏
が
横
た
わ
っ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し

28
）

よ
う
。

１
）

廣
海
家
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
大
学
の
中
西
聡
氏
を
中
心
と
し
、
石
井
も
加
わ
っ
た
共
同
研
究
が
進
行
中
で
あ
り
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
の

経
営
史
学
会
全
国
大
会
（
大
阪
大
学
）
の
パ
ネ
ル
で
成
果
の
一
部
が
報
告
さ
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
度
ま
で
に
は
研
究
報
告
書
を
刊
行
し
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

２
）

引
用
は
、
黒
羽
兵
治
郎
編
前
掲
『
大
阪
商
業
史
料
集
成
』
第
三
輯
、
一
一
六
頁
か
ら
の
も
の
。

３
）

作
道
洋
太
郎
前
掲
『
日
本
貨
幣
金
融
史
の
研
究
』
二
九
四

二
九
七
頁
参
照
。
な
お
、
作
道
氏
は
、
そ
こ
で
「
大
阪
大
学
経
済
学
部
所
蔵
の

史
料
、
す
な
わ
ち
大
阪
両
替
商
平
野
屋
発
行
の
振
手
形
百
二
十
九
枚
な
ら
び
に
西
宮
酒
造
業
者
守
舎
新
兵
衛
発
行
の
預
り
切
手
五
十
枚
」
を
検

討
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
宮
本
又
郎
氏
の
ご
好
意
で
見
せ
て
い
た
だ
い
た
同
史
料
を
検
討
し
た
結
論
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
は
大
坂
両
替
商
丸

屋
伊
兵
衛
に
宛
て
て
平
野
屋
定
右
衛
門
な
い
し
平
野
屋
定
七
郎
が
振
り
出
し
た
振
手
形
と
、
大
坂
両
替
商
米
屋
三
十
郎
に
宛
て
て
守
屋
新
兵
衛

が
振
り
出
し
た
振
手
形
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
前
者
の
手
形
の
文
言
・
振
出
人
・
名
宛
人
が
作
道
氏
の
指
摘
さ
れ

る
と
お
り
印
刷
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
手
形
の
利
用
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
確
か
に
い
ず
れ
の
手
形
に
も
「
右
之
通
慥
ニ
請
取
申

候
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
手
形
を
振
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
宛
先
両
替
商
の
預
金
口
座
か
ら
そ
の
金
額
を
引
き
落
と
す
と
い
う
意

味
で
慣
例
的
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
貨
幣
を
受
け
取
っ
た
り
預
か
っ
た
り
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
新

保
博
前
掲
「
徳
川
時
代
の
信
用
制
度
に
つ
い
て
の
一
試
論

両
替
商
金
融
を
中
心
と
し
て
」
が
、
振
出
手
形
に
「
右
之
通
慥
ニ
請
取
」
と
い
う
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文
言
が
あ
る
の
は
お
か
し
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
も
誤
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

４
）

作
道
氏
み
ず
か
ら
が
、
同
氏
の
一
九
七
一
年
刊
行
の
著
作
『
近
世
封
建
社
会
の
貨
幣
金
融
構
造
』（
塙
書
房
）

六
頁
で
、
自
説
を
繰
り
返

し
て
い
る
し
、
岩
橋
勝
「
近
世
の
貨
幣
・
信
用
」（
桜
井
英
治
・
中
西
聡
編
『
新
体
系
日
本
史
一
二

流
通
経
済
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇

二
年
）
も
、
依
然
と
し
て
一
九
六
一
年
刊
行
の
作
道
前
掲
書
に
依
拠
し
た
叙
述
を
行
っ
て
い
る
。

５
）

貝

市
民
図
書
館
寄
託
廣
海
家
文
書
Ａ
一
〇
〇

６
）
『
干
鰯
仕
切
帳

文
久
二
年
』（
廣
海
家
文
書
Ｙ
〇
〇
四
）、『
穀
物
仕
切
帳
』（
同
Ｙ
〇
一
六
）

７
）

廣
海
家
文
書
Ｄ
〇
〇
二

三
九
七

８
）

廣
海
家
文
書
Ａ
一
六
四

９
）

廣
海
家
文
書
Ｄ
〇
〇
二

三
六
七

10
）

廣
海
家
文
書
Ｐ
〇
五

一

11
）
『
万
覚
帳

明
治
五
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
七
〇
）。

12
）

廣
海
家
文
書
Ｖ
〇
〇
九

二

一
四
三

13
）

廣
海
家
文
書
Ｖ
〇
〇
九

二

一
四
七

14
）
『
万
覚
帳

明
治
九
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
七
二
）。

15
）
『
金
銀
入
払
帳

文
久
三
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
一
五
）、『
金
銀
取
渡
通

文
久
三
年
』（
同
Ｚ
Ｂ
〇
一
七

三
）。
銀
札
の
中
身
は
個
々
に

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
四
月
七
日
に
受
け
取
っ
た
一
六
貫
目
は
「
伯
太
札
」
と
あ
り
伯
太
藩
札
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

16
）

廣
海
家
文
書
Ｄ
〇
〇
二

六

一
五
一

17
）

廣
海
家
文
書
Ｐ
〇
六
〇

四

18
）

廣
海
家
文
書
Ｐ
〇
六
〇

五

五
七

19
）
『
万
覚
帳

明
治
五
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
七
〇
）。
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20
）

前
掲
『
両
替
商
沿
革
史
』（
黒
羽
兵
治
郎
編
『
大
阪
商
業
史
料
集
成
』
第
三
輯
）
一
一
六

一
一
七
頁
。
米
喜
と
炭
彦
は
、
前
掲
第
２
表
に
よ

れ
ば
、
両
替
商
ラ
ン
キ
ン
グ
で
そ
れ
ぞ
れ
小
結
、
関
脇
で
あ
っ
た
。

21
）

九
二
年
当
時
の
大
阪
長
者
番
付
（
大
阪
市
編
前
掲
『
明
治
大
正
大
阪
市
史
』

頁
）
参
照
。

22
）

宮
本
又
次
「
北
風
家
」、
中
部
よ
し
子
「
北
風
正
造
」（
国
史
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
四
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九

四

年
）。
も
っ
と
も
、
一

〇
年
の
兵
庫
港
肥
料
移
入
一
五
万
五
〇
〇
〇
石
の
う
ち
、
北
風
荘
右
衛
門
の
扱
い
は
三
万
三
四
〇
〇
石
で
、
岩
田

正
吉
の
三
万
四
三
〇
〇
石
に
次
ぐ
第
二
位
で
あ
る
（
開
拓
使
蔵
版
『
西
南
諸
港
報
告
書
』
一

二
年
、
九
三
二
頁
）。
こ
れ
は
、
当
時
六
〇

〇
〇
石
前
後
の
貝
塚
廣
海
家
肥
料
扱
い
量
（
中
西
聡
『
近
世
・
近
代
日
本
の
市
場
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九

年
、
二
七
九
頁
）
の

約
五
倍
で
あ
る
。
な
お
、
一

九
一
年
五
月
の
調
べ
で
は
、
北
風
正
造
は
兵
庫
鍛
冶
屋
町
で
米
穀
肥
料
委
託
委
託
問
屋
を
営
ん
で
い
る
（
前
掲

『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』）
が
、
そ
れ
も
正
造
が
九
五
年
（
明
治
二

）
一
二
月
五
日
に
死
去
す
る
と
閉
店
し
た
よ
う
で
あ
る
。

23
）

廣
海
家
文
書
Ｐ
〇
六
〇

一
〇

七
四

24
）
『
手
形
帳
（
嘉
永
三
年

文
久
二
年
）』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
〇
〇
）。

25
）

廣
海
家
文
書
Ｐ
〇
五
一

二

二
七
一
。
辰
半
も
「
当
春
者
江
戸
為
登
金
等
も
無
之
実
ニ
困
リ
入
候
得
共
」
と
、
江
戸
か
ら
の
酒
代
金
が
回
収

で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
が
、
重
ね
て
の
依
頼
な
の
で
、
同
年
四
月
限
り
「
利
月
一
歩
定
」（
年
一
二
％
）
の
利
息
で
融
資
に
応
じ
て
い
る
。

26
）

廣
海
家
文
書
Ｐ
〇
五
九

三
九

二
一
五
。
こ
の
場
合
は
、「
壱
半
ぶ
」（
年
一

％
）
の
利
息
で
あ
っ
た
（
同
Ｐ
〇
五
九

三
九

二
〇
五
）。

27
）
『
万
覚
帳

明
治
四
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
七
四
）。

28
）

中
川
す
が
ね
前
掲
「
大
坂
本
両
替
仲
間
の
組
織
と
機
能
」
も
、
大
坂
両
替
商
宛
て
の
振
手
形
の
通
用
範
囲
は
「
同
時
に
大
坂
本
両
替
仲
間
の

得
意
先
が
多
く
存
在
し
た
大
坂
の
商
業
圏
で
あ
っ
た
」（
一
七
二
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
大
坂
湾
岸
に
お
け
る
米
穀
取
引
史
に
つ
い
て
は
、

本
城
正
徳
『
幕
藩
制
社
会
の
展
開
と
米
穀
市
場
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）、
魚
肥
取
引
史
に
つ
い
て
は
、
中
西
聡
前
掲
『
近
世
・

近
代
日
本
の
市
場
構
造
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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２

戊
辰
戦
争
後
の
両
替
商
の
破
綻
と
廣
海
家

幕
末
段
階
で
見
ら
れ
た
こ
う
し
た
手
形
市
場
の
中
心
を
な
す
大
坂
両
替
商
は
、
戊
辰
戦
争
以
降
の
政
治
的
・
経
済
的
変
動
の
波
に
巻
き
込

ま
れ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
。
廣
海
家
の
場
合
は
、
幕
末
に
最
大
の
取
引
相
手
で
あ
っ
た
大
坂
の
両
替
商
米
屋
三
十
郎
が
、
一

六

年

（
明
治
元
）
の
銀
目
停
止
の
さ
い
に
危
機
に
陥
り
、
一
旦
は
何
と
か
乗
り
越
え
た
か
に
見
え
た
も
の
の
一

七
二
年
（
明
治
五
）
に
は
つ
い

に
破
綻
し
た
。
一

六

年
（
明
治
元
）
七
月
一
日
付
け
廣
海
宗
太
郎
宛

１
）

書
状
で
米
屋
三
十
郎
は
、

（
前
略
）
然
者
先
頃
御
取
組
申
上
候
別
証
文
口
九
月
限
御
約
定
ニ
御
座
候
処

其
後
当
所
金
相
庭
御
停
止
ニ
相
成
不
融
通
之
折
柄
度
々
御
用
金
篤

被
仰
出
候
付
猶
更
融
通
不
繰
合
せ
相
成
申
候
次
第
ニ
付

別
証
銀
限
月
ニ
不
抱
御
手
元
御
と
り
合
次
第
何
時
ニ
而
も
御
返
済
被
下
候
ハ
ハ
請
取

可
申
候
間

可
然
御
実
行
可
被
成
下
候
否
哉
い
つ
れ
御
返
書
奉
願
上
候

と
廣
海
へ
の
貸
金
の
期
限
前
返
済
を
求
め
て
お
り
、
七
月
九
日
に
も
返
事
の
催
促
を
行
っ
て
い
る
。
余
程
資
金
繰
り
が
苦
し
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
後
、
米
屋
三
十
郎
店
は
小
康
状
態
を
保
っ
た
か
に
見
え
た
が
、
七
二
年
（
明
治
五
年
）
一
月
に
は
遂
に
行
き
詰
ま
っ
た
よ
う
で
、

一
月
二
九
日
付
け
の
貝

廣
海
店
か
ら
出
張
先
の
「
旦
那
様
」
へ
宛
て
た

２
）

書
状
に
は
、「
米
三
殿
一
件
委
細
ニ
為
御
知
被
下
大
ニ
奉
驚
入
候
、

右
ニ
付
御
心
痛
之
程
幾
重
ニ
も
御
察
奉
申
上
候
」
と
あ
る
。
廣
海
は
大
坂
の
米
屋
を
訪
ね
て
取
立
て
を
委
託
し
た
手
形
代
金
の
請
求
を
し
た

と
こ
ろ
少
し
待
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
が
、
米
屋
に
よ
れ
ば
「
取
入
方
見
込
通
り
ニ
も
不
参
」
と
い
う
こ

３
）

と
で
、
結
局
二
月
一
七
日
に
廣
海

へ
の
債
務
六
〇
〇
両
を
年
賦
返
済
さ
せ
る
こ
と
に
な

４
）

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
両
替
商

池
重
太
郎
の
場
合
は
、
銀
目
廃
止
の
時
も
冷
静
に
乗
り
切
っ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
一

六

年
（
明
治
元
）

六
月
二
十
日
付
け
の
廣
海
店
宛
て
の

５
）

書
状
で

池
重
太
郎
は
次
ぎ
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
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（
前
略
）
然
者
先
達
よ
り
御
触
出
ニ
相
成
候
通
り
銀
目
御
廃
止
ニ
相
成
金
相
場
も
相
立
申
義
出
来
不
申
銀
手
形
振
合
出
来
不
申
ニ
付

是
迄
銀
目

之
分
先
月
九
日
仕
舞
相
場
を
以
金
ニ
引
直
し
金
札
ニ
而
相
渡
申
義
ニ
相
成
候
間
通
帳
一
応
差
引
仕
度
候
間

早
々
為
御
登
被
成
下
度
此
段
願
上

候

已
来
金
手
形
ニ
而
振
出
可
被
成
下
候

尤
正
金
御
入
金
之
分
者
正
金
ニ
而
御
渡
可
申
上
候

其
余
者
金
札
渡
ニ
相
成
候
間
此
段
も
御
心
得

置
可
被
成
下
候

先
者
右
之
段
申
上
度
如
斯
御
座
候

草
々
已
上

要
す
る
に
、
銀
目
廃
止
に
な
っ
た
の
で
今
後
は
金
手
形
の
形
で
振
り
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
事
務
的
な
通
知
で
あ
り
、
米
屋
三
十
郎
の
よ

う
に
「
不
融
通
」
で
困
っ
た
と
い
う
素
振
り
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
両
替
商
の
信
用
が
急
落
し
、
一
時
的
に
信
用
取

引
が
姿
を
消
そ
う
と
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。

事
情
は
大
坂
市
外
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
例
え
ば
堺
の
具
足
屋
半
兵
衛
（
具
半
）
は
、
一

六

年
（
明
治
元
）
六
月
一
一
日
付
け

の
廣
海
宛
て

６
）

書
状
に
お
い
て
、「
此
度
御
承
知
之
通
銀
目
御
停
止
ニ
付
御
通
表
預
り
銀
金
建
ニ
仕
替
可
差
上
申
候

実
以
銀
用
通
不
相
成
候

而
者
御
同
様
困
入
申
候

尚
以
来
不
相
変
御
用
向
之
程
宜
御
頼
申
上
候
」
と
、
銀
目
廃
止
に
伴
う
困
難
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
一

世

紀
初
頭
か
ら
堺
で
両
替
商
を
営
ん
で
き
た
具
半
は
、
一
七
六
六
年
（
安
永
五
）
に
同
店
か
ら
独
立
し
て
両
替
商
を
開
始
し
た
具
足
屋
孫
兵
衛

（
具
孫
）
と
と
も
に
、
大
坂
両
替
商
近
江
屋
半
左
衛
門＝

半
次
郎
（
近
半
）
を
「
上
両
替
商
」
と
し
て
日
常
取
引
を
し
て
い
た
た
め
、
そ
の

近
半
が
前
述
の
よ
う
に
維
新
の
動
乱
に
さ
い
し
て
閉
店
し
た
影
響
で
、
こ
の
年
限
り
で
閉
店
を
余
儀
な
く
さ

７
）

れ
た
。

こ
う
し
て
廣
海
家
の
場
合
も
、
前
掲
第
６
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
幕
末
に
は
仕
入
れ
代
金
の
三
〇
な
い
し
五
〇
％
台
が
手
形
に
よ
っ
て
支

払
わ
れ
て
い
た
の
が
、
一

六
九
年
（
明
治
二
）
に
は
手
形
の
比
重
は
二
〇
％
台
へ
と
減
少
し
た
。
し
か
し
、
七
二
年
（
明
治
五
）、
七
五

年
（
明
治

）
に
か
け
て
手
形
取
引
の
比
重
は
再
び
上
昇
し
、
仕
入
代
金
の
六
〇
％
前
後
と
い
う
幕
末
を
む
し
ろ
上
回
る
水
準
に
戻
っ
て
い

る
。
一

七
三
年
（
明
治
六
）
の
場
合
を
、
第
８
表
に
よ
っ
て
見
る
と
、
六
月
、
七
月
と
多
額
仕
入
れ
代
金
が
大
坂
の
両
替
商
井
上
重
太
郎
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宛
て
の
手
形
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
て
お
り
、
同
年
六
月
一
日
か
ら
の

印
紙
税
導
入
の
影
響
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
一

七
三
年
（
明
治

六
）
六
月
一
日
付
け
で
大
坂
の
井
上
重
太
郎
が
貝

の
廣
海
惣
太
郎

に
宛
て
て
送
っ
た

８
）

書
状
を
引
用
し
よ
う
。

（
前
略
）
此
度
金
子
出
入
ニ
付
而
者

張
紙
可
仕
候
様
被
仰
出
候

右
ニ
付
御
振
手
形
ハ
金
高
多
少
ニ
不
拘
壱
銭
之
御
張
紙
被
下
度
奉

願
上
候

余
者
御
布
令
之
通
御
承
引
可
被
下
候
右
得
御
意
奉
申
上

度
如
斯
御
座
候

以
上

六
月
一
日

大
坂
今
橋
四
丁
目

井
上
重
太
郎

泉
州
貝廣

海
惣
太
郎
様

「
張
紙
」
を
す
る
よ
う
に
と
の
政
府
の
命
令
な
の
で
、「
一
銭
之
御

張
紙
被
下
度
」
と
淡
々
と
記
す
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
印
紙
の

こ
と
を
張
紙
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
先
に
引
用
し
た
書
状
に
も
あ
っ

た
よ
う
に
大
坂
で
は
手
形
の
こ
と
を
印
紙
と
呼
ぶ
習
慣
が
あ
っ
た
の

第８表 廣海家の井上重太郎宛手形振出 (1873年・明治６)

月 金 額 回数 振 出 し 先 ( )は回数

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

1,843.4263

6,139.5086

665.7233

2,427.7233

3,907.7518

9,899.3027

3,045.―

245.―

2,520.―

6,879.3596

12,373.9269

4

9

1

4

2

9

3

1

4

7

11

河仁、天神丸（２)、神力丸

神力丸（２)、天神丸（３)、神栄丸、木谷伊助

河仁、白藤嘉助（大坂うつぼ、〆粕)

住吉丸

住吉丸（２)、太神丸、木谷伊助（大坂堀之口、南部大豆)

金晴丸、辰与（辰与平)

太神丸（３）、神通丸（３）、松尾丸（３）

辰与（１）、辰半（２）（辰半右衛門、播州鳴屋、米穀）

掟蔵（１）

天神丸（２）、山内半兵衛（大坂うつぼ、南部粕）（２）

富栄丸（２）、明利丸（１）、辻本徳平（堺、鯡粕）

岸本五兵衛（大坂幸町、鯡粕）、大萬、㐂宝丸

㐂宝丸（６）、太神丸、天神丸、富栄丸、

佐久間宗兵衛（兵庫、南部粕）、岡本

計 49,946.7225 55

円

出所)『萬覚帳（明治６）』(A164)。
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で
、
そ
れ
と
は
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
廣
海
家
で
は
早
速
印
紙
を
購
入
し
、
振
出
手
形
に
張
り
付
け
た
。
七
三
年
六
月
九
日
付
け
で

太
神
丸
専
治
郎
が
大
坂
か
ら
送
っ
て
き
た
次
ぎ
の

９
）

書
状
は
、
そ
の
点
を
明
示
し
て
い
る
。

（
前
略
）
御
用
繁
之
御
中
よ
り
早
速
御
手
形
弐
通
印
紙
御
張
付
被
送
下
難
有
慥
ニ
入
手
仕
候
此
段
御
厚
礼
奉
申
上
候

先
ハ
御
答
迄
申
上
度
余
重

便
可
申
上
候
（
後
略
）

六
月
九
日

太
神
丸
専
治
郎

廣
海
宗
太
郎
様

又
七
様

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
手
形
と
い
う
の
は
、『
萬
覚
帳

明
治
六
年
』
の
井
上
重
太
郎
欄
の
五
月
二
〇
日
の
と
こ
ろ
に
記
さ
れ
て
い
る

「
六
月
三
十
日
渡

入
金
四
百
両

太
神
丸
振
出
し
」
の
手
形
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
振
出
日
は
五
月
で
あ
る
が
、
井
上
か
ら
の
現
金
渡

し
の
期
日
が
六
月
に
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
印
紙
税
の
規
則
が
適
用
さ
れ
る
と
判
断
し
て
張
り
付
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
大
坂
周
辺
で
は
、
手
形
の
利
用
は
慣
習
と
し
て
定
着
し
て
い
た
た
め
、
印
紙
の
貼
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
も
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
現
金
取
引
に
戻
る
余
地
は
な
く
、
取
引
に
さ
い
し
て
手
形
や
証
書
に
は
印
紙
を
貼
付
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
阪
府
権
知
事
渡
邉
昇

も
、
印
紙
税
に
つ
い
て
の
太
政
官
布
告
第
五
十
六
号
と
第
百
五
十
五
号
を
布
達
す
る
さ
い
に
、「
被
仰
出
候
間
管
内
無
洩
相
達
ス
ル
者
也
」

と
述
べ
た
だ
け
で
、
京
都
の
よ
う
に
両
替
屋
や
呉
服
屋
を
名
指
し
し
て
周
知
徹
底
に
努
め
る
よ
う
戸
長
に
命
じ
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
五
月
二
十
七
日
に
は
、
印
紙
税
の
こ
と
は
「
是
迄
見
ナ
レ
聞
ナ
レ
サ
ル
事
故
小
前
末
々
ニ
至
リ
テ
ハ
取
扱
方
容
易
ニ
会
得
ナ
シ
難

キ
事
モ
可
有
之
」
と
し
て
大
蔵
省
作
成
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
印
紙
界
紙
用
ヒ
方
心
得
」
を
布
令
第
百

十

号
と
し
て
配
布
し
て
お
り
、

維新期大坂の手形市場（石井）
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そ
の
点
で
は
同
様
な
心
得
書
を
必
要
な
ら
ば
書
店
で
購
入
せ
よ
と
し
た
京
都
府
よ
り
も
周
知
徹
底
に
努
力
し
て

10
）

い
る
。
こ
う
し
た
官
民
双
方

の
態
度
に
、
京
都
と
異
な
る
大
坂
の
手
形
市
場
の
先
進
性
が
反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
貝

の
場
合
は
当
時
は
堺
県
に
属
し
て

い
た
が
、
廣
海
家
文
書
の
中
に
、
印
紙
税
に
つ
い
て
の
二
つ
の
太
政
官
布
告
を
伝
え
る
堺
県
庁
の
「
布
令
之
写
」
を
筆
写
し
た
も
の
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
個
々
の
手
形
利
用
者
に
ま
で
印
紙
税
の
内
容
が
周
知
徹
底
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で

11
）

あ
る
。

１
）

廣
海
家
文
書
Ｐ
〇
六
〇

九

二
、
Ｐ
〇
六
〇

九

三

２
）

廣
海
家
文
書
Ｐ
〇
六
〇

五

七
一

３
）

廣
海
家
文
書
Ｐ
〇
六
〇

五

七
七
、
Ｐ
六
〇

五

二
。
七
一
年
（
明
治
四
）
四
月
七
日
付
け
の
米
屋
三
十
郎
店
甚
七
の
廣
海
宛
書
状
（
廣

海
家
文
書
Ｐ
〇
六
〇

六

一
四

）
は
、「
請
取
方
之
分
弥
々
御
公
辺
之
仕
事
ニ
相
成
候
」
と
、
米
三
か
ら
の
不
良
債
権
の
回
収
が
訴
訟
に
持

ち
込
ま
れ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。

４
）
『
万
覚
帳

明
治
五
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
七
〇
）。
な
お
、
脇
田
修
・
中
川
す
が
ね
編
『
幕
末
維
新
大
阪
町
人
記
録
』（
清
文
堂
出
版
、
一

九
九
四
年
）
に
よ
る
と
、
一

六
五
年
（
慶
応
元
）
四
月
の
平
野
屋
武
兵
衛
の
日
記
に
、「
昨
年
来
諸
寺
院
町
家
と
も
御
出
張
所
ミ
な
ミ
な
ば

く
ゑ
き
所
と
相
成
り
、
町
中
夫
是
身
上
宜
敷
も
の
女
房
ま
で
集
り
有
之
候
と
こ
ろ
、
京
橋
四
丁
目
米
屋
三
十
郎
手
代
佐
兵
衛
ト
申
も
の
、
二
十

四
才
に
て
、
此
節
右
ば
く
ゑ
き

ニ
米
相
庭
等
、
主
人
店
方
印
形
盗
出
し
候
て
、
都
合
千
七
百
四
拾
三
両
壱
分
余
遣
ひ
は
た
し
、
獄
門
に
相
成

候
事
」
と
あ
り
、
当
時
の
米
屋
三
十
郎
家
の
経
営
規
律
が
弛
緩
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

５
）

廣
海
家
文
書
Ｐ
〇
六
〇

九

七
九

６
）

廣
海
家
文
書
Ｐ
〇
六
〇

九

七

７
）

具
足
屋
一
門
に
つ
い
て
は
、「
具
足
屋
半
兵
衛
発
端
」「
具
足
屋
孫
兵
衛
系
譜
」「
具
足
屋
由
来
記
」「
安
政
二
年
二
月

励
之
魁
」（＝

堺
商

人
一
覧
）（
楠
啓
次
郎
氏
所
蔵
）
に
よ
る
。
具
足
屋
長
兵
衛
の
子
孫
で
あ
る
楠
啓
次
郎
氏
か
ら
は
、
諸
史
料
を
見
せ
て
頂
い
た
上
、
貴
重
な
お
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話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
。
な
お
、『
万
覚
帳

明
治
二
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
三
九
）
の
「
具
足
屋
半
兵
衛
殿
」
の
欄

に
は
、
前
年
末
の
僅
か
な
貸
借
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
年
内
の
出
入
り
は
な
く
、
廣
海
家
と
具
半
と
の
取
引
は
一

六

年
限
り
で
消
滅
し

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

８
）

廣
海
家
文
書
Ｄ
〇
〇
二

九
二

９
）

廣
海
家
文
書
Ｄ
〇
〇
二

一
一

10
）
『
大
阪
府

布
告
及
布
達

明
治
六
年
』（
大

阪
府
文
書
館
所
蔵
）。

11
）

廣
海
家
文
書
Ｚ
Ｂ
〇
〇

３

手
形
の
受
取
と
地
元
両
替
商
と
の
取
引

廣
海
家
の
決
済
に
お
い
て
は
、
仕
入
れ
だ
け
で
な

く
販
売
に
さ
い
し
て
も
手
形
が
利
用
さ
れ
た
。
同
家

で
は
米
穀
・
肥
料
代
金
を
手
形
に
よ
っ
て
受
け
取
る

こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
手
形
を
取
引
先
の
貝

・

堺
の
両
替
商
に
預
け
入
れ
た
。
第
９
表
は
、
一

六

〇
年
（
万
延
元
）
に
お
け
る
地
元
両
替
商
と
の
取
引

の
全
容
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
表
に
示
さ
れ
た
貝

の
両
替
商
小
間
物
屋
孫
治

郎
へ
の
預
入
金
二
五

貫
匁
（＝

三
五
六
四
両
）、

入

金

第９表 廣海家の地元両替商との取引
（1860年・万延元）

出所) 『萬覚帳(安政７年)』(A168)。

備考) ⑴合計にさいしては、両表示を貝塚は１両＝72.5匁。堺は１

両＝77匁で銀換算した。

⑵( )はそれぞれの出金計ないし入金計に対する百分比。

具足屋半兵衛(堺)

542.809(100.0)

105.977 (19.5)

1,927.0.0 (27.3)

254.356 (46.9)

41.919 (7.7)

3,201.3.0 (45.4)

288.454 (53.1)

44

6.556

518.167(100.0)

33.533 (6.5)

2,177.0.0 (32.4)

201.162 (38.8)

79.508 (15.3)

3,084.1.2 (45.8)

317.005 (61.2)

22

14.409

小間物屋孫治郎(貝塚)

258.408(100.0)

82.677 (32.0)

108.0.0 (3.0)

90.507 (35.0)

140.242 (54.3)

381.2.0 (10.7)

167.900 (65.0)

51

3.292

255.250(100.0)

140.531 (55.1)

589.2.0 (16.7)

183.270 (71.8)

64.730 (25.4)

100.0.0 (2.8)

71.980 (28.2)

9

7.998

銀(貫匁)

金(両分)

計(貫匁)

銀(貫匁)

金(両分)

計(貫匁)

枚数

１枚当り

銀(貫匁)

金(両分)

計(貫匁)

銀(貫匁)

金(両分)

計(貫匁)

枚数

１枚当り

合計(貫匁)

現

金

手

形

合計(貫匁)

現

金

手

形

取 引 先

出

金
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堺
の
両
替
商
具
足
屋
半
兵
衛
へ
の
預
入
金
五
四
三
貫
匁
（＝

七
〇

四
九
両
）
は
、
こ
の
年
の
廣
海
家
の
推
定
約
四
万
両
に
達
す
る
取

引
金
額
の
四
分
の
一
程
度
に
過
ぎ
な
い
が
、
預
入
金
の
そ
れ
ぞ
れ

過
半
が
手
形
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

堺
の
具
足
屋
半
兵
衛
と
の
取
引
は
、
廣
海
の
米
穀
・
肥
料
仕
入
れ

に
か
か
わ
る
も
の
が
多
い
が
、
貝

の
小
間
物
屋
と
の
取
引
は
米

穀
・
肥
料
販
売
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
販
売
先
の
仲
買
・
小
売

か
ら
代
金
を
同
じ
小
間
物
屋
宛
て
の
振
出
手
形
で
支
払
っ
て
く
る

ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
そ
の
手
形
を
廣
海
が
小
間
物
屋
に
預
入＝

出
金

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
廣
海
が
受

け
取
っ
た
手
形
の
振
出
人
に
つ
い
て
ま
と
め
た
の
が
第
10
表
で
あ

る
。史

料
上
の
制
約
か
ら
肥
料
販
売
を
中
心
と
し
た
把
握
に
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た
五
名
に
つ
い
て
は
、
平
均
し
て
一
七
・
五
％
の
代
金
を
振
出
手
形
に
よ
っ
て
支
払
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明

す
る
。
必
ず
し
も
高
い
数
値
で
は
な
い
が
、
中
に
は
支
払
の
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
を
手
形
で
支
払
う
者
も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
坂

周
辺
の
貝

の
よ
う
な
地
域
で
も
手
形
の
使
用
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で
注
目
に
値
し
よ
う
。

興
味
深
い
の
は
明
治
初
年
に
も
そ
う
し
た
手
形
決
済
が
か
な
り
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
11
表
に
よ
っ
て
一

七
五
年

（
明
治

）
段
階
の
様
子
を
一
瞥
す
る
と
、
廣
海
家
は
米
穀
・
肥
料
の
販
売
代
金
の
一
部
を
貝

町
の
古
く
か
ら
の
取
引
先
両
替
商
の
小
間

第10表 廣海家の受取手形の振出人
（1860年・万延元） (貫匁)

出所)『萬覚帳（安政７年）』（A168）、『干鰯売留帳（安政７年）』

（A048）、『穀物売留帳（安政７年）』（B027）。

備考) ⑴廣海家が受け取った後、小間物屋孫治郎へ預けた手形のみ表

示。

⑵両表示のものは１両＝72.5匁で銀換算した。

⑶＊1には穀物代119貫372匁、＊2にも同25貫505匁を含む。肥

料だけの販売額合計は1,428貫877匁。穀物販売額合計は史料

が虫喰いのため集計できなかった。

⑷その他の振出人は肥料を販売した形跡がない。

⑸Aには前年度販売分、Bには翌年初支払分を若干含む。

A/B

32.2

16.0

9.7

58.4

8.8

17.5

―

…

肥料販売額・B

125.499

166.698

202.413

15.612

75.649

585.871

987.883

1,573.754

金額・A(枚数)

40.423(12)

26.595(10)

19.669 (4)

9.115 (6)

6.668 (5)

102.470(37)

65.430(14)

167.900(51)

振 出 人

布屋七郎右衛門

市 場 屋 藤 七

布 屋 多 三 郎

富久次郎兵衛

布 屋 清 兵 衛

小 計

そ の 他 ８ 名

合 計
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物
屋
信
貴
（
し
ぎ
）
孫
次
郎
と
新
し
い
取
引
先
両
替
商
の
藤
井
専
六
に
預
け
て
い
る
が
、
現
金
を
預
け
る
よ
り
も
入
手
し
た
手
形
を
預
け
て

い
る
場
合
の
方
が
多
く
、
二
軒
の
両
替
商
平
均
で
預
入＝

出
金
の
三
分
の
二
が
手
形
な
の
で

１
）

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
同
年
の
九
万
円
近
い
取
引

額
に
対
し
て
は
ほ
ん
の
一
部
分
し
か
こ
こ
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
販
売
代
金
の
手
形
で
の
受
取
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
幕
末
以
来
の
貝

地
域
で
の
手
形
取
引
の
広
が
り
の
持
続
性
を
示
す
も
の
と
し
て
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
は
、
廣
海
が
地

元
で
の
「
瀬
取
賃
」（
積
荷
を
親
船
か
ら
小
船
に
移
し
陸
揚
げ
す
る
費
用
）
の
支
払
い
を
、
地
元
両
替
商
宛
て
の
手
形
を
振
り
出
し
て
支
払

っ
て
い
る
こ
と
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。

１
）

手
形
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
る
と
殆
ど
が
米
代
ま
た
は
〆

粕
代
で
あ
る
（『
入
払
帳

明
治

年
』
廣
海
家
文
書
Ａ
一
四
六
）

４

大
坂
送
金
に
お
け
る
手
形
利
用
の
推
移

た
だ
し
、
貝

周
辺
で
の
決
済
だ
け
で
な
く
、
貝

か
ら
大
坂
へ
の
送

金
に
つ
い
て
ま
で
視
野
を
広
げ
る
と
、
幕
末
維
新
期
に
は
手
形
流
通
の
あ

り
方
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
先
に
廣
海
家
が
、
肥
料
や
米
穀
の
仕
入
れ
代
金
を
大
坂
や
堺
の
両
替

商
宛
て
の
振
出
手
形
に
よ
っ
て
支
払
っ
て
い
た
こ
と
を
検
討
し
た
が
、
そ

れ
ら
の
両
替
商
へ
の
送
金
を
廣
海
家
が
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
か
が
問

題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
金
を
大
坂
ま
で
持
参
し
た
こ
と
も
無

取引先

第11表 廣海家の地元両替商との取引
（1875年・明治８）

出所)『萬覚帳（明治８年）』（A143）。

備考) ⑴合計にさいしては貫文表示分を１円＝12貫600文で円換算

した。

⑵( )はそれぞれの出金計ないし入金計に対する百分比。

4,704円9524(100.0)

4,185円0000 (88.9)

251貫400文 (0.4)

500円0000 (10.6)

1

500円

9,749円2604(100.0)

8,176円7723 (83.9)

3,430貫116文 (2.8)

1,300円2567 (13.3)

11

118円

合計(円)

現金(円)

同(貫文)

手形(円)

枚 数

１枚当り

入

金

4,714円0729(100.0)

910円9000 (19.3)

261貫650文 (0.4)

3,782円4327 (80.2)

27

140円

9,389円2605(100.0)

3,806円7875 (40.5)

4,412貫648文 (3.7)

5,232円2628 (55.7)

25

209円

合計(円)

現金(円)

同(貫文)

手形(円)

枚 数

１枚当り

出

金

藤井専六(貝塚)信貴孫次郎(貝塚)

維新期大坂の手形市場（石井）
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論
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
に
手
形
に
よ
る
送
金
と
、
他
の
取
引
先
商
人
や
両
替
商
を
介
し
て
の
振
込
み
と
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
手
形
に
よ
る
送

金
に
つ
い
て
は
、
一

六
六
年
（
慶
応
二
）
正
月
に
大
坂
の
両
替
商
米
屋
三
十
郎
店
が
廣
海
に
差
し
出
し
た

１
）

書
状
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。（

前
略
）
然
者
御
廻
り
手
形
御
入
金
被
成
下
慥
ニ
入
手
記
帳
仕
候

則
別
紙
請
取
書
封
中
差
上
申
候
間
御
改
御
入
手
可
被
下
候

且
又
御
振
出
し

手
形
御
案
内
被
成
下
委
細
承
知
仕
候

則
御
手
形
相
廻
り
候
得
者
無
相
違
渡
し
方
仕
候
間
此
段
御
安
気
可
被
成
下
候

先
者
右
之
段
御
請
申
上

度
如
斯
御
座
候

草
々
以
上

正
月
十
四
日

米
屋
三
十
郎
店

廣
海
惣
太
郎
様

こ
こ
に
は
「
御
廻
り
手
形
」
と
「
御
振
出
し
手
形
」
と
い
う
二
種
類
の
手
形
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
後
者
の
「
御
振
出
し

手
形
」
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
仕
入
れ
代
金
の
決
済
の
た
め
に
廣
海
家
が
振
り
出
し
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、
正
月
十
四
日
に
「
か
と

治
船
へ
ふ
り
出
し
」
た
米
屋
三
十
郎
宛
て
の
「
六
百
九
十
弐
両
弐
分
」
の
手
形
を
指
し
て
お
り
、
米
屋
は
そ
の
手
形
が
「
相
廻
り
候
」
場
合

に
は
間
違
い
な
く
支
払
う
と
約
束
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
前
者
の
「
御
廻
り
手
形
」
と
い
う
の
は
、
廣
海
家
が
米
屋
三
十
郎
に
送
金
の

た
め
に
送
っ
た
手
形
の
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
、
正
月
十
四
日
に
廣
海
家
か
ら
米
屋
に
送
っ
た
「
三
百
七
十
五
両
」
の
「
小
孫
小
彦
手
」

（
貝

の
両
替
商
小
間
物
屋
孫
次
郎
か
ら
大
坂
の
両
替
商
小
橋
屋
彦
九
郎
に
宛
て
た
手
形
）
を
指
し
て

２
）

お
り
、
米
屋
は
確
か
に
入
手
し
て
記

帳
し
た
旨
を
報
告
し
て
い
る
。

同
年
三
月
の
米
屋
三
十
郎
の

３
）

書
状
は
、
堺
の
両
替
商
具
足
屋
半
兵
衛
を
介
す
る
廣
海
家
か
ら
米
屋
三
十
郎
へ
の
振
込
み
送
金
に
つ
い
て
、
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次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
前
略
）
具
半
殿
よ
り
貴
家
様
へ
入
金
有
之
候
得
者
御
知
セ
申
上
候
旨
御
申
越
被
成
下
承
知
仕
候

尤
入
金
有
之
次
第
ニ
御
注
進
可
仕
候
ハ
ハ
宜

敷
御
承
引
可
被
成
候

先
者
御
請
申
上
候
付

草
々

三
月
二
十
三
日

米
屋
三
十
郎

廣
海
惣
太
郎
様

こ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、
三
月
二
十
二
日
付
け
で
、「
二
百
五
十
両
」
を
米
屋
に
対
し
て
「
具
半
殿
よ
り
ふ
り
込
」

４
）

ん
だ
と
い
う
廣
海
か

ら
の
連
絡
を
受
け
た
米
屋
が
承
知
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
た
も
の
で
、
実
際
に
入
金
が
あ
っ
た
ら
改
め
て
連
絡
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
場

合
、
廣
海
で
は
三
月
二
十
日
に
堺
の
草
部
屋
長
左
衛
門
か
ら
支
払
わ
れ
た
南
部
大
豆
代
金
二
百
五
十
両
に
つ
い
て
、「
具
半
へ
付
替
」
と
記

録
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
金
が
具
足
屋
半
兵
衛
を
介
し
て
さ
ら
に
米
屋
に
送
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
送
金
方
法
の
内
で
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
米
屋
が
「
御
廻
り
手
形
」
と
呼
ん
だ
手
形
に
よ
る
送
金
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

大
坂
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
手
形
流
通
の
特
徴
が
窺
え
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
点
を
若
干
時
期
的
に
遡
っ
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
次

に
引
用
す
る
の
は
、『
金
銀
入
払
帳

文
久

５
）

三
年
』
に
記
さ
れ
た
出
入
記
録
の
一
部
で
あ
る
。

三
月
四
日

入

六
〆
七
百
十
六
匁

木
屋
専
蔵

米
代
之
内
へ

維新期大坂の手形市場（石井）
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角
リ
ふ
り
手
壱
枚

三
月
四
日

出

六
〆
七
百
十
六
匁

角
屋
利
兵
衛

木
専
印
手

同
日

入

七
〆
目

右
同
人

同
人
印

国
弥
手

（
中
略
）

三
月
四
日

出
金

三
百
五
十
両

池
重
太
郎

壱

五

代
二
十

〆
六
百
四
十
七
匁
五
分

但
し

三
百
両

角
リ
印

国
弥

五
十
両

い
つ
さ
印

平
惣

同
日

出
銀

二
十
三
貫
目角

利
印

国
弥

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
廣
海
家
は
木
屋
専
蔵
へ
販
売
し
た
米
の
代
金
と
し
て

六
貫
七
百
十
六
匁
の
貝

両
替
商
角
屋
利
兵
衛
宛
て
の
振
出
手

形
を
受
け
取
り
、
即
日
角
屋
に
預
け
て
い
る
。
角
屋
宛
の
手
形
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
大
坂
に
送
っ
て
も
通
用
し
な
い
た
め
、
廣
海
家
は
同
日

角
屋
に
頼
ん
で
角
屋
振
出
し
の
大
坂
両
替
商
「
国
弥
」（＝

国
分
屋
弥
太
郎
）
宛
て
の
七
貫
目
の
手
形
と
十
六
貫
目
の
手
形
を
、
そ
れ
ぞ
れ
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〇
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
手
数
料
を
払
っ
て
作
っ
て
も

６
）

ら
い
、
そ
れ
を
大
坂
の
両
替
商

池
重
太
郎
に
送
っ
て
い
る
。
大
坂
の
両
替
商
宛
て
の

手
形
な
ら
ば

池
重
太
郎
も
受
け
取
っ
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
い
う
手
間
と
手
数
料
を
か
け
て
も
現
金
輸
送
の
危
険
を
克
服
で
き
る

点
で
手
形
で
の
送
金
は
有
利
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
兵
庫
に
あ
る
肥
料
の
販
売
先
「
い
つ
さ
」（
肥
料
商
和
泉
屋
伊
左
）
の
大
坂
両

替
商
「
平
惣
」（＝

平
野
屋
惣
治
郎
）
宛
て
振
出
手
形
に
つ
い
て
は
、
廣
海
は
「
い
つ
さ
」
に
依
頼
し
て
直
接
に
大
坂
の

池
重
太
郎
へ
送

っ
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
一
つ
、『
金
銀
入
払
帳

慶
応

７
）

弐
年
』
に
記
さ
れ
た
出
入
記
録
の
事
例
を
引
用
し
よ
う
。

七
月
十
一
日

入

九
十
貫
目

い
ず
み
や
弥
兵
衛

南
部
大
豆
代
之
内

い
ず
弥
印

銭
忠

同
日

入

十
五
貫
匁

市
ば
や
藤
七

市
ト
印

か
じ
作

（
中
略
）

七
月
十
二
日

出

百
五
〆

米
屋
三
十
郎

内

九
十
貫
匁

い
ず
弥

銭
忠

十
五
貫
匁

市
ト

か
じ
作

維新期大坂の手形市場（石井）
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こ
の
場
合
は
、
廣
海
家
は
、
大
豆
代
金
九
十
貫
目
を
販
売
先
の
「
い
ず
み
や
弥
兵
衛
」（
兵
庫
の
穀
物
商
和
泉
屋
山
本
弥
兵
衛
）
が
大
坂

両
替
商
「
銭
忠
」（＝

銭
屋
忠
三
郎
）
宛
て
に
振
り
出
し
た
手
形
で
受
け
取
る
と
と
も
に
、
米
穀
な
い
し
肥
料
の
代
金
十
五
貫
目
を
や
は
り

地
元
販
売
先
の
「
市
ト
」＝

「
市
ば
や
藤
七
」（
市
場
屋
藤
七
）
が
み
ず
か
ら
大
坂
両
替
商
「
か
じ
作
」（＝

加
島
屋
作
次
郎
）
宛
て
に
振
り

出
し
た
手
形
で
受
け
取
り
、
翌
日
に
大
坂
両
替
商
米
屋
三
十
郎
に
そ
れ
ら
の
手
形
を
送
っ
た
。
そ
し
て
、
米
三
か
ら
は
、
そ
の
日
に
「
御
入

金
手
形
弐
通
と
も
無
相
違
相
渡
り

８
）

申
候
」
と
い
う
書
状
が
廣
海
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
。
先
に
見
た
場
合
に
は
、
地
元
貝

の
両
替
商
角
屋
な

ど
が
振
り
出
し
た
手
形
が
送
金
に
使
わ
れ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
場
合
は
、
地
元
両
替
商
「
小
孫
」（＝

小
間
物
屋
孫
次
郎
）
の
大
坂
両
替

商
「
小
彦
」（＝

小
橋
屋
彦
九
郎
）
宛
て
の
振
出
手
形
と
並
ん
で
、
兵
庫
の
和
泉
屋
弥
兵
衛
だ
け
で
な
く
地
元
貝

の
市
場
屋
藤
七
の
よ
う

な
商
人
が
直
接
に
大
坂
両
替
商
に
宛
て
た
手
形
が
、
大
坂
へ
の
送
金
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
兵
庫
だ
け
で
な

く
貝

で
も
廣
海
や
市
場
屋
の
よ
う
に
大
坂
両
替
商
と
直
接
取
引
す
る
有
力
商
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
貝

の

廣
海
家
の
周
辺
に
は
、
そ
う
し
た
大
坂
両
替
商
宛
て
の
手
形
を
や
り
取
り
す
る
手
形
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
活
躍
し
て
い
た
。
こ
の
点
の
検
討
は
ま

だ
十
分
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
一

五
五
年
当
時
、
廣
海
家
に
炭
彦
・
米
三
・
河
又
と
い
っ
た
大
坂
両
替
商
宛
て
の
手
形
を
持
ち
こ
ん
で
い

た
油
屋
清
兵
衛
の
ご
と
き
存
在
は
、
貝

ま
で
拡
大
し
た
大
坂
手
形
市
場
を
維
持
す
る
上
で
無
視
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ

９
）

れ
る
。

し
か
し
、
貝

の
廣
海
家
か
ら
大
坂
の
両
替
商
た
ち
へ
の
送
金
が
ど
の
程
度
ま
で
手
形
で
行
わ
れ
る
か
は
、
そ
う
し
た
大
坂
両
替
商
の
取

引
範
囲
の
拡
大
と
は
別
個
の
政
治
的
安
定
や
両
替
商
相
互
の
取
引
網
の
整
備
と
い
っ
た
諸
条
件
に
も
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
幕

末
維
新
期
の
幾
つ
か
の
年
次
に
つ
い
て
、
廣
海
家
か
ら
大
坂
両
替
商
へ
の
送
金
が
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
た
か
を
、
第
12
表
と
し
て
掲
げ

よ
う
。

本
表
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
一

六
〇
年
（
万
延
一
）
当
時
は
、
米
屋
三
十
郎
・

池
重
太
郎
い
ず
れ
に
対
し
て
も
廣
海
か
ら
の
送
金
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第
12表

廣
海
家
か
ら
の
大
坂
両
替
商
へ
の
送
金
形
式

(単
位
：
両
＝
円
、
％
)

出
所
)

『
萬
覚
帳
（
安
政
７
年
）』（

A
168）、『

金
銀
入
払
帳
（
文
久
３
年
）』（

A
115）、『

金
銀
入
払
帳
（
慶
応
２
年
）』（

A
147）、『

萬
覚
帳
（
明
治
２

年
）』（

A
139）、『

萬
覚
帳
（
明
治
４
年
）』（

A
174）、『

萬
覚
帳
（
明
治
５
年
）』（

A
170）、『

萬
覚
帳
（
明
治
８
年
）』（

A
143）。

備
考
)

⑴
両
未
満
は
切
上
げ
な
い
し
切
捨
て
て
あ
る
た
め
、
表
の
計
は
示
し
た
数
値
と
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

⑵
銀
表
示
の
も
の
は
金
換
算
し
た
。
換
算
率
は
1860年

１
両
＝
77匁

、
63年

84匁
、
66年

120匁
。

⑶
1863、

66年
に
あ
る
金
銀
貨
の
引
替
え
分
は
除
外
し
た
。

⑷
摂
州
鳴
尾
（
現
・
西
宮
市
）
の
「
辰
半
」（

辰
馬
半
右
衛
門
）
な
ど
か
ら
の
振
込
に
つ
い
て
は
、
手
形
に
よ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
手

形
欄
に
入
れ
た
。

計

29,969

100.0

30,837

100.0

87,775

100.0

36,576

100.0

29,432

100.0

32,372

100.0

61,760

100.0

手
形

20,105

67.1

16,006

51.9

36,240

41.3

3,436

9.4

5,677

19.3

500

1.5

3,588

5.8

振
込

2,840

9.5

3,733

12.1

15,912

18.1

6,397

17.5

1,533

5.2

2,000

6.2

9,341

15.1 計

現
金

7,024

23.4

11,097

36.0

35,623

40.6

26,743

73.1

22,221

75.5

29,872

92.3

48,831

79.1

計

12,195

100.0

9,600

100.0

8,108

100.0

34,284

100.0

26,409

100.0

32,372

100.0

61,760

100.0

手
形

8,614

70.6

5,144

53.6

3,699

45.6

3,134

9.1

4,677

17.7

500

1.5

3,588

5.8

振
込

1,327

10.9

1,497

15.6

1,764

21.8

6,397

18.7

1,000

3.8

2,000

6.2

9,341

15. 池
重

太
郎

現
金

2,253

18.5

2,959

30.8

2,645

32.6

24,753

72.2

20,731

78.5

29,872

92.3

48,831

79.1

計

17,774

100.0

21,237

100.0

79,667

100.0

2,292

100.0

3,023

100.0－－－－

手
形

11,490

64.6

10,862

51.1

32,541

40.8

302

13.2

1,000

33.1－－－－

振
込

1,513

8.5

2,237

10.5

14,148

17.8－－533

17.6－－－－

米
屋

三
十

郎

現
金

4,771

26.8

8,139

38.3

32,978

41.4

1,990

86.8

1,490

49.3－－－－

1860年

(万
延
１
)

1863年

(文
久
３
)

1866年

(慶
応
２
)

1869年

(明
治
２
)

1871年

(明
治
４
)

1872年

(明
治
５
)

1875年

(明
治
８
)
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の
六
〇
な
い
し
七
〇

が
手
形
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
六
三
年
（
文
久
三
）
か
ら
六
六
年
（
慶
応
二
）
に
か
け
て
は
、
手

形
の
比
率
が
五
〇
％
台
か
ら
四
〇

台
へ
と
低
落
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
六
九
年
（
明
治
二
）
以
降
は
一
〇
％
前
後
と
な
り
、
七
二
年
（
明
治

五
）
か
ら
は
一
〇

ラ
イ
ン
を
切
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事
実
で

10
）

あ
る
。
一

七
一
年
（
明
治
四
）
前
半
に
米
屋
三
十
郎
か
ら
廣
海
に
送
ら
れ

た
次
の
二
通
の

11
）

書
状
は
、
手
形
送
金
が
し
ば
し
ば
失
敗
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

①

前
文
御
高
免
然
者
止
手
形
之
義
被
仰
聞
候
得
共

取
付
方
一
時
ニ
相
成
中
々
難
相
心
得
御
手
元
様
よ
り
早
々
御
取
戻
し
可
被
成
下
候

且
又

此
節
両
替
や
之
内
彼
是
申
処
在
之
候
故

此
国
弥
渡
り
手
形
何
卒
貴
家
よ
り
御
取
付
可
被
成
下
候
（
下
略
）

正
月
二
十

日

米
三
店

廣
海
様

②

過
日
御
廻
り
手
形
御
入
銀
之
内

平
安
殿
渡
り
手
形
取
付
候
処
御
案
内
な
し
ニ
而
相
渡
り
不
申
候
ニ
付

封
中
御
戻
申
上
候
（
下
略
）

三
月
二
十
一
日

米
屋
三
十
郎

廣
海
惣
太
郎
様

①
の
「
止
手
形
」
と
い
う
の
は
、
廣
海
が
受
け
取
っ
て
米
三
に
渡
し
た
「
国
弥
」（
国
分
屋
弥
太
郎
）
宛
て
手
形
が
、
振
出
人
の
預
金
不
足

な
ど
で
不
渡
り
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
廣
海
が
手
形
の
流
通
を
差
し
止
め
た
い
と
依
頼
し
た
が
、
米
三
は
す
で
に
国
弥
以
外
の
と

こ
ろ
へ
廻
し
て
し
ま
っ
た
た
め
か
、
そ
れ
は
難
し
い
と
断
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
②
の
不
渡
り
は
、
米
三
が
み
ず
か
ら
「
平
安
」（
平

野
屋
安
兵
衛
）
へ
取
り
付
け
た
と
こ
ろ
、「
平
安
」
は
振
出
人
か
ら
の
「
案
内
」
が
来
て
い
な
い
と
し
て
支
払
い
を
断
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
貝

な
い
し
そ
の
周
辺
地
域
の
手
形
振
出
人
と
大
坂
の
宛
先
両
替
商
の
信
用
関
係
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
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り
、
そ
う
し
た
状
況
の
下
で
同
年
末
に
は
米
三
自
体
が
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
幕
末
の
動
乱
期
に
お
い
て
、
六
三
年
を
ピ
ー
ク
に
攘
夷
運
動
が
高
揚
し
、
六
六
年
の
第
二
次
長
州
戦
争
で
幕
府
軍
が
敗
退

し
た
あ
と
、
六

年
に
は
つ
い
に
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
が
起
こ
る
と
い
っ
た
政
治
的
激
動
が
、
大
坂
と
そ
の
周
辺
で
の
手
形
取
引
の
不
安
定

さ
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
、
六

年
の
銀
目
廃
止
に
よ
る
金
銀
両
替
業
務
の
消
滅
と
そ
の
前
後
に
お
け
る
多
数
の
大
坂
両
替
商
の
倒
産
が
、

大
坂
市
場
を
中
心
と
す
る
手
形
の
縦
断
的
・
横
断
的
流
通
の
従
来
の
仕
組
み
を
解
体
さ
せ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
廣
海
家
が
大
坂
へ
の

送
金
に
さ
い
し
て
利
用
し
た
手
形
の
主
な
名
宛
人
は
、
小
橋
屋
彦
九
郎
・
播
磨
屋
忠
兵
衛
・
米
屋
常
七
・
近
江
屋
半
次
郎
・
銭
屋
忠
三
郎
ら

大
坂
両
替
商
で

12
）

あ
り
、
送
金
先
の
米
屋
三
十
郎
や

池
重
太
郎
と
ほ
ぼ
同
格
の
両
替
商
で
あ
っ
た
が
、
彼
等
の
間
で
の
横
断
的
な
手
形
差
引

慣
行
が
崩
れ
れ
ば
、
貝

か
ら
の
手
形
送
金
も
不
可
能
に
な
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
廣
海
家
の
米
穀
・
肥
料
の
仕
入
代
金
の
手
形
支
払

い
は
取
引
先
両
替
商
の
変
遷
を
伴
い
つ
つ
も
持
続
し
、
貝

で
の
手
形
取
引
も
一
時
的
な
停
滞
を
経
な
が
ら
も
復
活
し
た
が
、
そ
の
反
面
で

は
、
大
坂
を
中
心
と
す
る
手
形
の
広
汎
な
流
通
は
明
治
初
年
に
は
大
き
く
後
退
し
、
か
つ
て
の
よ
う
な
活
発
な
手
形
流
通
は
見
ら
れ
な
く
な

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
の
直
後
に
、
大
坂
両
替
商
の
か
な
り
多
く
が
「
休
店
」
し
た
さ
い
、
貝

と
き
わ
め
て
関
係
の

深
い
小
橋
屋
彦
九
郎
・
播
磨
屋
忠
兵
衛
・
近
江
屋
半
次
郎
や
加
島
屋
作
次
郎
・
竹
川
彦
太
郎
・
淡
路
屋
権
四
郎
・
国
分
屋
弥
太
郎
も
休
店
し

て
お
り
、
そ
の
後
一
時
的
に
立
ち
直
る
も
の
も
あ
っ
た
と
は
い
え
、
貝

と
そ
の
周
辺
の
商
人
・
両
替
商
の
取
引
先
の
大
坂
両
替
商
は
し
だ

い
に
総
崩
れ
の
状
態
に
陥
っ
て
い
っ
た
。

１
）

廣
海
家
文
書
Ｂ
〇
五
一

二

二

〇

２
）
『
金
銀
入
払
帳

慶
応
二
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
四
七
）。
な
お
、
両
替
商

池
重
太
郎
か
ら
の
書
状
で
は
、
何
れ
か
の
両
替
商
宛
で
そ
こ

へ
「
取
付
」
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
手
形
を
「
取
付
手
形
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
が
（
同
Ｂ
〇
五
一

二

二
三
二
、
Ｂ
〇
五
一

二

二
四
五
）、
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同
様
な
手
形
を
「
御
廻
り
手
形
」
と
も
呼
ん
で
い
る
（
同
Ｂ
〇
五
一

二

二
四
二
）。

３
）

廣
海
家
文
書
Ｂ
〇
五
一

二

二
三
一

４
）
『
金
銀
入
払
帳

慶
応
二
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
四
七
）

５
）
『
金
銀
入
払
帳

文
久
三
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
一
五
）

６
）
『
金
銀
取
渡
通

文
久
三
年

角
ニ
利
兵
衛
』（
廣
海
家
文
書
Ｚ
Ｂ
〇
一
五

五
）

７
）
『
金
銀
入
払
帳

慶
応
二
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
四
七
）

８
）

廣
海
家
文
書
Ｂ
〇
五
一

二

一
二
七

９
）
『
萬
覚
帳

安
政
二
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
四
一
）
の
「
油
屋
清
兵
衛
殿
」
欄
に
は
、
こ
の
年
を
通
じ
て
油
屋
が
廣
海
に
一
六
枚
、
計
四
六

貫
二
一
二
匁
の
大
坂
両
替
商
宛
て
手
形
を
売
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「

池
重
太
郎
殿
」
の
欄
に
は
、
廣
海
は
例
え

ば
「
四
月
二
五
日

銀
二
貫
一
六
二
匁

森
新
印

河
又
ふ
り
」
と
、「
河
又
」（
大
坂
両
替
商
河
内
屋
又
右
衛
門
）
宛
て
の
手
形
を

池
重
太

郎
に
送
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、『
金
銀
入
払
帳

安
政
二
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
一
九
）
に
は
、
森
本
屋
新
介
が
河
内
屋
又
右
衛
門
に
宛
て

て
振
り
出
し
た
こ
の
手
形
に
つ
い
て
「
油
清
よ
り
受
取
手
形
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
二
冊
の
帳
簿
を
付
き
合
わ
せ
る
と
、

そ
う
し
た
廻
り
手
形
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
廣
海
が
米
穀
を
販
売
し
た
竹
屋
三
右
衛
門
か
ら
「
米
代
」
と
し
て
受
け
取
っ
た
「
ひ
ら
惣
」（
大

坂
両
替
商
平
野
屋
惣
治
郎
）
宛
三
〇
両
の
手
形
も

池
重
太
郎
へ
の
送
金
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
貝

で
も
大
坂
両
替
商
と
取
引
す
る
商
人
が

廣
海
以
外
に
も
早
く
か
ら
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
う
し
た
点
の
立
ち
入
っ
た
分
析
が
さ
ら
に
必
要
で
あ
ろ
う
。

10
）

池
重
太
郎
か
ら
廣
海
家
に
宛
て
た
『
金
銀
取
渡
通
』
に
よ
っ
て
補
足
す
る
と
、
一

六
七
年
（
慶
応
三
）
の
手
形
比
率
は
四
九
・
五
％
、

六

年
（
明
治
一
）
の
そ
れ
は
五
五
・

％
で
あ
り
、
七
〇
年
（
明
治
三
）
は
二
九
・
一
％
と
や
や
回
復
す
る
（
廣
海
家
文
書
Ｚ
Ｃ
〇
〇
一

一
七
、
Ｚ
Ｃ
〇
〇
一

一
六
、
Ｚ
Ｃ
〇
〇
一

一
四
）。
し
た
が
っ
て
、
手
形
を
用
い
た
送
金
が
激
減
す
る
画
期
は
六
九
年
（
明
治
二
）
と
七
二

年
（
明
治
五
）
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

11
）

廣
海
家
文
書
Ｂ
〇
六
〇

九

二
〇
、
同
Ｂ
〇
六
〇

九

二
九
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12
）

一

六
〇
・
六
三
・
六
六
年
に
つ
い
て
判
明
す
る
、
大
坂
送
金
用
の
手
形
の
宛
先
炭
屋
弥
吉
郎
の

両
替
商
の

二
件
を
加
え
両
替
商
三
〇

一
件
の
う
ち
、
一

三
件
が
こ
れ
ら
五
両
替
商
で
あ
り
、
と
く
に
小
橋
屋
彦
九
郎
は
一
一
一
件
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
次
ぐ
加
島
屋
作
次

郎
・
平
野
屋
惣
次
郎
・
米
屋
三
十
郎
・

池
重
太
郎
・
竹
川
彦
太
郎
・
淡
路
屋
権
四
郎
・
国
分
屋
弥
太
郎
・
炭
屋
弥
吉
郎
の

両
替
商
の

二

件
を
加
え
る
と
全
体
の

％
と
な
る
。

５

印
紙
税
賦
課
以
降
の
大
坂
で
の
手
形
取
引
の
変
容

一

六

年
の
戊
辰
戦
争
と
銀
目
廃
止
に
よ
る
打
撃
を
乗
り
越
え
て
大
坂
で
の
手
形
取
引
は
一
応
存
続
し
、
一

七
三
年
（
明
治
六
）
の

印
紙
税
賦
課
も
京
都
手
形
市
場
の
場
合
と
異

１
）

な
り
大
坂
手
形
市
場
の
展
開
を
大
き
く
妨
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
同
時
に
、
手
形

市
場
の
態
様
は
幕
末
ま
で
の
そ
れ
と
は
大
き
く
変
容
し
た
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
さ
ら
に
、
個
別
の
商
人
と
両
替
商
の
間
の
信

用
授
受
関
係
も
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
ま
で
は
両
替
商
宛
て
の
手
形
の
振
出
が
多
す
ぎ
て

「
過
振
」
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
両
替
商
に
連
絡
す
れ
ば
済
む
と
さ
れ
て
い
た
。
次
ぎ
に
引
用
す
る
一

七
三
年
四
月
九

日
の
両
替
商
井
上
の

２
）

書
状
は
、
そ
う
し
た
内
容
の
も
の
と
見
て
よ
い
。

（
前
略
）
過
日
御
振
出
し
ニ
付
而
ハ
委
細
御
丁
寧
ニ
御
懇
書
被
成
下
忝
奉
存
候

就
而
ハ
今
度
御
廻
リ
合

一
金

千
両

有
合

一
金

百
両

円
銀

〆

千
百
両

右
之
通
御
別
便
ヲ
以
御
差
送
被
成
下
慥
入
手
記
帳
仕
候

且
御
通
尻
之
儀
其
内
ニ
御
入
金
可
被
下
御
趣
委
細
拝
承
仕
候

且
亦
当
度
ニ
至
候
得

者
又
々
御
過
振
ニ
可
相
成
御
場
合
も
難
御
斗

其
節
ハ
御
案
内
可
被
仰
下
御
旨
是
亦
委
細
承
知
仕
候
（
後
略
）

維新期大坂の手形市場（石井）
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四
月
九
日

井
上
重
太
郎

廣

惣
太
郎
様

と
こ
ろ
が
、
一

七
三
年
（
明
治
六
）
後
半
か
ら
の
書
状
に
な
る
と
、
大
阪
の
両
替
商
井
上
重
太
郎
は
、
廣
海
家
と
の
取
引
が
「
過
振
」

に
な
る
こ
と
を
極
め
て
警
戒
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
手
形
取
引
が
「
預
ケ
金
之
内
」
を
超
え
る
と
貸
借
関
係
に
な
り
、

第
二
種
の
印
紙
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ

３
）

ろ
う
。
実
は
、
印
紙
税
が
施
行
さ
れ
た
一

七
三
年
（
明
治
六
）
六
月
末
に
廣
海
は

「
証
文
」
を
差
し
入
れ
て
井
上
か
ら
一
五
〇
〇
円
を
借
り
入
れ
、
実
質
的
な
「
過
振
」
枠
を
設
定
し
て
も
ら

４
）

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
で
も

不
足
し
た
た
め
、
同
年
一
二
月
二
五
日
付
け
廣
海
宛
て
書
状
で
、
井
上
は
、「
差
引
手
尻
兼
而
御
証
文
金
之
外
ニ
御
手
形
廻
り
候
ニ
付

五

百
円
余
不
足
ニ
相
成
り
御
座
候

右
者
御
振
替
出
来
兼
申
候
間
何
卒
早
々
御
入
金
被
下
度
奉
願

５
）

上
候
」
と
入
金
を
催
促
し
て
い
る
。
廣
海
で

は
早
速
一
二
月
二
七
日
に
一
〇
〇
〇
円
を
渡
し
た
と
こ
ろ
、
井
上
は
同
日
の
書
状
で
、「
差
引
手
尻
凡
千
両
程
過
振
相
成
候
ニ
付
委
細
申
上

候
処
早
々
取
調
忝
く
承
知
仕
候

就
而
金
千
両
御
入
金
被
成
下
円
金
慥
ニ
入
手
記
帳

６
）

仕
候
」
と
礼
を
述
べ
た
。
こ
の
証
文
金
は
翌
年
二
月
に

は
返
済
し
て
い
る
か
ら
一
時
的
な
も
の
だ
っ
た
が
、
七
四
年
（
明
治
七
）
一
一
月
に
は
再
び
一
五
〇
〇
円
を
「
証
文
」
を
入
れ
て
借
用
し
て

七
五
年
末
ま
で
借
り
つ
づ
け
、
七
六
年
五
月
の
取
引
途
絶
時
点
で
も
五
〇
〇
円
を
借
り
う
け
て

７
）

い
た
。
し
た
が
っ
て
、
印
紙
税
の
賦
課
が
両

替
商
に
よ
る
信
用
供
与
を
制
限
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
廣
海
家
の
手
形
取
引
は
、
井
上
と
の
取
引
関
係
か
ら
国
立
銀
行
と
の
取
引
関
係
へ
と
連
続
的
に
転
換
す
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で

は
な
く
、
井
上
と
の
関
係
は
一

七
六
年
（
明
治
九
）
五
月
限
り
で
突
然
途
絶

８
）

す
る
。
そ
れ
は
、
維
新
の
経
済
変
動
を
潜
り
抜
け
て
き
た
両

替
商

池＝

井
上
重
太
郎
が
、
突
然
閉
店
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
で
は
改
正
国
立
銀
行
条
例
（
七
六
年

月
制
定
）
も
ま
だ
制
定

さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
阪
の
第
一
国
立
銀
行
支
店
な
ど
も
貝

町
の
問
屋
が
利
用
で
き
る
状
態
に
は
な
い
。
そ
の
た
め
井
上
に
よ
る
大
阪
と
の
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関
係
が
途
切
れ
て
困
っ
た
廣
海
は
、
天
保
年
間
か
ら
嘉
永
年
間
に
か
け
て
取
引
し
た
こ
と
の
あ
る
大
阪
備
後
町
の
両
替
商
銭
屋
逸
身
佐

９
）

一
郎

と
の
取
引
の
再
開
を
求
め
た
。
し
か
し
、
一

五
四
年
（
安
政
元
）
に
廣
海
が
銭
屋
佐
一
郎
と
の
関
係
を

池
重
太
郎
と
の
関
係
に
切
り
替

え
て
か
ら
、
一

七
六
年
（
明
治
九
）
ま
で
の
二
二
年
間
の
断
絶
は
そ
う
簡
単
に
埋
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
廣
海
は
、
親
戚
に
当
た
る
西
宮

の
酒
造
業
者
辰
馬
半
右
衛
門
に
逸
身
佐
一
郎
へ
の
紹
介
を
頼
ん
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
逸
身
は
、
同
年
一
一
月
二
一
日
付
け
の
廣
海
宛
て
書
状

で
、「
今
般
辰
馬
様
よ
り
御
懇
情
御
取
引
之
義
御
懇
談
被
仰
聞
忝
奉
存
候
」
と
丁
寧
な
言
い
ま
わ
し
を
し
な
が
ら
も
、「
一
応
御
面
触
萬
件
御

語
奉
申
上
其
已
上
相
認
申
度
候
間
、
近
来
申
上
兼
候
得
共
殿
方
様
成
共
御
出
阪
被
遊
被
下
度
奉
願

10
）

上
候
」
と
、
ま
ず
本
人
に
大
阪
へ
出
て
き

て
も
ら
っ
て
相
談
し
た
上
で
判
断
し
た
い
と
い
う
慎
重
な
姿
勢
で
応
じ
て
い
る
。
こ
う
し
て
一

七
六
年
（
明
治
九
）
一
二
月
か
ら
、
廣
海

は
逸
身
と
の
手
形
取
引
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

だ
が
、
廣
海
と
逸
身
と
の
取
引
は
、
一

七
九
年
（
明
治
一
二
）
三
月
九
日
限
り
で
一
時
中
断
す
る
。『
萬
覚
帳
』
の
逸
身
佐
一
郎
の
欄

に
は
、「
但
し
此
差
引
之
節
通
帳

ニ
振
出
シ
相
渡
済
之
古
手
形
勘
定
之
上
、
飛
脚
松
直
持
帰
り
之
節
、
途
中
ニ
於
テ
賊
ニ
奪
取
れ
、
直
様

天
下
茶
屋
之
分
署
江
届
置
帰
泉
仕
候
。
当
所
分
署
江
も
此
段
届
済
ニ
候
也
。
仍
之
古
手
形

ニ
通
帳
引
合
セ
等
ハ
無
之

11
）

候
事
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
貝

町
か
ら
大
阪
備
後
町
ま
で
の
連
絡
を
飛
脚
が
担
当
し
て
い
た
と
こ
ろ
賊
に
襲
わ
れ
て
書
類
を
奪
わ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
り
、
そ

れ
が
直
接
の
動
機
か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
廣
海
は
同
年
九
月
か
ら
主
要
な
取
引
先
を
新
設
の
岸
和
田
第
五
十
一
国
立
銀
行
（
資
本
金

一
〇
万
円
、
頭
取
左
納
権
一
、
取
締
役
兼
支
配
人
寺
田
甚
與
茂
）
に
変
更
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
や
や
屈
折
し
た
経
過
を
経
る
と
は
い
え
、

貝

の
問
屋
廣
海
家
は
、
両
替
商
金
融
か
ら
銀
行
金
融
へ
と
連
続
的
な
取
引
の
転
換
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
家
の
活
動
を
存
続
・
拡

大
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

１
）

京
都
に
つ
い
て
は
、
前
掲
別
稿
「
維
新
期
京
都
の
手
形
市
場
｜
小
堀
家
と
小
林
家
｜
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

維新期大坂の手形市場（石井）
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２
）

廣
海
家
文
書
Ｄ
〇
〇
二

二

３
）

一
九
七
三
年
（
明
治
六
）
六
月
一
五
日
付
け
丁
子
屋
小
林
吟
右
衛
門
家
西
京
店
発
、
同
東
京
店
宛
て
書
状
よ
り
引
用
。
こ
の
書
状
に
つ
い
て

は
石
井
寛
治
前
掲
「
維
新
期
京
都
の
手
形
市
場
」
参
照
。

４
）
『
万
覚
帳

明
治
六
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
六
四
）。

５
）

廣
海
家
文
書
Ｄ
〇
〇
二

一
一

五
七

６
）

廣
海
家
文
書
Ｄ
〇
〇
二

一
一

五
五

７
）
『
万
覚
帳

明
治
九
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
七
二
）。

８
）
『
読
売
新
聞
』
一

七
六
年
五
月
二
〇
日
号
に
は
、「
大
坂
で
名
高
い

池
重
太
郎
の
両
替
店
は
、
今
月
十
五
日
か
ら
店
を
閉
じ
て
居
る
と
い

う
こ
と
を
申
し
て
来
ま
し
た
」（『
明
治
ニ
ュ
ー
ス
事
典
』
Ⅰ
）
と
あ
る
。
一

七
六
年
五
月
一
五
日
付
け
の
近
江
商
人
丁
子
屋
小
林
吟
右
衛
門

家
（
丁
吟
）
大
阪
出
張
員
の
西
京
店
宛
書
状
は
、「
井
上
重
ど
の
今
朝
戸
〆
被
成
候

然
処
同
人
儀
是
迄
東
為
替
等
取
組
居
候
ニ
付
東
西
京
方

ヘ
来
信
」
と
し
て
、
東
京
・
西
京
両
店
宛
に
「
坂
コ
重
戸
シ
メ
タ
」
と
い
う
電
報
を
送
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
、
翌
一
六
日
付
け
書
状
で
は
、

「

重
閉
店
候
へ
ど
も
下
店
更
ニ
掛
り
合
な
し
御
同
慶
と
奉
存
候

近
頃
ハ
若
家
衆
ハ

ト
油
断
相
成
不
申
時
節
ニ
付
精
々
気
ヲ
付
取
斗
可
仕

候

戻
し
額
ニ
て
悪
敷
事
ニ
奉
存
候
」
と
丁
吟
と
し
て
は
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、「
就
而
ハ
御
地
竹
原
ど
の
儀

重
殿
へ

聊
掛
り
合
在
之
様
子
ニ
相
見
へ
如
何
御
座
候
哉
御
振
合
御
聞
合
御
様
子
為
御
聞
可
被
下
候

右
同
人
儀
も
余
り
不
宜
風
聞
ニ
付
御
用
心
可
被
下

様
奉
希
上
候
也
」
と
、
京
都
の
両
替
商
竹
原
弥
兵
衛
が
被
害
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
（
小
林
家
文
書
二
三
〇
六
）。
な
お
、

大
坂
の
両
替
商

池
伊
助
が
一

七
一
年
末
に
御
掛
屋
を
勤
め
る
「
肥
後
様
」
の
こ
と
が
も
と
で
閉
店
の
噂
を
立
て
ら
れ
た
際
に
、

池
重
太

郎
も
「
別
条
無
御
座
候
得
共
矢
張
り
一
統
内
之
事
故
」
注
意
が
肝
要
と
噂
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
一

七
一
年
一
二
月
一
九
日
付
け
廣
海
宛
て

木
屋
伊
助
書
状

廣
海
家
文
書
Ｐ
〇
六
〇

五

一

）。

池
一
統
と
い
え
ど
も
決
し
て
安
泰
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

９
）

銭
屋
佐
一
郎
は
前
掲
第
２
表
で
は
一
〇
五
貫
目
と
い
う
中
位
の
ラ
ン
ク
で
あ
る
が
、
一

五
七
年
（
安
政
四
）
の
前
掲
「
浪
花
両
換
取
引
手

柄
鑑
」
で
は
、
前
頭
三
枚
目
と
い
う
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
た
。
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10
）

廣
海
家
文
書
Ｖ
〇
〇
九

二

一
四
五

11
）
『
万
覚
帳

明
治
十
二
年
』（
廣
海
家
文
書
Ａ
一
七
一
）。

四

結
論
と
展
望

以
上
の
検
討
の
結
果
、
幕
末
の
三
井
大
坂
両
替
店
は
、
ほ
ぼ
同
格
の
炭
安
・

庄
・
加
作
・
米
伊
・

重
・
竹
川
と
子
両
替
の
越
善
と
い

う
七
軒
の
両
替
商
と
の
間
に
緊
密
な
手
形
差
引
を
行
い
つ
つ
、
大
坂
と
そ
の
周
辺
の
諸
商
人
の
振
り
出
す
大
量
の
手
形
や
大
坂
と
京
・
江
戸

間
を
結
ぶ
為
替
手
形
を
決
済
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
な
結
節
点
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
大
坂
両
替
商
宛
の
手
形
は
大
坂

市
中
の
商
人
だ
け
で
な
く
兵
庫
の
北
風
や
貝

の
廣
海
に
代
表
さ
れ
る
周
辺
地
域
の
有
力
商
人
も
盛
ん
に
振
り
出
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が

上
方
の
商
品
流
通
の
活
発
さ
を
支
え
て
い
た
。
明
治
維
新
の
政
治
的
動
乱
と
銀
目
廃
止
な
ど
の
制
度
的
変
革
に
よ
っ
て
、
炭
安
・
加
作
・
竹

川
や
炭
彦
・
近
猶
・
近
半
を
は
じ
め
と
す
る
有
力
両
替
商
で
没
落
す
る
も
の
が
相
次
ぎ
、
手
形
の
流
通
市
場
は
大
き
く
縮
小
・
変
容
し
た
が
、

大
坂
と
そ
の
周
辺
で
は
そ
の
後
商
人
と
両
替
商
の
間
の
手
形
取
引
は
あ
る
程
度
ま
で
再
生
・
復
活
し
、
京
都
の
場
合
と
異
な
り
一

七
三
年

の
印
紙
税
の
導
入
も
そ
う
し
た
手
形
取
引
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
。
明
治
初
年
に
大
阪
の
手
形
取
引
を
存
続
さ
せ
た
の
は
、
戊
辰

戦
争
や
銀
目
廃
止
な
ど
の
打
撃
を
潜
り
抜
け
た
両
替
商
た
ち
で
あ
り
、
彼
等
は
国
立
銀
行
や
私
立
銀
行
が
多
数
設
立
さ
れ
る
ま
で
の
十
数
年

の
間
、
大
阪
と
そ
の
周
辺
地
域
の
金
融
活
動
を
不
十
分
な
が
ら
も
担
っ
て
い
た
。
商
人
た
ち
は
没
落
し
た
取
引
先
両
替
商
に
代
わ
る
新
し
い

取
引
先
両
替
商
を
探
し
出
し
て
信
用
取
引
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
う
し
た
過
程
で
新
し
い
工
業
化
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
て
い
っ

た
の
で

１
）

あ
る
。

維新期大坂の手形市場（石井）
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そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
生
き
残
っ
た
両
替
商
の
中
に
は
、
自
ら
銀
行
を
設
立
す
る
も
の
が
相
次
い
だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
従
来
も
あ

る
程
度
指
摘
さ
れ
て
き

２
）

た
が
、
大
阪
の
銀
行
設
立
者
の
中
で
の
両
替
商
の
位
置
は
も
う
少
し
強
調
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

池
善
右

衛
門
（
第
十
三
国
立
銀
行
↓

池
銀
行
↓
三
和
銀
行
）、
山
口
吉
郎
兵
衛
（
第
百
四
十

国
立
銀
行
↓
山
口
銀
行
↓
三
和
銀
行
）、
住
友
吉
左

衛
門
（
住
友
銀
行
）
が
設
立
し
た
巨
大
化
す
る
本
店
銀
行
、
あ
る
い
は
、
三
井
大
坂
両
替
店
・
御
用
所
の
機
能
を
引
き
継
い
で
大
規
模
な
形

で
出
発
し
た
三
井
銀
行
大
阪
支
店
な
ど
の
役
割
に
つ
い
て
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
が
、
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）
恐
慌
を
画
期
に
消
滅
す

る
中
小
銀
行
の
中
に
も
両
替
商
の
設
立
し
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
は
消
滅
す
る
ま
で
の
過
程
で
大
阪
を
中
心
と
す
る
工
業
化
過
程
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

本
稿
に
登
場
し
た
廣
海
家
の
取
引
先
両
替
商
で
は
、
大
阪
の
銭
屋
逸
身
佐
一
郎
が
一

〇
年
（
明
治
一
三
）
三
月
に
私
立
逸
身
銀
行
を

設
立
し
た
。
廣
海
家
と
逸
身
家
の
取
引
は
前
述
の
よ
う
に
一

七
九
年
三
月
に
一
旦
途
絶
え
る
と
は
い
え
、
口
座
そ
の
も
の
は

一
銭
二
厘

と
い
う
廣
海
家
か
ら
の
僅
か
な
貸
し
の
形
で
凍
結
さ
れ
て
お
り
、

三
年
（
明
治
一
六
）
二
月
か
ら
取
引
が
再
開
さ
れ
、
同
年
五
月
か
ら
は

逸
身
佐
一
郎
名
義
か
ら
逸
身
銀
行
名
義
に
変
更
さ
れ
て
、
岸
和
田
第
五
十
一
国
立
銀
行
を
大
き
く
上
回
る
金
額
の
取
引
を
行

３
）

っ
た
。
逸
身
銀

行
は
一
九
〇
一
年
の
恐
慌
で
激
し
い
預
金
取
付
け
に
会
い
、
大
阪
組
合
銀
行
の
保
証
で
日
本
銀
行
大
阪
支
店
か
ら
の
救
済
融
資
を
受
け
た
末
、

多
額
の
負
債
を
残
し
て
翌
一
九
〇
二
年
一
月
に
解
散

４
）

す
る
。
廣
海
家
で
は
、
そ
の
後
住
友
銀
行
、
さ
ら
に
三
十
四
銀
行
を
大
阪
の
取
引
先
銀

行
に
し
て
い
く
。
ま
た
、
貝

町
で
は
、
廣
海
家
の
両
替
商
藤
井
専
六
と
の
取
引
が

五
年
限
り
で
な
く
な
る
の
に
対
し
て
、
信
貴
孫
次
郎

と
の
取
引
は
継
続
し
、
信
貴
は
九
三
年
（
明
治
二
六
）
七
月
に
個
人
の
信
貴
銀
行
を
設
立
す
る
。
同
行
は
九
七
年
三
月
に
廃
業
す
る
が
、
そ

の
業
務
は
九
六
年
一
〇
月
に
廣
海
家
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
株
式
会
社
貝

銀
行
に
継
承
さ
れ
る
の
で

５
）

あ
る
。

１
）

一

七
五
年
段
階
の
三
井
組
各
店
舗
の
融
資
活
動
が
、
古
い
タ
イ
プ
の
商
品
流
通
と
の
関
わ
り
で
生
ず
る
だ
け
で
な
く
、
貿
易
な
ど
に
関
連
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す
る
新
し
い
商
品
生
産
と
流
通
の
分
野
と
の
関
わ
り
で
も
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
石
井
寛
治
前
掲
『
近
代
日
本
金
融

史
序
説
』
第
二
章
を
見
よ
。

２
）

例
え
ば
高
嶋
雅
明
前
掲
「
大
阪
に
お
け
る
銀
行
業
の
発
展
と
銀
行
経
営
者
」
参
照
。

３
）
『
萬
覚
帳

明
治
十
六
年
』（
廣
海
家
文
書
Ｌ
一

九
）。

４
）
「
大
阪
貨
幣
市
場
の
恐
慌
」（『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
一

六
号
、
一
九
〇
一
年
五
月
）、「
各
地
金
融
界
動
揺
始
末
」（
同
一

九
号
、
同
年
七

月
）。

５
）

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
目
下
準
備
中
の
別
稿
に
お
い
て
詳
し
く
扱
う
予
定
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

本
論
文
の
作
成
に
さ
い
し
て
、
三
井
大
坂
両
替
店
の
史
料
に
つ
い
て
は
三
井
文
庫
、
長
田
家
・
中
井
家
史
料
に
つ
い
て
は
国
立
史
料
館
の
方
々
に
お

世
話
に
な
り
、
廣
海
家
文
書
に
つ
い
て
は
廣
海
啓
太
郎
氏
お
よ
び
貝
塚
市
郷
土
資
料
室
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
な

お
、
本
論
文
は
、
筆
者
が
東
京
経
済
大
学
二
〇
〇
二
年
度
国
内
研
究
員
と
し
て
行
っ
た
研
究
「
幕
末
維
新
期
の
両
替
商
金
融
」
の
成
果
の
一
部
を
な
す

と
と
も
に
、
財
団
法
人
三
菱
財
団
か
ら
の
援
助
に
よ
る
同
名
の
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

維新期大坂の手形市場（石井）
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